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①受講申込のタイミングなどにより，初回授業，２回目 

授業に出席できなかった場合 

必ず担当の先生に理由を伝えること。初回授業で重要なガイダンスが行われ

ていることがあります。確認してください。 

 

②授業の出席について 
 

大会出場等，正当な理由以外の遅刻・欠席は考慮されません。また，部の活

動による欠席の場合でも，著しい出席不良・成績不良の者に対しては単位が付

与されません。「スポーツ入学生だから欠席，遅刻が多くとも許される」という

甘えは認められないことをしっかり認識し，授業に臨んでください。 

 

③履修登録，及び受講にあたっての情報の確認について 
 

シラバス等で示された情報を自身であらかじめしっかりと確認・理解した上

で履修の手続きを行ってください。大学生活においては，掲示や配付物等で示

されている情報に対して「知らなかった」ということは通用しません。必要な

情報を適切に入手して，授業に取り組むこと。 

 

④部の活動や自分の語学レベルをよく確認し，授業を選択

すること 
 

単位取得に必要な出席が難しい場合は，判明した時点で速やかに担当教員，あ

るいは所属学部事務室に相談してください。このシラバスには担当教員が授業

の方針等を書いています。自身のレベルを照らし合わせて確認してください。

和泉キャンパスには，授業でわからないところを大学院生が教える『和泉学習

支援室』（和泉ラーニングスクエア３F）があります。最大限活用して，語学科

目を１，２年生のうちに単位取得できるよう目指してください。 

 

1



****20２３年度スポーツ特別入試入学者対象語学科目を履修するには**** 

 

 

 スポーツ特別入試入学者対象語学（以下，「スポーツ語学」）を履修するにあたっては，この

シラバスを熟読した上，自学部で定められた手続きに従って，履修してください。 

 

① ４月上旬に各学部で対面もしくはオンライン配信で実施される「スポーツ入学者ガイダン

ス」に必ず参加して説明を聞いてください。（新入生は必須。学部によって２年生以上も実

施する学部もあります） 

 

② 登録期間・登録方法・抽選結果確認方法は，学部ごとに異なります。  

P３の自学部の履修の流れをよく確認して，期限を順守してください。  

 

 ③ 本シラバス P９～P２０で自分の学部の語学ルール（どの科目を何単位まで取れるか  

など）を必ず確認してください。学部ごとに決められた数以上に登録をするとエラーと  

なり，登録自体が無効になる場合があります。 

  

※希望者多数の場合は抽選になります。自分が申し込んだ授業が登録できているか（抽選漏れに

なっていないか），必ず確認してください。 

 

①事前登録・受講許可者発表  

４月１日（土）頃 ～ ４月８日（土）頃まで 

※登録期間・登録方法・抽選結果確認方法は，学部ごとに異なります。 

詳細はガイダンス等で学部担当者から説明があるので，それに従って登録をすること。 

    

    

② 履修授業決定前の授業について  

  この『事前申込』日程と平行して４月８日（土）から授業が始まりますが，『事前申込』で

自分の授業が確定するまでは，「自分が申し込みを希望している授業」に出席するようにして

ください。 

 

③ オンラインでの実施授業について  

  スポーツ語学の科目において，基本的には対面授業となりますが，一部，オンラインでの授

業実施に変更となる可能性がございます。授業形態につきましては，Oh-o!Meiji のクラスウ

ェブから「シラバスの補足」をご確認ください。 

 

                         以 上 
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4月 1日（土） 2日（日） 3日（月） 4日（火） 5日（水） 6日（木）
7日（金）

※入学式

8日（土）

※授業開始日

9日（日）

※授業日
備考等

法学部

４月１日（土）
１５：００～１６：００
スポーツ特別入試入学者
ガイダンス（１～２年生合同）
＠第一校舎２０９教室

※ガイダンス内で
　【申込受付】。

４月４日（火）９：００～
【結果発表】
Oh-o!Meijiクラスウェブで確認

※クラス指定以外の通常科目の申込方法
については、4/3～Oh-o!Meijiグループで公
開される履修案内をよく確認してください。

商学部

【申込受付】
４月３日（月）09：00～16：00
英語１年　　第１～第１４希望
英語２年　　第１～第１４希望
独語１年　　第１～第４希望
独語２年　　第１～第４希望
中国語１年　第１～第７希望
中国語２年　第１～第７希望
※ガイダンスは，３月１６日から大
学HPにて公開予定。

【結果発表】
４月４日（火）10：00～
※クラスウェブにて結果公開

政治経済学部

スポーツ特別入試入学者
ガイダンス
場所：第一校舎３０３

【１年生】
４月3日（土）
１０：００～１１：３０

【２年生】
４月3日（土）
１３：３０～１５：００

※ガイダンス内で申込受付
※学年で時間が異なります。

４月３日（土）に実施するガイダンス内で，ク
ラス語学及びスポーツ語学の履修について
の説明を行います。

履修申込をするためにはガイダンスへの出
席が必須となっていますので注意してくださ
い。

文学部

【スポーツ特別入試入学者ガイダ
ンス】
４月４日（火）１２：３０～１４：００
第一校舎２０８・２０９教室

情報

コミュニケーション

学部

理工学部
・スポーツ特別入試入学者

ガイダンス
４月１日（土）11:00～12：10

A207教室

・抽選結果発表
4月6日（木）13：00

Oh-o!Meiji

・2次申込み
4月7日（金）9：00～17：00

Oh-o!Meiji
※一次申込の結果，定員枠が

残った科目のみ受付

・2次結果発表
4月8日（土）13：00

Oh-o!Meiji

農学部
体育会ガイダンス
10:00
2－200教室

・抽選結果発表
（Oh-o!Meiji）

・2次申込み（Oh-o!Meiji）
4月7日（金）
9：00～15：00

・2次結果発表
（Oh-o!Meiji）

国際日本学部

抽選確定及び先着確定後の履修取消は一
切認めません。

【一次WEB履修受付（抽選）】
申込受付：４月４日（火）１３：００～５日（水）９：３０
結果発表：４月５日（水）１７：００予定

4月3日（月） 13：00～　に実施するスポーツ入学者ガイダンスにて詳細をお知らせします。

２０２3年度スポーツ特別入試入学者対象語学　学部別履修の流れ

1・2 年生ともにクラス指定のため，履修登録は不要です。
（※再履修が必要な学生については，学部事務室から別途ご連絡します。）

・1次申込み（Oh-o!Meiji）
4月4日（火）9：00～4月5日（水）23：59

【1・2 年生】学部事務室から別途ご連絡します。
（※再履修が必要な学生については，学部事務室から別途ご連絡します。）

・1次申込み
4月4日（火）9：00～4月5日（水）17：00

Oh-o!Meiji

経営学部
【二次WEB履修受付（先着）】
申込受付：４月６日（木）１３：００～７日（金）９：３０

※二次申込は、定員に空きがある科目のみ受付けます。
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振替科目一覧 （英語1年 / 英語1･2年）

科目名 備考 科目名 備考 科目名 備考 科目名 備考

法
Ｅｎｇｌｉｓｈ　ＡⅠ
Ｅｎｇｌｉｓｈ　ＢⅠ

Ｅｎｇｌｉｓｈ　ＡⅡ
Ｅｎｇｌｉｓｈ　ＢⅡ

1年
Ｅｎｇｌｉｓｈ　ＡⅠ
Ｅｎｇｌｉｓｈ　ＢⅠ
2年
Ｅｎｇｌｉｓｈ　ＣⅠ

1年
Ｅｎｇｌｉｓｈ　ＡⅡ
Ｅｎｇｌｉｓｈ　ＢⅡ
2年
Ｅｎｇｌｉｓｈ　ＣⅡ

商 基礎英語Ⅰ（１年） 基礎英語Ⅱ（１年）
基礎英語Ⅰ（１年）
基礎英語Ⅰ（２年）

基礎英語Ⅱ（１年）
基礎英語Ⅱ（２年）

政 英語Ⅰ 英語Ⅰ 英語Ⅰ 英語Ⅰ

文
English Paragraph Writing A
（Basic）

スポーツ語学（英語）において，西浦先
生（木1限）を履修した場合はEnglish
Communication Skills A(Basic)
・半期1単位まで履修可。但し、再履修
分を含めた場合は半期2単位まで履修
可。

English Paragraph Writing B
(Basic)

スポーツ語学（英語）において，西浦先
生（木1限）を履修した場合はEnglish
Communication Skills B(Basic)
・半期1単位まで履修可。但し、再履修
分を含めた場合は半期2単位まで履修
可。

【1年】English Paragraph Writing
A(Basic)
【2年】English Academic Reading
A(Basic)

【1年】西浦先生（木1）を履修した場合
はEnglish Communication Skills
A(Basic)
【2年】西浦先生（木2）を履修した場合
はEnglish Academic Writing  B(Basic)
・半期1単位まで履修可。但し、再履修
分を含めた場合は半期2単位まで履修

【1年】English Paragraph Writing
B(Basic)
【2年】English Academic Reading
A(Basic)

【1年】西浦先生（木1）を履修した場合は
English Communication Skills B(Basic)
【2年】西浦先生（木2）を履修した場合は
English Academic Writing B(Basic)
・半期1単位まで履修可。但し、再履修分を
含めた場合は半期2単位まで履修可。

理工 英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ1 英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ2
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ1（1年春学期）
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ3（2年春学期）

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ2（1年秋学期）
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ4（2年秋学期）

農 英語Ⅰa 英語Ⅰb 英語Ⅲ 英語Ⅲ

経営 英語（初級）Ａ 再履修者の履修はできませ
ん。

英語（初級）Ｂ 再履修者の履修はできませ
ん。

英語（初級）Ａ
英語（中級）Ａ

再履修者の履修はできませ
ん。

英語（初級）Ｂ
英語（中級）Ｂ

再履修者の履修はできません。

情コミ
English Skills ＡⅠ（基礎）
English Skills BⅠ（基礎）

English Skills ＡⅡ（基礎）
English Skills BⅡ（基礎）

English Skills BⅠ（基礎）
(1年春学期)
Critical Reading
（2年春学期）

English Skills BⅡ（基礎）
(1年秋学期)
Critical Discussion
（2年秋学期）

国日
・English (Speaking) I
・English (Listening) I
・English (Reading & Writing) I

・通年で単位取得
・振替科目は、本人の希望により、
左記の科目から2科目を選択する。

・English (Speaking) II
・English (Listening) II
・English (Reading & Writing) II

・通年で単位取得
・振替科目は、本人の希望により、
左記の科目から2科目を選択する。

1年
English (Speaking) I
English (Listening) I
English (Reading & Writing) I
2年
Advanced Reading & Writing I
Research Paper Writing

・通年で単位取得
・振替科目は、本人の希望により、
左記の所属年次科目から、2科目
を選択する。

1年
English (Speaking) II
English (Listening) II
English (Reading & Writing) II
2年
Advanced Reading & Writing II
Speech & Presentation

・通年で単位取得
・振替科目は、本人の希望により、左
記の所属年次科目から、2科目を選択
する。

春学期

英語（1年）
秋学期

英語（１・２年）
春学期 秋学期
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振替科目一覧（英語2年）

科目名 備考 科目名 備考

法 Ｅｎｇｌｉｓｈ　ＣⅠ Ｅｎｇｌｉｓｈ　ＣⅡ

商 基礎英語Ⅰ（２年） 基礎英語Ⅱ（２年）

政 英語Ⅰ 英語Ⅰ

文
English Academic Reading A
(Basic)

スポーツ語学（英語）において，西浦先生
（木2限）を履修した場合はEnglish
Academic Writing A(Basic)
・半期1単位まで履修可。但し、再履修分を
含めた場合は半期2単位まで履修可。

English Academic Reading B
(Basic)

スポーツ語学（英語）において，西浦先生
（木2限）を履修した場合はEnglish
Academic Writing B(Basic)
・半期1単位まで履修可。但し、再履修分を
含めた場合は半期2単位まで履修可。

理工 英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ3 英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ4

農 英語Ⅱa 英語Ⅱb

経営 英語（中級）Ａ 再履修者の履修はできません。 英語（中級）Ｂ 再履修者の履修はできません。

情コミ Critical Reading Critical Discussion

国日
Advanced Reading & Writing I
Research Paper Writing

・通年で単位取得
・振替科目は、本人の希望により、左記の
科目から2科目を選択する。

Advanced Reading & Writing II
Speech & Presentation

・通年で単位取得
・振替科目は、本人の希望により、左記の
科目から2科目を選択する。

英語（２年）

春学期 秋学期

5



振替科目一覧（ドイツ語）

科目名 備考 科目名 備考 科目名 備考 科目名 備考

法
初級ドイツ語ＡⅠ
初級ドイツ語ＢⅠ

初級ドイツ語ＡⅡ
初級ドイツ語ＢⅡ

中級ドイツ語ＡⅠ
中級ドイツ語ＢⅠ

中級ドイツ語ＡⅡ
中級ドイツ語ＢⅡ

商
初級ドイツ語Ⅰ
初級ドイツ語Ⅲ

初級ドイツ語Ⅱ
初級ドイツ語Ⅳ

中級ドイツ語Ⅰ
中級ドイツ語Ⅲ

中級ドイツ語Ⅱ
中級ドイツ語Ⅳ

政 ドイツ語Ⅰ ドイツ語Ⅱ ドイツ語Ⅲ ドイツ語Ⅲ

文
ドイツ語ⅠA
ドイツ語ⅡA

ドイツ語ⅠB
ドイツ語ⅡB

ドイツ語ⅢA
ドイツ語ⅣA

ドイツ語ⅢB
ドイツ語ⅣB

理工
ドイツ語１ａ
ドイツ語１ｂ

春学期・秋学期ともに履修する
場合、理工学部設置科目への
振替えは、≪１ａ・２ａ≫または
≪１ｂ・２ｂ≫どちらか一方の組
合せでしか振替えられない

ドイツ語２ａ
ドイツ語２ｂ

春学期・秋学期ともに履修する
場合、理工学部設置科目への
振替えは、≪１ａ・２ａ≫または
≪１ｂ・２ｂ≫どちらか一方の組
合せでしか振替えられない

ドイツ語３ ドイツ語４

農
ドイツ語Ⅰa
ドイツ語Ⅱa

ドイツ語Ⅰb
ドイツ語Ⅱb

ドイツ語Ⅲ ドイツ語Ⅲ

経営 ドイツ語（初級）Ⅰ ドイツ語（初級）Ⅱ ドイツ語（中級）Ａ ドイツ語（中級）Ｂ

情コミ
ドイツ語ＡⅠ
ドイツ語ＢⅠ

ドイツ語ＡⅡ
ドイツ語ＢⅡ

【2020年度以前入学者】
ドイツ語AⅢ
ドイツ語AⅣ
【2021年度以降入学者】
履修不可

【2020年度以前入学者】
ドイツ語BⅢ
ドイツ語BⅣ
【2021年度以降入学者】
履修不可

国日 履修不可 履修不可 履修不可 履修不可

春学期

ドイツ語（1年）

秋学期

ドイツ語（２年）

春学期 秋学期
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振替科目一覧（フランス語）

科目名 備考 科目名 備考 科目名 備考 科目名 備考

法
初級フランス語ＡⅠ
初級フランス語ＢⅠ

初級フランス語ＡⅡ
初級フランス語ＢⅡ

中級フランス語ＡⅠ
中級フランス語ＢⅠ

中級フランス語ＡⅡ
中級フランス語ＢⅡ

商 履修不可 履修不可 履修不可 履修不可

政 履修不可 履修不可 フランス語Ⅲ フランス語Ⅲ

文
フランス語ⅠA
フランス語ⅡA

・フランス文学専攻生は履修
不可。但し、再履修の場合
は可。

フランス語ⅠB
フランス語ⅡB

・フランス文学専攻生は履修
不可。但し、再履修の場合
は可。

フランス語ⅢA
フランス語ⅣA

・フランス文学専攻生は履修
不可。但し、再履修の場合
は可。

フランス語ⅢB
フランス語ⅣB

・フランス文学専攻生は履修
不可。但し、再履修の場合
は可。

理工
フランス語１ａ
フランス語１ｂ

春学期・秋学期ともに履修する
場合、理工学部設置科目への
振替えは、≪１ａ・２ａ≫または
≪１ｂ・２ｂ≫どちらか一方の組
合せでしか振替えられない

フランス語２ａ
フランス語２ｂ

春学期・秋学期ともに履修する
場合、理工学部設置科目への
振替えは、≪１ａ・２ａ≫または
≪１ｂ・２ｂ≫どちらか一方の組
合せでしか振替えられない

フランス語３ フランス語４

農
フランス語Ⅰa
フランス語Ⅱa

フランス語Ⅰb
フランス語Ⅱb

フランス語Ⅲ フランス語Ⅲ

経営 フランス語（初級）Ⅰ フランス語（初級）Ⅱ フランス語（中級）Ａ フランス語（中級）Ｂ

情コミ
フランス語ＡⅠ
フランス語ＢⅠ

フランス語ＡⅡ
フランス語ＢⅡ

【2020年度以前入学者】
フランス語AⅢ
フランス語AⅣ
【2021年度以降入学者】
履修不可

【2020年度以前入学者】
フランス語BⅢ
フランス語BⅣ
【2021年度以降入学者】
履修不可

国日 履修不可 履修不可 履修不可 履修不可

春学期

フランス語（1年）

秋学期

フランス語（２年）

春学期 秋学期
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振替科目一覧（中国語）

科目名 備考 科目名 備考 科目名 備考 科目名 備考

法
初級中国語ＡⅠ
初級中国語ＢⅠ

初級中国語ＡⅡ
初級中国語ＢⅡ

中級中国語ＡⅠ
中級中国語ＢⅠ

中級中国語ＡⅡ
中級中国語ＢⅡ

商
初級中国語Ⅰ
初級中国語Ⅲ

初級中国語Ⅱ
初級中国語Ⅳ

中級中国語Ⅰ
中級中国語Ⅲ

中級中国語Ⅱ
中級中国語Ⅳ

政 中国語Ⅰ 中国語Ⅱ 中国語Ⅲ 中国語Ⅲ

文
中国語ⅠA
中国語ⅡA

中国語ⅠB
中国語ⅡB

中国語ⅢA
中国語ⅣA

中国語ⅢB
中国語ⅣB

理工
中国語１ａ
中国語１ｂ

春学期・秋学期ともに履修する
場合、理工学部設置科目への
振替えは、≪１ａ・２ａ≫または
≪１ｂ・２ｂ≫どちらか一方の組
合せでしか振替えられない

中国語２ａ
中国語２ｂ

春学期・秋学期ともに履修する
場合、理工学部設置科目への
振替えは、≪１ａ・２ａ≫または
≪１ｂ・２ｂ≫どちらか一方の組
合せでしか振替えられない

中国語３ 中国語４

農
中国語Ⅰa
中国語Ⅱa

中国語Ⅰb
中国語Ⅱb

中国語Ⅲ 中国語Ⅲ

経営 中国語（初級）Ⅰ 中国語（初級）Ⅱ 中国語（中級）Ａ 中国語（中級）Ｂ

情コミ
中国語ＡⅠ
中国語ＢⅠ

中国語ＡⅡ
中国語ＢⅡ

【2020年度以前入学者】
中国語AⅢ
中国語AⅣ
【2021年度以降入学者】
履修不可

【2020年度以前入学者】
中国語BⅢ
中国語BⅣ
【2021年度以降入学者】
履修不可

国日 履修不可 履修不可 履修不可 履修不可

春学期

中国語（1年）

秋学期

中国語（２年）

春学期 秋学期
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法学部所属学生の履修について 

 

１ 外国語科目の履修について【１年生】 

  スポーツ特別入試での入学者を対象に、「スポーツ語学」が設置されています。 

  英語、選択外国語でそれぞれ指定されている 2 クラスのうち、1 クラスをスポーツ語学に 

変更することができます。 

 英語  選択外国語  

 Ｅｎｇｌｉｓｈ ＡⅠ・Ⅱ 
＋ 

初級●●語ＡⅠ・Ⅱ  

 Ｅｎｇｌｉｓｈ ＢⅠ・Ⅱ 初級●●語ＢⅠ・Ⅱ  

 Ａ・Ｂどちらか一方を  Ａ・Ｂどちらか一方を  

 スポーツ語学に変更可能。  スポーツ語学に変更可能。  

   Ⅰ：春学期、Ⅱ：秋学期  

 ■初回授業までの流れ（法学部履修ルール） 

 （１） ガイダンスで配付した時間割表から、自分のクラス指定科目を見つける。 

     対象科目：Ｅｎｇｌｉｓｈ ＡⅠ・Ⅱ、Ｅｎｇｌｉｓｈ ＢⅠ・Ⅱ、  

          初級●●語ＡⅠ・Ⅱ、初級●●語ＢⅠ・Ⅱ、  

          法学部生のための日本語Ⅰ・Ⅱ、基礎運動実習Ⅰ・Ⅱ、  

          憲法（人権）Ⅰ・Ⅱ、刑法（総論）Ⅰ・Ⅱ、民法（総則）Ⅰ・Ⅱ、  

          法律リテラシー※春学期のみ 

  

（２） スポーツ語学に変更する科目および履修したいスポーツ語学を選び、事前に 

Forms アンケートにて登録を行う。 

    【注１】 自分で申し込んだ内容（Ａ・Ｂどちらをスポーツ語学に変更するか等）は 

必ずメモしておくこと 

    【注２】 春学期・秋学期（Ⅰ・Ⅱ）セットで同じコマを履修すること 

    【注３】 クラス指定されていない曜日・時限から、履修できるコマを選択すること 

    【注４】 スポーツ語学履修登録後の変更はできないので、十分注意すること 

    【注５】 第一希望にならないこともあるため、必ず抽選結果を確認すること 

 

 （３） Oh-o!Meiji クラスウェブにて、抽選結果を確認する。 

 

２ 外国語科目の履修について【２年生】 

  英語は「Ｅｎｇｌｉｓｈ ＣⅠ･Ⅱ」のみ、選択外国語は「中級●●語」のＡ・Ｂどちらか一方

をスポーツ語学に変更することができます。 

  1 年次配当の外国語科目を修得できなかった場合は、スポーツ語学ではなく法学部再履修科目

を登録してください。スポーツ語学は再履修科目として登録することができません。 
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３ クラス指定科目の変更について【１・２年共通】 

  法学部では、スポーツ特別入試での入学者を対象に、クラス指定科目が部活動の練習等のため

に出席が見込めない曜日・時限に指定されている場合、クラス指定科目の変更を認めています。

Forms アンケートにて、スポーツ語学と併せて申請してください。 

  ※ただし、教室定員等の都合上、抽選が発生する可能性があります。 

スポーツ語学同様、Oh-o!Meiji クラスウェブにて、必ず抽選結果を確認してください。 

 

４ 履修登録結果について【１・２年共通】 

  必ず個人別時間割表（ＰＤＦ）で正しく履修登録できているか確認すること。 

 

その他不明な点があれば、早めに法学部事務室で質問・相談してください！ 

 

【メモ用】自分で申し込んだ内容をメモしておきましょう！ 

時限 月曜 火曜 水曜 木曜 金曜 土曜 

１       

２       

３       

４       

５       

 

以 上  
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商学部所属学生の履修について 

 
英 語  

１ 読み替え科目（※） 基礎英語（１年）Ⅰ・Ⅱ /  基礎英語（２年）Ⅰ・Ⅱ 

２ 履修ルール  

    希望者は１、２年次ともに、２コマ「スポーツ英語」を履修することができます。 

   ３ 特記事項   

 スポーツ英語の代わりに商学部時間割に記載がある『基礎英語Ⅰ・Ⅱ』を、履修する 

こともできます。      

 

ドイツ語  

１ 読み替え科目（※） １年生： 初級ドイツ語Ⅰ・Ⅱ  初級ドイツ語Ⅲ・Ⅳ 

                ２年生： 中級ドイツ語Ⅰ・Ⅱ   中級ドイツ語Ⅲ・Ⅳ 

   ２ 履修ルール 

スポーツドイツ語を２コマとも学部の必修科目として履修することができます。 

履修パターン①：２コマともクラス授業 

履修パターン②：２コマともにスポーツ語学 

※２０１２年度２年生より、２年次も２コマともスポーツドイツ語を履修することができます。 

３ 特記事項    

スポーツドイツ語を履修する場合、２コマともスポーツドイツ語を履修してください。

（クラス授業と組み合わせて履修することはできません。） 

 

中国語   

    １ 読み替え科目（※）１年次配当： 初級中国語Ⅰ・Ⅱ / 初級中国語Ⅲ・Ⅳ 

               ２年次配当： 中級中国語Ⅰ・Ⅱ / 中級中国語Ⅲ・Ⅳ   

    ２ 履修ルール 

スポーツ中国語を２コマとも学部の必修科目として履修することができます。 

（ただし再履修は不可） 

履修パターン①：２コマともクラス授業    

履修パターン②：２コマともスポーツ中国語 

     ３ 特記事項  

スポーツ中国語を履修する場合、２コマともスポーツ中国語を履修してください。 

（クラス授業と組み合わせて履修することはできません。） 

 

その他の注意事項    

１ 商学部のフランス語履修者はスポーツ語学を履修できません。 

２ すべての科目において、再履修として、スポーツ語学を履修することはできません。 

（学部設置の再履修クラスを履修してください。） 

ただし、２年次原級生については、２年次配当のスポーツ語学を履修することができます。 

以 上   

************************************************************************************* 

※読み替え科目：スポーツ語学を履修した場合、時間割や成績通知表に表示される科目名 
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政治経済学部スポーツ語学履修ルール 
科目読替え 英語 中国語 ドイツ語 フランス語 スペイン語

スポーツ語学科目名 英語（１年）/（１・２年） 中国語（１年） ドイツ語（１年）

政治経済学部科目名 英語Ⅰ 中国語Ⅰ・Ⅱ ドイツ語Ⅰ・Ⅱ

スポーツ語学科目名 英語（２年）/（１・２年） 中国語（２年） ドイツ語（２年） フランス語（２年）

政治経済学部科目名 英語Ⅰ 中国語Ⅲ ドイツ語Ⅲ フランス語Ⅲ

スポーツ語学科目名 英語（３・４年）

政治経済学部科目名 英語Ⅰ

スポーツ語学科目名 英語（３・４年）

政治経済学部科目名 英語Ⅰ

設置なし

設置なし

設置なし

１年生

２年生

３年生

４年生

設置なし

履修できません

設置なし

設置なし設置なし
   

 

 【英語】 

履修ルール 

在学中（１～４年）６単位、年間２単位まで修得可能 

☆１年生はクラス指定英語週２コマ＋スポーツ英語週１コマの履修が可能 

☆３・４年生の和泉キャンパス設置授業の履修は不可 

☆スポーツ英語の週２コマ以上の履修は不可 

【中国語】  

   履修ルール 

中国語（１年）は在学中各１単位（春学期・秋学期）まで履修可能 

中国語（２年）は在学中２単位まで修得可能 

☆１年生はクラス指定中国語週１コマ＋スポーツ中国語週１コマの履修が可能 

 （クラス指定中国語週２コマ＋スポーツ中国語の履修は不可） 

☆３・４年生の和泉キャンパス設置授業の履修は不可 

☆スポーツ中国語の週２コマ以上の履修は不可 

【ドイツ語】 

履修ルール 

ドイツ語（１年）は在学中各１単位（春学期・秋学期）まで履修可能 

ドイツ語（２年）は在学中２単位まで修得可能 

☆１年生はクラス指定ドイツ語週１コマ＋スポーツドイツ語週１コマの履修が可能 

 （クラス指定ドイツ語週２コマ＋スポーツドイツ語の履修は不可） 

☆３・４年生の和泉キャンパス設置授業の履修は不可 

☆スポーツドイツ語の週２コマ以上の履修は不可 

【フランス語】 

履修ルール 

フランス語（１年）は履修できません。 

フランス語（２年）は在学中２単位まで修得可能 

☆３・４年生の和泉キャンパス設置授業の履修は不可 

☆スポーツフランス語の週２コマ以上の履修は不可 

【スペイン語】 

    スポーツスペイン語の設置はありません。 

  

 

その他不明な点は、政治経済学部事務室にお問い合わせください。 
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文学部１年生 

スポーツ語学の履修について 

 

１ はじめに 

文学部では、所属している専攻と選択している語学の種類によって、スポーツ語学を履修できる単位数が異なります。 

 

２ スポーツ語学の選び方【英語】 

  １年次英語の必要単位数は（２コマ／４単位）です。スポーツ語学は（１コマ／２単位）まで履修することができ、残り（１

コマ／２単位）はクラス指定英語を履修することになります。 

  ※必ず春・秋学期を同じ先生、曜日時限で履修することになります。 

 

★ 英語の科目振替について 

  スポーツ語学は「English Paragraph Writing A・B」に振り替えられます。 

残り１コマはクラス指定英語の「English Communication Skills A・B」を履修することになります。 

※西浦先生のスポーツ英語（木 1 限）のみ「English Communication Skills A・B」に振り替えられます。 

 

３ スポーツ語学の選び方【英語以外の未習外国語】 

  フランス語（※）、ドイツ語（※）、中国語は必要単位数（２コマ／４単位）全てスポーツ語学を履修することができます。 

  ※必ず春・秋学期を同じ先生、曜日時限で履修することになります。 

  ※フランス文学専攻の学生はスポーツ語学（フランス語）を、ドイツ文学専攻の学生はスポーツ語学（ドイツ語）を履修する

ことはできません。通常のクラス指定コマを履修することになります。 

 

★ １コマのみの履修について（１年生） 

  １コマのみスポーツ語学を履修する場合、スポーツ語学は「ⅠA・B」として登録され、クラス指定コマは「ⅡA・B」と登録さ

れます。「ⅠA・B」をクラス指定コマで履修希望の場合、事前に文学部事務室（和泉）までご相談ください。 
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文学部２・3・4年生 

スポーツ語学の履修について 

 

１ スポーツ語学の選び方【英語】 

  【文学科・心理社会学科】 

２年次英語の必要単位数は（２コマ／４単位）です。スポーツ語学は（１コマ／２単位）まで履修することができ、残り（１

コマ／２単位）はクラス指定英語を履修することになります。 

【史学地理学科】 

２年次英語の必要単位数は（１コマ／２単位）です。スポーツ語学だけで必要単位数を満たします。 

  ※必ず春・秋学期を同じ先生、曜日時限で履修することになります。 

 

★ 英語の科目振替について 

  スポーツ語学は「English Academic Reading A・B」に振り替えられます。 

残り１コマはクラス指定英語の「English Academic Writing A・B」を履修してください。 

※西浦先生のスポーツ英語（木２限）のみ「English Academic Writing A・B」に振り替えられます。 

（史学地理学科の学生は履修することができません） 

 

２ スポーツ語学の選び方【英語以外の未習外国語】 

  フランス語（※）、ドイツ語（※）、中国語は必要単位数（文学科・心理社会学科：２コマ／４単位）（史学地理学科：１コマ／

２単位）全てスポーツ語学を履修することができます。 

  ※必ず春・秋学期を同じ先生、曜日時限で履修することになります。 

  ※フランス文学専攻の学生はスポーツ語学（フランス語）を、ドイツ文学専攻の学生はスポーツ語学（ドイツ語）を履修する

ことはできません。通常のクラス指定コマを履修することになります。 

 

★ １コマのみの履修について（２年生※史学地理学科を除く） 

  １コマのみスポーツ語学を履修する場合、スポーツ語学は「ⅢA・B」として登録され、クラス指定コマは「ⅣA・B」と登録さ

れます。「ⅢA・B」をクラス指定コマで履修希望の場合、事前に文学部事務室（和泉）までご相談ください。 

 

３ スポーツ語学の再履修について 

● 英語（１・２年生） 

前年度にスポーツ語学（英語１・２年生）を習得していな学生のみ履修可能です。振替については１・２ページをご確認くだ

さい。 

● 英語以外の未習外国語（１・２年生） 

特に指定はありません。 

※スポーツ語学は各クラス履修者数に制限があり、新規履修の方が優先されます。原則クラス語学の再履修クラスを履修して

ください。 
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 理工学部所属学生の履修について  

 

スポーツ特別入試入学者対象の英語・ドイツ語・フランス語・中国語を履修する場合、配当学

年と開講期に従い、次のとおり理工学部設置の語学科目に振替えて履修することができる。 

 

（１）英 語  

（配当学年：１年） 

春学期 英語コミュニケーション１ 秋学期 英語コミュニケーション２ 

（配当学年：２年） 

春学期 英語コミュニケーション３ 秋学期 英語コミュニケーション４ 

（配当学年：１・２年） 

春学期 英語コミュニケーション１または３ 

秋学期 英語コミュニケーション２または４ 

 

≪履修上の注意≫ 

１年生が（配当学年：１・２年）の科目を履修する場合、春学期設置科目を履修する場合

は英語コミュニケーション１、秋学期設置科目を履修する場合は英語コミュニケーション２

への振替えのみ可能とする。 

また、既に（配当学年：１・２年）科目の単位を修得している場合、修得している科目と

科目名・開講期・教員名が同一の科目は、再度履修することを認めない。 

 

 

（２）ドイツ語・フランス語・中国語 

（配当学年：１年） 

春学期 ドイツ語１ａまたは１ｂ／フランス語１ａまたは１ｂ／中国語１ａまたは１ｂ 

秋学期 ドイツ語２ａまたは２ｂ／フランス語２ａまたは２ｂ／中国語２ａまたは２ｂ 

（配当学年：２年） 

春学期 ドイツ語３／フランス語３／中国語３ 

秋学期 ドイツ語４／フランス語４／中国語４ 

 

≪履修上の注意≫ 

春学期・秋学期それぞれに設置されている（配当学年：１年）のドイツ語、フランス語、

中国語を春学期・秋学期ともに履修する場合、理工学部設置科目への振替えは、≪１ａ・２

ａ≫または≪１ｂ・２ｂ≫どちらか一方の組合せでしか振替えられないこととする。振替え

をしなかった方の科目については、スポーツ入学者用以外の理工学部設置科目を履修しなけ

ればならない。 
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農学部の履修について 

 

１ 履修可能な科目 

２０１２年度以降のスポーツ入学者は、スポーツ入学者対象語学科目の英語および第二外国語を

履修することができます。 

また、農学部開設科目を履修することもできます。農学部開設の外国語科目の必修科目および選

択必修科目の詳細は次のとおりです（農学部便覧およびシラバスを必ず確認してください）。 

① 英語科目 

＜２０１２～２０１６年度、２０１７年度以降入学者共通＞ 

必修科目４科目４単位（１年次必修：英語Ⅰａ・Ⅰｂ、２年次必修：英語Ⅱａ・Ⅱｂ） 

＜２０１７年度以降入学者＞ 

選択必修科目４単位（英語Ⅲ・科学英語・英語コミュニケーション） 

＜２０１２～２０１６年度入学者＞ 

選択必修科目２単位（英語Ⅲ・科学英語・英語コミュニケーション） 

② 第二外国語科目 

必修科目４科目４単位（１年次必修：第二外国語Ⅰａ・Ⅰｂ、第二外国語Ⅱａ・Ⅱｂ） 

２ 振替対象科目 

農学部のスポーツ入学生は、「スポーツ入学者対象語学科目」を履修し、農学部開設科目に振り替

えることができます。詳細は次のとおりです。 

開講期 農学部語学科目＜振替先＞

春 英語Ⅰa（必修）

秋 英語Ⅰb（必修）

春 英語Ⅲ（選択必修）

秋 英語Ⅲ（選択必修）

春 英語Ⅱa（必修）

秋 英語Ⅱb（必修）

春 第二外国語Ⅰa，Ⅱa（必修）

秋 第二外国語Ⅰb，Ⅱb（必修）

春 第二外国語Ⅲ（自由選択）

秋 第二外国語Ⅲ（自由選択）

第二外国語
※スペイン語は除く

配当学年１年

配当学年２年

スポーツ入学者対象語学科目

英語

配当学年1年

配当学年1・２年

配当学年２年

  ※英語科目 

上記一覧の中から必修科目４科目４単位を、選択必修科目は無制限に選択することができます 

第二外国語科目 

上記一覧の中から必修科目４科目４単位を、選択必修科目は無制限に選択することができます 

３ 履修上の注意 

・ 指定される配当学年に注意してください。配当学年が「２年」と指定されている科目は、１年

生は登録することができません。 

・ スポーツ入学者対象語学科目を履修する場合、農学部事務室の体育会ガイダンスに出席の上、

所定の履修手続きを行ってください。 

・ 秋学期での追加・削除は認めません。事前に計画を立てて登録してください。 
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経営学部所属学生の履修について 

 

 １ 必修外国語の履修について 

（１）「英語」を週２クラス、初習外国語（ドイツ語、フランス語、中国語）を週２クラス履修します。 

（２）週２クラスのうち、１クラスは「スポーツ入学者対象語学クラス」（経営学部では「Ｖクラス」

と呼んでいます）を履修し、もう１つのクラスは、「経営学部設置クラス」を履修します。 

  

２ 英語の履修について 

（１）経営学部生には「スポーツ入学者対象語学クラス」として、以下のクラスを勧めます。 

春学期、秋学期履修してください。 

１年生 奥井 裕先生、２年生 松野 亜希子先生 

 

（２）「経営学部設置クラス」について 

①１年生 経営学部設置クラス１クラス（Ｅ１、Ｅ２どちらでも可）とスポーツ入学者対象語学ク 

ラス（Ｖクラス）１クラスを履修登録してください。 

②２年生 「経営学部設置クラス」の履修希望者は、定められた期間内に春学期・秋学期それぞれ 

半期単位で選択しＷＥＢ上で申し込んでください。 

１科目（１単位）から履修登録可能ですが、半期２科目（２単位）が上限となります。 

スポーツ入学者対象語学クラス（Ｖクラス）を履修する場合は、経営学部設置クラスを春学期・ 

秋学期各１クラスのみ履修登録してください。 

 

（３）注意事項（２年生以上） 

英語の「スポーツ入学者対象語学クラス」を再履修することはできません。 

 

３ ドイツ語・フランス語・中国語の履修について 

（１）経営学部生には「スポーツ入学者対象語学クラス」として、以下のクラスを勧めます。 

春学期・秋学期履修してください。 

     ドイツ語 松島 渉先生、フランス語 中村 美緒先生、中国語 渡辺 済民先生 

 

（２）「経営学部設置クラス」について 

①１年生 経営学部設置の指定クラスを１クラスとスポーツ入学者対象語学クラス（Ｖクラス）１

クラスを履修登録します。（指定クラスは２クラスのうち１クラスを自分で選択すること） 

②２年生 「指定クラス」または「選択クラス」のいずれか１クラスとスポーツ入学者対象語学ク 

ラス（Ｖクラス）１クラスを履修登録します。 

※「指定クラス」を履修する場合は、自分のクラスを履修登録してください。 

※「選択クラス」を履修する場合は、学部で定める選択クラスの履修手続を行ってください。 

 

（３）注意事項（２年生以上） 

ドイツ語・フランス語・中国語の「スポーツ入学者対象語学クラス」の再履修は可能です。 

以 上 
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情報コミュニケーション学部所属学生の履修について 

履修方法について 

 ・クラス指定の科目のため 1，2年生ともに履修登録は不要です。 

  クラス指定科目の発表は，Oh-o! Meijiのクラスウェブにて行いますので，必ず確

認をしてください。（発表日時は履修ガイダンス資料でご確認ください。） 

 ・再履修が必要な学生については，学部事務室から別途ご連絡します。 

 ・選択必修外国語の２年生科目の履修を希望する場合には別途事務室に申し出てくだ 

さい。 

英語科目について 

 ・１年次４単位，２年次２単位，計６単位を履修します。 

 選択必修外国語について 

  ・１年次４単位を履修します。 

・選択必修外国語は，段階履修制度を導入しています。 

例として，AⅠを修得できない場合，AⅡは履修できません。 

 振替科目一覧 

  ・スポーツ語学科目を履修した場合，以下の学部科目名に振り替えます。 

  ・時間割や成績通知表には，学部科目名が記載されます。 

語学種別 履修年次 開講期 
スポーツ語学科目 

配当年次 

情コミ学部 

振替科目名 

英語 

１ 

春 
１年次 English SkillsＡⅠ（基礎） 

１年次または１・２年次 English SkillsＢⅠ（基礎） 

秋 
１年次 English SkillsＡⅡ（基礎） 

１年次または１・２年次 English SkillsＢⅡ（基礎） 

２ 
春 ２年次または１・２年次 Critical Reading 

秋 ２年次または１・２年次 Critical Discussion 

選択必修 

外国語 

１ 

春 
１年次 ○○語ＡⅠ 

１年次 ○○語ＢⅠ 

秋 
１年次 ○○語ＡⅡ 

１年次 ○○語ＢⅡ 

２ 
春 ２年次 ○○語ＡⅢ・ＡⅣ※ 

秋 ２年次 ○○語ＢⅢ・ＢⅣ※ 

※２０２１年度以降入学者は履修不可。 

  

不明な点がある場合は，情報コミュニケーション学部事務室に申し出てください。 

 

以 上 
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 国際日本学部の履修について  

 

１ 国際日本学部スポーツ語学履修ルール 

 国際日本学部のスポーツ入学者は，英語のみスポーツ語学を履修することができ，国際日本学部の

英語必修科目 22単位のうち，1年次 2年次各 8単位(4科目)までスポーツ語学に替えることができま

す。 

 

２ 履修可能なスポーツ語学科目 

以下の条件を満たす英語の科目を履修することができます。 

・自分の必修科目と重複しない科目 

・通年で履修することができる科目（春・秋学期同じ先生，曜日科目をセットで選ぶこと） 

・配当年次が自分の学年と合っている科目 

・中野キャンパス以外で実施する場合，キャンパス移動時間が十分に確保できる科目 

 （2 限と 3 限以外は 1 時限空けること） 

 

履修可能単位数 

  1 年次：春・秋学期あわせて 8 単位（通年 4 科目）まで 

2 年次：春・秋学期あわせて 8 単位（通年 4 科目）まで 

 

３ 振替対象となる国際日本学部英語必修科目 

履修したスポーツ語学科目を以下の国際日本学部必修英語科目として登録することができます。 

I とⅡはセットで選択してください。 

 

1 年生 

・English (Speaking)Ⅰ  ・English (Speaking)Ⅱ 

・English (Listening)Ⅰ  ・English (Listening)Ⅱ 

・English (Reading & Writing)Ⅰ ・English (Reading & Writing)Ⅱ 

（各 2 単位）          

2 年生 

・Advanced Reading & WritingⅠ ・Advanced Reading & WritingⅡ 

・Research Paper Writing     ・Speech & Presentation 

（各 2 単位） 

 

４ 履修登録方法 

 ① スポーツ入学者ガイダンスにて履修登録希望用紙を提出する。 

 ② 抽選結果をメールまたは Oh-o! Meiji で確認する。（→当選した場合は手続き終了） 

 ③ 落選した場合は事務室にて二次申し込みをする。 

 ④ 抽選結果を Oh-o! Meiji で確認する。（→当選した場合は手続き終了） 

 ⑤ 落選した場合は事務室にて三次申し込みをする。 

 ⑥ 抽選結果を Oh-o! Meiji で確認する。 
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Oh-o!Meijiアンケート機能使用方法 
注 意  電話での問合せには一切応じませんので，本シラバスとガイダンス時に配布される資料を 

熟読の上，手続きを行ってください。 

なお，締め切り日は回線が非常に混み合うことが予想されますので，余裕をもって申請する

ことをお勧めします。 

 

「申請に必要なもの」を事前に準備しましょう  

 

 ① 学生番号と共通認証パスワード 

   ・学生番号は，学生証に記載されている 10桁の数字です。 

   ・共通認証パスワードは，自動証明書発行機や WEB履修登録で利用しているパスワードです。 

   ・新入生のパスワードは，入学手続き時に英文字と数字で指定した情報が設定されています。 

    英文字は，大文字・小文字が区別されますので，注意してください。 

   ・2年生以上のパスワードは，2022年度利用していたものと同じです。 

   ・パスワードを忘れた，あるいは，何度試してもうまくログインできない場合は，所属学部窓口で 

    再発行の手続きをしてください。 

 

 ② インターネット利用可能なパソコンもしくは携帯電話 

   ・大学設置のパソコン 

・その他インターネットが利用できるパソコン（自宅等），もしくは携帯電話 

 ＜対応ブラウザ＞ 

・Internet Explorer 8以上 

・Firefox 3.6以上 

・Safari 5.0以上 

  ※上記ブラウザの設定が「JavaScript設定：有効、Cookie：有効」となっていること 

   ※大学のパソコン設置施設は混み合うことが予想されます。また，開室時間・台数が限られていますの

で，時間に余裕を持って，期限に遅れないよう登録を行ってください。 

 

 ③ 履修を希望する授業 

    本シラバスを熟読し，希望授業をあらかじめ決めた上で申請しましょう。 
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1. ログイン 

  

1.1. Oh-o! Meiji システム への接続 

  
Web ブラウザを起動し、アドレス欄に以下の URLを入力し接続してください。 

https://oh-o2.meiji.ac.jp/ 
 

＜対応ブラウザ＞ 

・Internet Explorer 8以上 

・Firefox 3.6以上 

・Safari 5.0以上 

 ※上記ブラウザの設定が「JavaScript設定：有効、Cookie：有効」となっていること 

 

1.2. ログイン前 TOP 画面 

 
[ログインする]をクリックします。 
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1.3. 共通認証 ログイン 

 
Oh-o! Meijiシステムに、ログインするための認証画面となります。 

 

 
 
大学から発行された共通認証システムアカウント①「学生番号（10ケタ）」と②「パスワード」を入力して、[sign in]ボタン

をクリックしてください。 

上記認証をクリアすると Oh-o! Meijiシステム TOP画面に遷移します。 

 

 1 

2 
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2. HOME 画面（ポータル） 

 
ログイン直後、もしくは HOME タブを選択した場合のポータル画面となります。 

 

   

 

2.1. アンケート 
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2.1. アンケート 

 
自分宛てのアンケートが表示されます。 

また、アンケートの回答結果も表示されます。 

 
2.1.1. アンケート 表示画面について 

 

 
 

 

[結果公開中]のアイコンが表示されているアンケート

は、アンケートの結果の確認が可能です。 

 
アンケート名を選択すると、アンケートの回答画面へ 

遷移します。 
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2.1.2. アンケート回答 について 

 
①アンケートの設問に沿って回答します。 

 
 
② [確認画面に進む]ボタンをクリックします。 

登録内容確認画面が表示されます。 

 

③ 表示内容に問題がなければ、[登録する]ボタンをクリックします。 

「登録が完了しました。」のメッセージが表示されれば完了です。 

 

 

アンケートの情報を確認可能です。 

 
① 回答期間：回答可能な期間を表します。 

② 回答の修正：“可”のものは回答期間中、回答を修正

できます。 
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2023年度スポーツ語学一覧表

語種
開講

キャンパス
設置学部 科目及び対象学年 曜日 時限 専任・兼任 担当者 定員 教室

和泉 法 英語（１年） 春 秋 金 5 兼任 安　田　　努 40 L1

和泉 文 英語（１年） 春 秋 火 3 兼任 関　修 40 M514

和泉 文 英語（１年） 春 秋 木 1 兼任 西　浦　　徹 40 405

生田 理工 英語（１年） 春 秋 火 3 専任 倉　石　信　乃 なし 0608

和泉 経営 英語（１年） 春 秋 水 2 兼任 奥　井　　裕　 30 411

和泉 情コミュ 英語（１年） 春 秋 火 2 兼任 高　坂　映　子 30 M707

和泉 商 英語（１・２年） 春 秋 水 1 兼任 田　中　茂　彦 40 M406

和泉 商 英語（１・２年） 春 秋 金 2 専任 瀧　口　美　香 40 M702

和泉 政経 英語（１・２年） 春 秋 月 2 兼任 井　上　和　哉 40 M408

和泉 政経 英語（１・２年） 春 秋 金 2 兼任 若　月　麻　美 40 M512

和泉 政経 英語（１・２年） 春 秋 金 3 兼任 井　上　和　哉 40 M408

中野 国日 英語（１・２年） 春 秋 木 2 兼任 依　田　里　花 25 204

中野 国日 英語（１・２年） 春 秋 金 2 兼任 津　田　ひろみ 25 414

和泉 法 英語（２年） 春 秋 水 4 兼任 　関　　修 40 402

和泉 文 英語（２年） 春 秋 火 2 兼任 秋　山　義　典 40 L2

和泉 文 英語（２年） 春 秋 木 2 兼任 西　浦　　徹 40 405

生田 理工 英語（２年） 春 秋 木 3 専任 倉　石　信　乃 なし 0608

和泉 経営 英語（２年） 春 秋 金 2 兼任 松　野　亜希子 35 M714

和泉 政経 ドイツ語（１年） 春 秋 火 2 兼任 石　原　竹　彦 40 M509

和泉 文 ドイツ語（１年） 春 秋 月 2 兼任 金子 祥之 40 M710

生田 理工 ドイツ語（１年） 春 秋 金 3 兼任 金　子　祥　之 なし 春0301　秋A206

和泉 経営 ドイツ語（１年） 春 秋 金 1 兼任 松　島　　渉 40 406

和泉 法 ドイツ語（２年） 春 秋 火 4 兼任 飯　沼　隆　一 40 M511

和泉 商 ドイツ語（２年） 春 秋 火 2 兼任 小  松　真　帆 40 LS606

生田 理工 ドイツ語（２年） 春 秋 木 2 専任 水　野　真紀子 なし 春A207　秋A302

和泉 経営 ドイツ語（２年） 春 秋 金 2 兼任 松　島　　渉　 40 406

生田 理工 フランス語（１年） 春 秋 月 3 兼任 小　谷　奈津子 なし 春407　秋406

和泉 経営 フランス語（１年） 春 秋 火 3 兼任 中　村　美　緒 40 M718

和泉 文 フランス語（２年） 春 秋 金 3 兼任 西  村  美  穂 40 504

生田 理工 フランス語（２年） 春 秋 水 3 専任 清岡　智比古 なし 春A305　秋A205

和泉 法 中国語（１年） 春 秋 火 1 兼任 　魯　　大　鳴 40 513

和泉 法 中国語（１年） 春 秋 火 5 兼任   呉  　敏 40 212

和泉 商 中国語（１年） 春 秋 月 3 兼任 羅　奇　祥 40 306

和泉 商 中国語（１年） 春 秋 火 5 兼任 薬　　進太郎 40 506

和泉 政経 中国語（１年） 春 秋 火 1 兼任 石　井　　理 40 M404

生田 農 中国語（１年） 春 秋 金 3 兼任 　陳　　英　招 なし 122

和泉 経営 中国語（１年） 春 秋 月 4 兼任 渡　辺　済　民 40 402

和泉 法 中国語（２年） 春 秋 月 4 兼任 石　田　友　美 40 506

和泉 法 中国語（２年） 春 秋 木 5 兼任 波多野　眞　矢 40 404

和泉 商 中国語（２年） 春 秋 木 1 専任 三　田　剛　史 40 401

和泉 商 中国語（２年） 春 秋 月 1 兼任 本 田　親 史 40 M517

和泉 政経 中国語（２年） 春 秋 火 2 兼任 石　井　　理 40 M404

生田 理工 中国語（２年） 春 秋 金 2 専任 清　水　則　夫 なし 0501

和泉 経営 中国語（２年） 春 秋 月 5 兼任 渡　辺　済　民 40 402

26

開講期

英語

ドイツ語

フランス語

中国語

 



  2023年度スポーツ語学時間割

科目 教室 担当者 科目 教室 担当者 科   目 教室 担当者 科目 教室 担当者 科目 教室 担当者

中国語（２年） M517 本 田　親 史 英語（１・２年） M408 井　上　和　哉 【生田】フランス語（１年）
春407
秋406

小谷　奈津子 中国語（１年） 402 渡　辺　済　民 中国語（２年） 402 渡　辺　済　民

ドイツ語（１年） M710 金子 祥之 中国語（１年） 306 羅　奇　祥 中国語（２年） 506 石　田　友　美

中国語（１年） 513 　魯　　大　鳴 英語（１年） M707 高　坂　映　子 英語（１年） M514 関　修 ドイツ語（２年） M511 飯　沼　隆　一 中国語（１年） 212   呉  　敏

中国語（１年） M404 石　井　　理 英語（２年） L2 秋　山　義　典 【生田】英語（１年） 0608 倉　石　信　乃 中国語（１年） 506 薬　　進太郎

ドイツ語（１年） M509 石　原　竹　彦 フランス語（１年） M718 中　村　美　緒

ドイツ語（２年） LS606 小  松　真　帆

中国語（２年） M404 石　井　　理

英語（１・２年） M406 田　中　茂　彦 英語（１年） 411 奥　井　　裕　 【生田】フランス語（２年）
春A305
秋A205

清岡　智比古 英語（２年） 402 　関　　修

英語（１年） 405 西　浦　　徹 【中野】英語（１・２年） 204 依　田　里　花 【生田】英語（２年） 0608 倉　石　信　乃 中国語（２年） 404 波多野　眞　矢

中国語（２年） 401 三　田　剛　史 英語（２年） 405 西　浦　　徹

【生田】ドイツ語（２年）
春A207
秋A302

水野　真紀子

ドイツ語（１年） 406 松　島　　渉 英語（１・２年） M702 瀧　口　美　香 英語（１・２年） M408 井　上　和　哉 英語（１年） L1 安　田　　努

英語（１・２年） M512 若　月　麻　美 【生田】ドイツ語（１年）
春0301
秋A206

金　子　祥　之

【中野】英語（１・２年） 414 津　田　ひろみ フランス語（２年） 504 西  村  美  穂

英語（２年） M714 松　野　亜希子 【生田】中国語（１年） 122 　陳　　英　招

ドイツ語（２年） 406 松　島　　渉　

【生田】中国語（２年） 0501 清　水　則　夫

※ 【生田】・・・生田開講科目 【中野】・・・中野開講科目 その他は和泉開講科目

金

5　限1限 2　限

月

木

水

火

3　限 4　限
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２０２３年度スポーツ特別入試入学者対象語学科目シラバス（英語） 

英語 

開講地区 曜日時限 定 員 単 位 配当学年 担当教員名 主催学部 

和泉 金曜日５限 40名 
春学期：１単位 

秋学期：１単位 
１年 安田 努 法学部 

 

春学期 秋学期 

１．授業の概要・到達目標 

 スポーツをやっている以上，海外遠征などで英語を使わなければな

らない機会もあるだろう。そのための準備として，この授業では海外

で使える英会話表現を学ぶ。本年度は最新のテキスト使用しながら，

税関の通過の仕方や機内や街中で使える簡単な表現をできるだけ身に

つけ，理解していく。覚えるべき英文は短く，単語自体も平易である

ので受け入れやすい。ネイティブの英語に慣れるために映画を二回程

度は鑑賞する。また，各授業の最後に小テストを実施する。 

 

２．授業内容 

第１回：イントロダクション 

第２回：Traveling on Airlines 

第３回：Going through immigration 

第４回：Meeting a Host Family 

第５回：Ordering in Fast-food Restaurants 

第６回：Shopping 

第７回：Buying Gifts in Department Stores 

第８回：Paying with Traveler's Checks 

第９回：映画鑑賞 

第10回：Choosing a Hotel 

第11回：Making Hotel Reservations 

第12回：Making Friends Abroad 

第13回：Cooking Together 

第14回：a．試験 b．試験の解説 

＊授業内容は必要に応じて変更することがあります。 

 

３．履修上の注意 

 すべての説明を初回の授業で説明するので，履修希望者は教科書を

必ず持参して出席すること。 

 

４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 次回の授業範囲について事前に教科書等で調べておくこと。 

 

５．教科書 

 『Enjoy Your Trip』（センゲージ・ラーニング） 

 

６．参考書 

 特になし 

 

７．課題に対するフィードバックの方法 

毎回の課題については最終授業でまとめて返却する。また、テストの

模範解答や点数に関してはOh-meiji上で各学生に教える。 

 

８．成績評価の方法 

 テスト（90％）と平常点（10％）で総合的に評価する。 

１．授業の概要・到達目標 

 スポーツをやっている以上，海外遠征などで英語を使わなければなら

ない機会もあるだろう。そのための準備として，この授業では海外で使

える英会話表現を学ぶ。機内や街中で使える簡単な表現をできるだけ身

につるために，DVD 教材を使用してビジュアル的に理解していく。覚え

るべき英文は短く，単語自体も平易であるので覚えやすい。また，生き

た英語に慣れるため，授業時間を利用して映画も鑑賞する。 

 

２．授業内容 

第１回：イントロダクション 

第２回：It's So Nice to Meet You! 

第３回：Is He a Popular Professor 

第４回：He Showed Me a Way 

第５回：For Here or To Go 

第６回：She is So Beautiful 

第７回：Catching a Cab 

第８回：映画鑑賞 

第９回：How Romantic! 

第10回：I'm Not Feeling Well 

第11回：Tickets for a Yankees Game 

第12回：What's on the Shopping List? 

第13回：MoMa Is Fun! 

第14回：a．試験   b．試験の解説  

＊授業内容は必要に応じて変更することがあります。 

 

３．履修上の注意 

 すべての説明は初回の授業で行うので，履修希望者は教科書を必ず持

参して出席すること。 

 

４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 次回の授業範囲について事前に教科書等で調べておくこと。 

 

５．教科書 

 『Hello New York』（金星堂） 

 

６．参考書 

 なし 

 

７．課題に対するフィードバックの方法 

毎回の課題については最終授業でまとめて返却する。また、テストの模

範解答や点数に関してはOh-meiji上で各学生に教える。 

 

８．成績評価の方法 

 テスト（90％）と平常点（10％）で総合的に評価する。 

 



 

                             

 

 

 

９．その他 

 なし 

９．その他 

 なし 



 

                             

 

 

２０２３年度スポーツ特別入試入学者対象語学科目シラバス（英語） 

英語 

開講地区 曜日時限 定 員 単 位 配当学年 担当教員名 主催学部 

和泉 水曜日４限 40名 
春学期：１単位 

秋学期：１単位 
２年 関 修 法学部 

 

春学期 秋学期 

１．授業の概要・到達目標 

【授業の概要】 

 学生間のレヴェルの違いが大きいことが予想される。 

 そこで，文法の基礎を再度見直す授業とする。 

 ルールがわからなければ「言語ゲーム」をプレーすることは出来な

いから。 

【授業の到達目標】 

（1）辞書を引いて，英文が読めるようになること。 

（2）英文法の基礎を身につけること。 

（3）英語と第二外国語の関係性の基本的理解 

 

２．授業内容 

第１回：イントロダクション：英文法を学ぶ意義 

第２回：教科書に取り組む前に基本的な事項の確認 

第３回：第一課，第一回 

第４回：第一課，第二回 

第５回：第二課，第一回 

第６回：第二課，第二回 

第７回：第三課，第一回 

第８回：第三課，第二回 

第９回：第四課，第一回 

第10回：第四課，第二回 

第11回：第五課，第一回 

第12回：第五課，第二回 

第13回：ここまでのまとめ，質疑応答 

第14回：a：テストへのサジェッション，b：試験 

 

＊授業内容は必要に応じて変更することがあります。 

 

３．履修上の注意 

 語学の授業である限り，セメスター中，５回以上欠席した場合，原

則，不合格とします。また，出席を授業最初に取ります。従って，欠

席・遅刻は減点対象になります。 

 予習することが望ましいが，それが無理であれば，辞書を持参して，

その場でやること。 

 

４．準備学習（予習・復習等）の内容 

【準備学習の内容】 

 原則，二回に一課進むので予習しておくことが望ましい。 

 その際，辞書を活用すること。 

【復習すべき内容】 

 その回勉強した文法が正確に理解できていたか，再度チェックする。 

 

５．教科書 

de Soete、『民主主義の歩みと現代国家』、成美堂 

１．授業の概要・到達目標 

【授業の概要】 

 学生間のレヴェルの違いが大きいことが予想される。 

 そこで，文法の基礎を再度見直す授業とする。 

 ルールがわからなければ「言語ゲーム」をプレーすることは出来ない

から。 

【授業の到達目標】 

（1）辞書を引いて，英文が読めるようになること。 

（2）英文法の基礎を身につけること。 

（3）英語と第二外国語の関係性の基本的理解 

 

２．授業内容 

第１回：イントロダクション：第二外国語と英語の関係 

第２回：第六課 第一回： 

第３回：第六課 第二回 

第４回：第七課 第一回 

第５回：第七課 第二回 

第６回：第八課 第一回 

第７回：第八課 第二回 

第８回：第九課 第一回 

第９回：第九課，第二回 

第10回：第十課 第一回 

第11回：第十課，第二回 

第12回：ここまでのまとめ，質疑応答 

第13回：一年のまとめ 

第14回：a：テストへのサジェッション，b：試験 

 

＊授業内容は必要に応じて変更することがあります。 

 

３．履修上の注意 

 語学の授業である限り，セメスター中，５回以上欠席した場合，原則，

不合格とします。また，出席を授業最初に取ります。従って，欠席・遅刻

は減点対象になります。 

 予習してくることが望ましいが，それが無理なら，辞書を持参して，

その場でやること。 

 

４．準備学習（予習・復習等）の内容 

【準備学習の内容】 

 原則，二回に一課進むので予習しておくことが望ましい。 

 その際，辞書を活用すること。 

【復習すべき内容】 

 その回勉強した文法が正確に理解できていたか，再度チェックする。 

 

５．教科書 

de Soete、『民主主義の歩みと現代国家』、成美堂 



 

                             

 

 

 

６．参考書 

特に定めない。 

 

７．課題に対するフィードバックの方法 

Oh-o! Meiji を通じて配信するため、確認すること。 

 

８．成績評価の方法 

 定期試験50％，平常点50％（授業への参加度） 

オンライン授業の場合は比率を変更する可能性があります。 

「シラバスの変更」を参照してください。 

 

９．その他 

 持参するのは電子辞書でもかまいませんが，書籍の英和辞典を活用

しないと，最終的に英文を読むことはできないことになるでしょう。 

 

６．参考書 

特に定めない 

 

７．課題に対するフィードバックの方法 

Oh-o! Meiji を通じて配信するため、確認すること。 

 

８．成績評価の方法 

 定期試験50％，平常点50％（授業への参加度） 

オンライン授業の場合、比率が変わる可能性があります。 

「シラバスの変更」を参照してください。 

 

９．その他 

 持参するのは電子辞書でもかまいませんが，書籍の英和辞典を活用し

ないと，最終的に英文を読むことはできないことになるでしょう。 



 

                             

 

 

２０２３年度スポーツ特別入試入学者対象語学科目シラバス（英語） 

英語 

開講地区 曜日時限 定 員 単 位 配当学年 担当教員名 主催学部 

和泉 水曜日１限 40名 
春学期：１単位 

秋学期：１単位 
１・２年 田中 茂彦 商学部 

 

春学期 秋学期 

１．授業の概要・到達目標 

大切な文法事項やフレーズを含んだダイアローグを正しい発音で音

読・暗唱することによって、基礎的な英語コミュニケーション能力と

英語らしい発音やリズムを身につけることを目指します。 

 

２．授業内容 

第1回 イントロダクション 

第2回から第5回 英語のリズムと文法語の weak forms  

第6回から第8回 リンキングと音の脱落 

第9回から第13回 強調すべき部分と正確なイントネーション  

最終回 まとめ 

 

３．履修上の注意 

授業回数の３分の１以上を欠席した者には、原則として失格になるの

でくれぐれも注意すること。 

 

４．準備学習（予習・復習等）の内容 

毎日くりかえし課題ダイアローグの音読練習を行うようにしてくださ

い 。 

 

５．教科書 

毎回授業内でプリントを配布します。 

 

６．参考書 

必要に応じて授業内で指示します。 

 

７．課題に対するフィードバックの方法 

 

８．成績評価の方法 

毎回行われるダイアローグの暗唱テストの評価と授業への参加度を総

合的に判断して決定します。 

 

９．その他 

１．授業の概要・到達目標 

平易な英語で書かれた文章を講読します。丁寧に和訳し，単語や表現を

覚えることで，読解力の向上を目指します。 

 

２．授業内容 

第1回   第1話 

第2回   第2話 

第3回   第3話 

第4回   第4話 

第5回   第5話 

第6回   第6話 

第7回   第7話 

第8回   第8話 

第9回   第9話 

第10回   第10話 

第11回   第11話 

第12回   第12話 

第13回   第13話 

第14回   a：まとめ，b：試験 

 

３．履修上の注意 

毎回必ず辞書を持参すること（電子辞書でも，紙媒体の辞書でもかまい

ません。ただし，オンラインの辞書の使用は認めません）。 

 

４．準備学習（予習・復習等）の内容 

授業の内容をもとに毎回必ず復習し，和訳を完成させること。 

 

５．教科書 

プリントを配布します。 

 

６．参考書 

なし 

 

７．課題に対するフィードバックの方法 

授業中に行う。 

 

８．成績評価の方法 

学期末試験（50％）と平常点（50％） 

 

９．その他 

欠席は 4 回まで（試合・合宿による欠席は，4 回以内におさめてくださ

い）。遅刻は10分まで。遅刻3回で1回欠席とみなします。辞書を忘れ

た場合は，減点の対象とします。 



 

                             

 

 

２０２３年度スポーツ特別入試入学者対象語学科目シラバス（英語） 

英語 

開講地区 曜日時限 定 員 単 位 配当学年 担当教員名 主催学部 

和泉 金曜日１限 40名 
春学期：１単位 

秋学期：１単位 
１・２年 瀧口 美香 商学部 

 

春学期 秋学期 

１．授業の概要・到達目標 

平易な英語で書かれた文章を講読します。丁寧に和訳し，単語や表現

を覚えることで，読解力の向上を目指します。 

 

２．授業内容 

第1回   第1話 

第2回   第2話 

第3回   第3話 

第4回   第4話 

第5回   第5話 

第6回   第6話 

第7回   第7話 

第8回   第8話 

第9回   第9話 

第10回   第10話 

第11回   第11話 

第12回   第12話 

第13回   第13話 

第14回   a：まとめ，b：試験 

 

３．履修上の注意 

毎回必ず辞書を持参すること（電子辞書でも，紙媒体の辞書でもかま

いません。ただし，オンラインの辞書の使用は認めません）。 

 

４．準備学習（予習・復習等）の内容 

授業の内容をもとに毎回必ず復習し，和訳を完成させること。 

 

５．教科書 

プリントを配布します。 

 

６．参考書 

なし 

 

７．課題に対するフィードバックの方法 

授業中に行う。 

 

８．成績評価の方法 

学期末試験（50％）と平常点（50％） 

 

９．その他 

欠席は4回まで（試合・合宿による欠席は，4回以内におさめてくださ

い）。遅刻は10分まで。遅刻3回で1回欠席とみなします。辞書を忘

れた場合は，減点の対象とします。 

１．授業の概要・到達目標 

大切な文法事項やフレーズを含んだダイアローグを正しい発音で音読・

暗唱することによって、基礎的な英語コミュニケーション能力と英語ら

しい発音やリズムを身につけることを目指します。 

 

２．授業内容 

第1回 イントロダクション 

第2回 that節とその発音方法  

第3回から第4回 to不定詞とその発音方法  

第5回から第6回 文副詞とその発音方法  

第7回から第9回 関係代名詞とその発音方法 

第10回から第13回 仮定法のセンテンスを滑らかに発音する  

最終回 まとめ 

 

３．履修上の注意 

授業回数の３分の１以上を欠席した者には、原則として失格になるので

くれぐれも注意すること。 

 

４．準備学習（予習・復習等）の内容 

毎日くりかえし課題ダイアローグの音読練習を行ってください。 

 

５．教科書 

毎回授業内でプリントを配布します。 

 

６．参考書 

必要に応じて授業内で指示します。 

 

７．課題に対するフィードバックの方法 

 

８．成績評価の方法 

毎回行われるダイアローグの暗唱テストの評価と授業への参加度を総合

的に判断して決定します。 

 

９．その他 



 

                             

 

 

２０２３年度スポーツ特別入試入学者対象語学科目シラバス（英語） 

英語 

開講地区 曜日時限 定 員 単 位 配当学年 担当教員名 主催学部 

和泉 月曜日２限 40名 
春学期：１単位 

秋学期：１単位 
１・２年 井上 和哉 政治経済学部 

 

春学期 秋学期 

１．授業の概要・到達目標 

到達目標 

海外からやってくる友人や旅行客に対し簡単な英語で日本を紹介でき

るようになる。 

CEFRのA2レベルの英語を聴いて理解できるようになる。 

 

概要 

 使用するテキストは日本の世界遺産を舞台にした内容です。歴史的

建造物や歴史上の人物、そして観光地についてのことがたくさん紹介

されています。リスニングを中心に授業は進めていきますので、ぜひ

日本の文化を英語で表現する方法をインプットし、国際試合などで知

り合った友人を日本に招待してみてください。 

 

２．授業内容 

1週につきUnit1つずつ進めてゆくことになります。 

第13週は総復習 

第14週は前期試験となります。 

 

３．履修上の注意 

 

４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 予習よりも復習を重視し，知らなかった語彙表現は必ず覚えるよう

にすること。 

 

５．教科書 

Exploring Japan（日本の世界遺産を巡る） 三修社 

 

６．参考書 

 

７．課題に対するフィードバックの方法 

 

８．成績評価の方法 

定期試験100％。 

ただし5回以上欠席した学生については不可となる。 

 

９．その他 

１．授業の概要・到達目標 

到達目標 

海外旅行に行ったときに自分の意思を伝えることができる。 

CEFRのA2レベルの英語を聴いて理解できるようになる。 

 

概要 

 使用するテキストは海外旅行中に出くわすような場面が多数掲載され

ています。授業はリスニングが中心となります。海外に行く日に備え

て、耳からしっかりとよく使われる英語表現をインプットし、それを使

えるように準備しましょう。 

 

２．授業内容 

1回の授業で1課ずつ進みます。 

第13回目は総復習、第14回目は定期試験となります。 

 

３．履修上の注意 

 

４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 予習よりも復習を重視し，知らなかった語彙表現は必ず覚えるように

すること。 

 

５．教科書 

実用観光英語（改定新版） Travel English at Your Fingertips –

Revised Edition– （成美堂） 

 

６．参考書 

 

７．課題に対するフィードバックの方法 

 

８．成績評価の方法 

定期試験100％。 

ただし5回以上欠席した場合には不可となる。 

 

９．その他 



 

                             

 

 

２０２３年度スポーツ特別入試入学者対象語学科目シラバス（英語） 

英語 

開講地区 曜日時限 定 員 単 位 配当学年 担当教員名 主催学部 

和泉 金曜日２限 40名 
春学期：１単位 

秋学期：１単位 
１・２年 若月 麻美 政治経済学部 

 

春学期 秋学期 

１．授業の概要・到達目標 

この授業では[i]、Olive Green[/i]という英語のサスペンスドラマを

教材とした教科書を使用し、段階的に英語の総合能力の向上を目指す。 

春学期はまず CEFR-A1レベル（初級）から学習する。 

 

授業の到達目標は、ドラマの中で使用されている実際の英語表現を聞

き取り、使用できるようになること、及び、今までに学習してきた文

法事項の確認演習を通して正しい英語を運用できるようになることで

ある。 

 

２．授業内容 

春学期の予定は以下の通り。 

 

第1回: 授業への取り組み（評価の基準、出欠席の数え方など）の説

明、 Chapter 1 Job Offer / be 動詞、人称代名詞など 

第2回: Chapter 2 The Murrays / 指示代名詞、所有格's 

第3回: Chapter 3 Old Berry's Best B&B / 一般動詞現在形、三単現

のs、時の表現 

第4回: Chapter 4 Homemade Soup and Wine / 一般動詞現在形疑問

文、動名詞を用いたコpのみを示す表現 

第5回: Chapter 5 Jogging / There 構文、場所を表す前置詞、冠詞 

第6回: Chapter 6 In the Pub / be動詞の過去形、一般動詞の過去

形、Wh疑問文 

第7回: Chapter 7 Review 1 

第8回: Chapter 8 Thistle Flowers / 過去形疑問文、過去形否定文、

形容詞の比較級と最上級 

第9回: Chapter 9 Making the Plan / 法助動詞 can、移動を示す前

置詞 

第10回: Chapter 10 Shopping for a Dress / 現在進行形 

第11回: Chapter 11 Party Time / will を用いた未来形 

第12回: Chapter 12 It's Time to Steal / 現在完了、規則動詞及び

不規則動詞の過去分詞形、命令文 

第13回：Chapter 13 Run! / 義務・禁止・推薦を表す文 

第14回: まとめと筆記試験 

 

３．履修上の注意 

１）出席は語学の授業にとって非常に大切である。遠征及び大会など

のやむを得ない理由により欠席しなければならない場合は，速やかに

学部指定の方法で連絡をすること。（例：政経学部の場合、部長押印済

みの欠席届を事前に提出する。）期末試験を受験するためには，実施授

業回数の２/３以上の出席をしなければならない。 

 

２）授業の性質上，コミュニカティブであることが重要である。これ

は英語力のみの問題ではなく，授業に臨む態度によって示されるもの

だと理解して欲しい。 

１．授業の概要・到達目標 

秋学期の授業は、春学期中に完結しなかったサスペンスドラマ 

[i]Olive Green[/i] を題材にした学習を踏襲する。 

 

到達目標は、春学期よりもより実生活に則した語彙を聞き取り、運用で

きるようになることである。加えて、文法学習を活かして、より複雑な

内容を英語で発信することができるようになることを目指す。 

 

２．授業内容 

秋学期の授業は以下の予定である。 

 

第1回：春学期までのドラマ[i]Olive Green[/i]の進捗、  

     Unit 1 In the Middle of Nowhere / 動名詞や to不定詞を

用いたUNIT 8 /b/と /v/の音 

第2回: Unit 2 Blackmail / be going to と will を用いた未来の表

現、現在進行形を用いた未来の表現 

第3回: Unit 3 Home Sweet Home / 現在形を用いた習慣的行為やスケ

ジュールを表す表現 

第4回: Unit 4 Negotiations / 法助動詞 may （許可）、could（可能

性）、shall（申し出）  

第5回: Unit 5 Visiting Cloutier / 法助動詞 must（義務）、不定代

名詞 

第6回: Unit 6 At Alfie's Place / 現在完了形と過去形の対比、can 

と could の対比 

第7回: Review 1 

第8回: Unit 7 David in a Trap / 現在進行形の状態動詞、可算名詞

と不可算名詞、How many/much/～？を含む文 

第9回: Unit 8 Confrontation / 過去進行形を含む文、過去進行形と

過去形の両方を含む文 

第10回: Unit 9 Digging a Grave / 受動態 

第11回: Unit 10 Another Confrontation / 副詞、比較を含む文、最

上級 

第12回: Unit 11 Great, Now We're Trapped / 付加疑問文、Wh疑問

文 

第13回: Unit 12 It's Up to You, David / 関係代名詞・関係副詞、

when を含む文 

第14回: まとめと期末試験 

 

３．履修上の注意 

１）出席は語学の授業にとって非常に大切である。遠征及び大会などの

やむを得ない理由により欠席しなければならない場合は，速やかに学部

指定の方法で連絡をすること。（例：政経学部の場合、部長押印済みの欠

席届を事前に提出する。）期末試験を受験するためには，実施授業回数の

２/３以上の出席をしなければならない。 

２）授業の性質上，コミュニカティブであることが重要である。これは



 

                             

 

 

 

３）授業中のスマートフォンの使用は，指示をされた時以外は厳禁と

する。スマートフォンを辞書として使用するには許可が必要となる。 

 

☆2022 年次にこの科目を履修した学生の連続履修は原則的に行えな

い。 

 

４．準備学習（予習・復習等）の内容 

特別課題が出された場合には，期限厳守の上，提出すること。 

プレゼンテーションが設定された場合は、部活動のスケジュールを各

自考慮した上で準備をすること。 

指示された予習，復習などの授業準備を行うこと。 

 

５．教科書 

Title： Olive Green: Learning English through a Mystery Drama 

[CEFR-A1] 

Author： ASARI Yoko, KANNNO Satoru, KUBO Takeo, SATO Ryosuke 

Publisher：朝日出版 

ISBN 978-4-255-15674-3 

 

６．参考書 

必要な場合は、授業中に指示する。 

 

７．課題に対するフィードバックの方法 

 

８．成績評価の方法 

授業参加及び授業態度：30％ 

プレゼンテーションまたはグループディスカッション：20％ 

小テスト及び提出物：20％ 

期末試験：30％ 

 

９．その他 

英語力のみの問題ではなく，授業に臨む態度によって示されるものだと

理解して欲しい。 

３）授業中のスマートフォンの使用は，指示があった場合以外は厳禁と

する。また，スマートフォンを辞書として使用する際には許可が必要と

なる。 

 

☆2022年次にこの科目を履修した学生の連続履修は原則的に行えない。 

 

４．準備学習（予習・復習等）の内容 

特別課題が出された場合には，期限厳守の上，提出すること。 

決定されたプレゼンテーションを必ず行えるよう，各自準備をするこ

と。 

予習，復習などの準備は各授業中に指示する。最低限，指定された学習

は次回の授業前に行うこと。 

 

５．教科書 

Title： Olive Green: Learning English through a Mystery Drama 

[CEFR-A2] 

Author：ASARI Yoko, KANNO Satoru, KUBO Takeo, SATO Ryosuke, SIMPSON 

William 

Publisher：朝日出版 

ISBN 978-4-255-15683-5 

 

６．参考書 

必要な際には授業中に指示する。 

 

７．課題に対するフィードバックの方法 

 

８．成績評価の方法 

授業参加及び授業態度：30％ 

（グループディスカッションまたは）プレゼンテーション：20％ 

課題及び提出物：20％  

期末試験：30％ 

 

９．その他 



 

                             

 

 

２０２３年度スポーツ特別入試入学者対象語学科目シラバス（英語） 

英語 

開講地区 曜日時限 定 員 単 位 配当学年 担当教員名 主催学部 

和泉 金曜日３限 40名 
春学期：１単位 

秋学期：１単位 
１・２年 井上 和哉 政治経済学部 

 

春学期 秋学期 

１．授業の概要・到達目標 

到達目標 

海外からやってくる友人や旅行客に対し簡単な英語で日本を紹介でき

るようになる。 

CEFRのA2レベルの英語を聴いて理解できるようになる。 

 

概要 

 使用するテキストは日本の世界遺産を舞台にした内容です。歴史的

建造物や歴史上の人物、そして観光地についてのことがたくさん紹介

されています。リスニングを中心に授業は進めていきますので、ぜひ

日本の文化を英語で表現する方法をインプットし、国際試合などで知

り合った友人を日本に招待してみてください。 

 

２．授業内容 

1週につきUnit1つずつ進めてゆくことになります。 

第13週は総復習 

第14週は前期試験となります。 

 

３．履修上の注意 

 

４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 予習よりも復習を重視し，知らなかった語彙表現は必ず覚えるよう

にすること。 

 

５．教科書 

Exploring Japan（日本の世界遺産を巡る） 三修社 

 

６．参考書 

 

７．課題に対するフィードバックの方法 

 

８．成績評価の方法 

定期試験100％。 

ただし5回以上欠席した学生については不可となる。 

 

９．その他 

１．授業の概要・到達目標 

到達目標 

海外旅行に行ったときに自分の意思を伝えることができる。 

CEFRのA2レベルの英語を聴いて理解できるようになる。 

 

概要 

 使用するテキストは海外旅行中に出くわすような場面が多数掲載され

ています。授業はリスニングが中心となります。海外に行く日に備え

て、耳からしっかりとよく使われる英語表現をインプットし、それを使

えるように準備しましょう。 

 

２．授業内容 

1回の授業で1課ずつ進みます。 

第13回目は総復習、第14回目は定期試験となります。 

 

３．履修上の注意 

 

４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 予習よりも復習を重視し，知らなかった語彙表現は必ず覚えるように

すること。 

 

５．教科書 

実用観光英語（改定新版） Travel English at Your Fingertips –

Revised Edition– （成美堂） 

 

６．参考書 

 

７．課題に対するフィードバックの方法 

 

８．成績評価の方法 

定期試験100％。 

ただし5回以上欠席した場合には不可となる。 

 

９．その他 



 

                             

 

 

２０２３年度スポーツ特別入試入学者対象語学科目シラバス（英語） 

英語 

開講地区 曜日時限 定 員 単 位 配当学年 担当教員名 主催学部 

和泉 火曜日３限 40名 
春学期：１単位 

秋学期：１単位 
１年 関 修 文学部 

 

春学期 秋学期 

１．授業の概要・到達目標 

どうも英語の小論文とはいないまでも，英語の作文が苦手だと思って

いる人はいませんか？ 

 与えられた課題に対して，論理的かつ説得力のある文章を書くため

の秘訣を知りたいとは思いませんか？ 

 この授業は，そんな人に打ってつけです。 

 とにかく実践的な訓練を積み重ねるので，英語のエッセイや論文の

みならず，日本語の小論文やエッセイ（あるいは，エントリーシート）

を書く際にも役に立ちます。 

一年間，真面目にこつこつ訓練をこなせば，英語でエッセイや小論文

を書くことに対する自信が必ずつきます 

 

２．授業内容 

第一回 a：イントロダクション（英語を学ぶとは） 

    b：教科書の使い方。授業の進行の仕方 

第二回：第一課① 本文読解 

第三回：第一課② 問題を解く 

第四回：第二課① 本文読解 

第五回：第二課② 問題を解く 

第六回：第三課① 本文読解 

第七回：第三課② 問題を解く 

第八回：第四課① 本文読解 

第九回：第四課② 問題を解く 

第十回：第五課① 本文読解 

第十一回：第五課② 問題を解く 

第十二回：第六課① 本文読解 

第十三回：第六課② 問題を解く 

第十四回 a：ここまでのまとめ 

     b：試験 

 

３．履修上の注意 

予習が出来ていない場合，その場でやってもらうことになるので，辞

書（電子辞書可）を持参すること。 

 

４．準備学習（予習・復習等）の内容 

二回で一課進むので，それを踏まえて事前に予習しておくことが望ま

しい。 

特に本文は出来る限り調べ，訳せるようにしておくこと。 

 

５．教科書 

Jack Brajcich，谷岡敏博，『移民の国アメリカ文化の散歩道』，英宝社 

 

６．参考書 

特に定めない 

 

１．授業の概要・到達目標 

どうも英語の小論文とはいないまでも，英語の作文が苦手だと思ってい

る人はいませんか？ 

 与えられた課題に対して，論理的かつ説得力のある文章を書くための

秘訣を知りたいとは思いませんか？ 

 この授業は，そんな人に打ってつけです。 

 とにかく実践的な訓練を積み重ねるので，英語のエッセイや論文のみ

ならず，日本語の小論文やエッセイ（あるいは，エントリーシート）を

書く際にも役に立ちます。 

一年間，真面目にこつこつ訓練をこなせば，英語でエッセイや小論文を

書くことに対する自信が必ずつきます 

 

２．授業内容 

第一回 これまでの復習 

第二回：第七課① 本文読解 

第三回：第七課② 問題を解く 

第四回：第八課① 本文読解 

第五回：第八課② 問題を解く 

第六回：第九課① 本文読解 

第七回：第九課② 問題を解く 

第八回：第十課① 本文読解 

第九回：第十課② 問題を解く 

第十回：第十一課① 本文読解 

第十一回：第十一課② 問題を解く 

第十二回：第十二課① 本文読解 

第十三回：第十二課② 問題を解く 

第十四回 a：ここまでのまとめ 

       b：試験 

 

３．履修上の注意 

予習が出来ていない場合，その場でやってもらうことになるので，辞書

（電子辞書可）を持参すること。 

 

４．準備学習（予習・復習等）の内容 

二回で一課進むので，それを踏まえて事前に予習しておくことが望まし

い。 

特に本文は出来る限り調べ，訳せるようにしておくこと。 

 

５．教科書 

Jack Brajcich，谷岡敏博，『移民の国アメリカ文化の散歩道』，英宝社 

 

６．参考書 

特に定めない 

 

 



 

                             

 

 

７．課題に対するフィードバックの方法 

Oh-o! Meiji を通じて配信するため、確認すること。 

 

８．成績評価の方法 

学期末に試験を行なう。成績評価は，平常点20％・小テスト10％・課

題の提出10％・授業態度（積極的な発言）10％・学期末の試験50％を

総合的に判断して行なう。 

 

９．その他 

１年次４月実施の TOEIC 試験のスコアに基づき１年次のクラス編成

を行います。また，１年次期末実施の TOEIC 試験のスコアに基づき２

年次のクラス編成を行います。 

S・A 評価の割合については，原則として Advance で 70％，

Intermediate で50％，Basic で30％とします 

７．課題に対するフィードバックの方法 

Oh-o! Meiji を通じて配信するため、確認すること。 

 

８．成績評価の方法 

学期末に試験を行なう。成績評価は，平常点20％・小テスト10％・課題

の提出10％・授業態度（積極的な発言）10％・学期末の試験50％を総合

的に判断して行なう。 

 

９．その他 

１年次４月実施の TOEIC 試験のスコアに基づき１年次のクラス編成を

行います。また，１年次期末実施の TOEIC 試験のスコアに基づき２年次

のクラス編成を行います。 

S・A 評価の割合については，原則として Advance で70％，Intermediate 

で50％，Basic で30％とします 



 

                             

 

 

２０２３年度スポーツ特別入試入学者対象語学科目シラバス（英語） 

英語 

開講地区 曜日時限 定 員 単 位 配当学年 担当教員名 主催学部 

和泉 木曜日１限 40名 
春学期：１単位 

秋学期：１単位 
１年 西浦 徹 文学部 

 

春学期 秋学期 

１．授業の概要・到達目標 

 概要：スポーツに関する，英語で書かれたニュースを読むクラス。 

 目標：スポーツ関連の英語の語彙を覚え，英語のスポーツニュース

を読めるようになること。 

 

２．授業内容 

 英語のニュースを教材とする。 

1. a. イントロダクション b. 質疑応答 

2. a. アメリカのプロ野球のニュースを読む b. 今後の授業の進め

方 

3. a. セ・リーグのニュースを読む b. 確認問題 

4. a. パ・リーグのニュースを読む b. 確認問題 

5. a. 高校野球のニュースを読む b. 確認問題 

6. a. 国内サッカーのニュースを読む b. 確認問題 

7. a. 海外サッカーのニュースを読む b. 確認問題 

8. a. バスケットボールのニュースを読む b. 確認問題 

9. a. 相撲のニュースを読む b. 確認問題 

10. a. ラグビーのニュースを読む b. 確認問題 

11. a. 男子ゴルフのニュースを読む b. 確認問題 

12. a. 女子ゴルフのニュースを読む b. 確認問題 

13. a. 男子テニスのニュースを読む b. 確認問題 

14. a. 女子テニスのニュースを読む b. 確認問題 

 

３．履修上の注意 

 私語禁止。 

 携帯電話の電源を切って，出さない。 

 授業と関係のないものを出さない。 

 詳しくは最初のクラスで説明する。 

 

４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 毎回，配布資料を予習してくること。 

 教科書に書いてある英語をすべて読めて，日本語にできるようにし

ておく。 

 

５．教科書 

 使用しない。 

 

６．参考書 

 使用しない。 

 

７．課題に対するフィードバックの方法 

 

８．成績評価の方法 

 予習ノート：5％ 

 確認問題：95％ 

１．授業の概要・到達目標 

 概要：スポーツに関する，英語で書かれたニュースを読むクラス。 

 目標：スポーツ関連の英語の語彙を覚え，英語のスポーツニュースを

読めるようになること。 

 

２．授業内容 

 英語のニュースを教材とする。 

1. a. イントロダクション b. 質疑応答 

2. a. 男子水泳のニュース b. 今後の授業の進め方 

3. a. 女子水泳のニュース b. 確認問題 

4. a. ボクシングのニュース b. 確認問題 

5. a. 男子体操のニュース b. 確認問題 

6. a. 女子体操のニュース b. 確認問題 

7. a. 柔道のニュース b. 確認問題 

8. a. 男子バレーボールのニュース b. 確認問題 

9. a. 女子バレーボールのニュース b. 確認問題 

10. a. アイスホッケーのニュース b. 確認問題 

11. a. 男子マラソンのニュース b. 確認問題 

12. a. 女子マラソンのニュース b. 確認問題 

13. a. 男子フィギュアスケートのニュース b. 確認問題 

14. a. 女子フィギュアスケートのニュース b. 確認問題 

 

３．履修上の注意 

 私語禁止。 

 携帯電話の電源を切って，出さない。 

 授業と関係のないものを出さない。 

 詳しくは最初のクラスで説明する。 

 

４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 毎回，配布資料を予習してくること。 

 教科書に書いてある英語をすべて読めて，日本語にできるようにして

おく。 

 

５．教科書 

 使用しない。 

 

６．参考書 

 使用しない。 

 

７．課題に対するフィードバックの方法 

 

８．成績評価の方法 

 予習ノート：5％ 

 確認問題：95％ 

 



 

                             

 

 

 

９．その他 

 

９．その他 



 

                             

 

 

２０２３年度スポーツ特別入試入学者対象語学科目シラバス（英語） 

英語 

開講地区 曜日時限 定 員 単 位 配当学年 担当教員名 主催学部 

和泉 火曜日２限 40名 
春学期：１単位 

秋学期：１単位 
２年 秋山 義典 文学部 

 

春学期 秋学期 

１．授業の概要・到達目標 

 英語の文章を読む力とは何か。短文を理解する語彙力や文法力だけ

ではなく，英語の文章の構成を理解し，その文章の主題――筆者が伝

えようとすること――をつかむ力こそ，英語の文章を正確に深く読み

解くために必要である。このような英文読解力を培うことが本授業の

目標である。読む訓練としては，素早く大意をつかむ速読から，比喩

など修辞的な表現まで文体を理解するための精読まで，多様な手法を

用いる。さらに，文章の構成，主題の選択，議論の展開，文体には，英

語文化圏の書き手の思考法・文化背景が表れており，英語の文章を読

み解く過程で 

 

２．授業内容 

【春学期】 

第１回 イントロダクション 

第２回 Unit 1 Sports and Fitness（1） 

第３回 Unit 1 Sports and Fitness（2） 

第４回 Unit 2  Skin Deep(1) 

第５回 Unit 2 Skin Deep(2) 

第６回 Unit 3  Animals in Danger（1） 

第７回 Unit 3  Animals in Danger (2） 

第８回 Unit 4 Violent Earth（1） 

第９回 Unit 4 Violent Earth（2） 

第10回 Unit 5 Islands and Beaches（1） 

第11回 Unit 5 Islands and Beaches（2） 

第12回 Unit 6 Global Addictions（1） 

第13回 Unit 6  Global Addictions（2） 

第14回 学期末授業ポイントまとめ 

 

３．履修上の注意 

準中級レベルのリーディング力を習得する方法が練習問題とともに豊

富に盛り込まれている。また、インプットとアウトプットの統合型活

動も複数掲載。取り扱うトピックも、文化、医療、科学、歴史など多岐

に渡る チャート，グラフ，写真を用いたパッセージを読む練習 

 各ユニットには２つの関連したテーマのリーディングを収録。文化，

自然科学，社会問題，人文，旅行，冒険など世界の様々なトピックを

紹介。 

 1．テキストの内容理解を中心に内容把握力，2．ポイントとなる語

彙力を増やす 3．文法と表現能力練習（やや難）4．内容の対話をリ

スニングとディクテーション，5．クリティカルシンキングの演習は授

業の域を超えて内容の理解 6．練習や試合などで授業を欠席する場合

は事前に報告することが望ましい。 

 

４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 教科書のなかで事前に講師が指定する箇所を読んだうえで授業に臨

むことが望まれる。 

１．授業の概要・到達目標 

 英語の文章を読む力とは何か。短文を理解する語彙力や文法力だけで

はなく，英語の文章の構成を理解し，その文章の主題――筆者が伝えよ

うとすること――をつかむ力こそ，英語の文章を正確に深く読み解くた

めに必要である。このような英文読解力を培うことが本授業の目標であ

る。読む訓練としては，素早く大意をつかむ速読から，比喩など修辞的

な表現まで文体を理解するための精読まで，多様な手法を用いる。さら

に，文章の構成，主題の選択，議論の展開，文体には，英語文化圏の書

き手の思考法・文化背景が表れており，英語の文章を読み解く過程で 

 

２．授業内容 

第１回 Unit ７ Energy Solution（1） 

第２回 Unit ７ Energy Solution（2） 

第３回 Unit 8  Epic Engineering（１） 

第４回 Unit 8 Epic Engineering （2） 

第５回 Unit 9 High-Tech Solutions（１） 

第６回 Unit 9 High-Tech Solutions（2） 

第７回 Unit 9 High-Tech Solutions（3） 

第８回 Unit 10 All in the Mind（1） 

第９回 Unit 10 All in the Mind（2） 

第10回 Unit 10 All in the Mind（3） 

第11回 Unit 11  Visual Pioneers（１） 

第12回 Unit 11 Visual Pioneers（2） 

第13回 Unit 11 Visual Pioneers（3） 

第14回 まとめと秋学期のポイント復習 

 

３．履修上の注意 

準中級レベルのリーディング力を習得する方法が練習問題とともに豊富

に盛り込まれている。また、インプットとアウトプットの統合型活動も

複数掲載。取り扱うトピックも、文化、医療、科学、歴史など多岐に渡る 

チャート，グラフ，写真を用いたパッセージを読む練習 

 各ユニットには２つの関連したテーマのリーディングを収録。文化，

自然科学，社会問題，人文，旅行，冒険など世界の様々なトピックを紹

介。  

 

チャート，グラフ，写真を用いたパッセージを読む練習 各ユニットに

は２つの関連したテーマのリーディングを収録。文化，自然科学，社会

問題，人文，旅行，冒険など世界の様々なトピックを紹介します。1．テ

キストの内容理解を中心に内容把握力，2．ポイントとなる語彙力を増や

す 3．文法と表現能力練習 4．内容の対話をリスニングとディクテー

ション，5．クリティカルシンキングの演習は授業の域を超えて内容の理

解 6．練習や試合などで授業を欠席する場合は事前に報告することが望

ましい。 

 

 



 

                             

 

 

５．教科書 

 Reading Explorer 3  (3rd ed.) 

著者：David Bohlke, et. al. 

ISBN: 9780357116272 

¥2,750 

Cengage Learning 

 

６．参考書 

 美誠社『英語の構文150』アルク『キクタン BASIC4000』 

 

７．課題に対するフィードバックの方法 

 

８．成績評価の方法 

 学期末試験60％，平常点（課題・小テスト・積極的な授業参加）40％。

原則として，全授業回数の３分の２以上の出席を成績評価の前提条件

とする。 

 

９．その他 

 １年次期末実施の TOEIC 試験のスコアに基づき２年次のクラス編

成を行います。S・A 評価の割合については，原則として Advance で

70％，Intermediate で50％，Basic で30％とします。 

４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 事前に講師が指定する箇所を読んだうえで授業に臨むことが望まれ

る。 

 

５．教科書 

Reading Explorer 3  (3rd ed.) 

著者：David Bohlke, et. al. 

ISBN: 9780357116272 

¥2,750 

Cengage Learning 

 

６．参考書 

 美誠社『英語の構文150』アルク『キクタン BASIC4000』 

 

７．課題に対するフィードバックの方法 

 

８．成績評価の方法 

 学期末試験60％，平常点（課題・小テスト・積極的な授業参加）40％。

原則として，全授業回数の３分の２以上の出席を成績評価の前提条件と

する。 

 

９．その他 

 １年次期末実施の TOEIC 試験のスコアに基づき２年次のクラス編成

を行います。S・A 評価の割合については，原則として Advance で70％，

Intermediate で50％，Basic で30％とします。 



 

                             

 

 

２０２３年度スポーツ特別入試入学者対象語学科目シラバス（英語） 

英語 

開講地区 曜日時限 定 員 単 位 配当学年 担当教員名 主催学部 

和泉 木曜日２限 40名 
春学期：１単位 

秋学期：１単位 
２年 西浦 徹 文学部 

 

春学期 秋学期 

１．授業の概要・到達目標 

 概要：スポーツに関する，英語で書かれたニュースを読むクラス。 

 目標：スポーツ関連の英語の語彙を覚え，英語のスポーツニュース

を読めるようになること。 

 

２．授業内容 

 英語のニュースを教材とする。 

1. a. イントロダクション b. 質疑応答 

2. a. アメリカのプロ野球のニュースを読む b. 今後の授業の進め

方 

3. a. セ・リーグのニュースを読む b. 確認問題 

4. a. パ・リーグのニュースを読む b. 確認問題 

5. a. 高校野球のニュースを読む b. 確認問題 

6. a. 国内サッカーのニュースを読む b. 確認問題 

7. a. 海外サッカーのニュースを読む b. 確認問題 

8. a. バスケットボールのニュースを読む b. 確認問題 

9. a. 相撲のニュースを読む b. 確認問題 

10. a. ラグビーのニュースを読む b. 確認問題 

11. a. 男子ゴルフのニュースを読む b. 確認問題 

12. a. 女子ゴルフのニュースを読む b. 確認問題 

13. a. 男子テニスのニュースを読む b. 確認問題 

14. a. 女子テニスのニュースを読む b. 確認問題 

 

３．履修上の注意 

 私語禁止。 

 携帯電話の電源を切って，出さない。 

 授業と関係のないものを出さない。 

 詳しくは最初のクラスで説明する。 

 

４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 毎回，配布資料を予習してくること。 

 教科書に書いてある英語をすべて読めて，日本語にできるようにし

ておく。 

 

５．教科書 

 使用しない。 

 

６．参考書 

 使用しない。 

 

７．課題に対するフィードバックの方法 

 

８．成績評価の方法 

 予習ノート：5％ 

 確認問題：95％ 

１．授業の概要・到達目標 

 概要：スポーツに関する，英語で書かれたニュースを読むクラス。 

 目標：スポーツ関連の英語の語彙を覚え，英語のスポーツニュースを

読めるようになること。 

 

 

 

２．授業内容 

 英語のニュースを教材とする。 

1. a. イントロダクション b. 質疑応答 

2. a. 男子水泳のニュース b. 今後の授業の進め方 

3. a. 女子水泳のニュース b. 確認問題 

4. a. ボクシングのニュース b. 確認問題 

5. a. 男子体操のニュース b. 確認問題 

6. a. 女子体操のニュース b. 確認問題 

7. a. 柔道のニュース b. 確認問題 

8. a. 男子バレーボールのニュース b. 確認問題 

9. a. 女子バレーボールのニュース b. 確認問題 

10. a. アイスホッケーのニュース b. 確認問題 

11. a. 男子マラソンのニュース b. 確認問題 

12. a. 女子マラソンのニュース b. 確認問題 

13. a. 男子フィギュアスケートのニュース b. 確認問題 

14. a. 女子フィギュアスケートのニュース b. 確認問題 

 

３．履修上の注意 

 私語禁止。 

 携帯電話の電源を切って，出さない。 

 授業と関係のないものを出さない。 

 詳しくは最初のクラスで説明する。 

 

４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 毎回，配布資料を予習してくること。 

 教科書に書いてある英語をすべて読めて，日本語にできるようにして

おく。 

 

５．教科書 

 使用しない。 

 

６．参考書 

 使用しない。 

 

７．課題に対するフィードバックの方法 

 

８．成績評価の方法 

 予習ノート：5％ 



 

                             

 

 

 

 

９．その他 

 確認問題：95％ 

 

 

９．その他 



 

                             

 

 

２０２３年度スポーツ特別入試入学者対象語学科目シラバス（英語） 

英語 

開講地区 曜日時限 定 員 単 位 配当学年 担当教員名 主催学部 

生田 火曜日３限 なし 
春学期：１単位 

秋学期：１単位 
１年 倉石 信乃 理工学部 

 

春学期 秋学期 

１．授業の概要・到達目標 

 大衆文化をテーマとする親しみやすいテクストと，それに関連する

視聴覚教材によって、生きた英語の基礎を学習する授業。そうしたテ

クストと視聴覚資料を手がかりにして，英語による表現・運用能力の

基礎を習得すること，さらには，英語によって伝えられ，表現される

他地域の文化・芸術に親しむ習慣を身につけることを到達目標とする。 

 

２．授業内容 

［第１回] イントロダクション 

［第２～３回] 第１章 

［第４～５回] 第２章 

［第６回] 関連する映画を観る1 

［第７～８回] 第３章 

［第９～10回] 第４章 

［第11回] 関連する映画を観る２ 

［第12～13回] 第５章 

［第14回] まとめ/試験 

 

３．履修上の注意 

 英単語を簡単に引けるツール（電子辞書等）を手に入れておくこと。

また WEB でフレーズの検索が可能な『英辞郎 on the WEB』なども活

用すること。 

 遅刻は，視聴覚教材を用いるこの授業においては，著しい進行の妨

げになるので厳禁。また，授業開始30分を超えて遅刻した場合は欠席

とみなします。 

 

４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 テクストの予習・復習に加え，そこであつかうテーマについてイン

ターネット等で触れておくこと。 

 

５．教科書 

 使用しない。別途配布します。 

 

６．参考書 

 特に指定しない。 

 

７．課題に対するフィードバックの方法 

 授業内で指示します。 

 

８．成績評価の方法 

 小テストを含む平常点（40％）と期末テスト（60％）として，60％以

上の評点を得た者を合格とする。 

 成績評価の対象となるのは、初回を除き欠席が 5回以内の者で、か

つ期末試験を受験している者とする。 

 

１．授業の概要・到達目標 

 大衆文化をテーマとする親しみやすいテクストと，それに関連する視

聴覚教材によって、生きた英語の基礎を学習する授業。そうしたテクス

トと視聴覚資料を手がかりにして，英語による表現・運用能力の基礎を

習得すること，さらには，英語によって伝えられ，表現される他地域の

文化・芸術に親しむ習慣を身につけることを到達目標とする。 

 

２．授業内容 

［第１回] イントロダクション 

［第２～３回] 第６章 

［第４～５回] 第７章 

［第６回] 関連する映画を観る１ 

［第７～８回] 第８章 

［第９～10回] 第９章 

［第11回] 関連する映画を観る２ 

［第12～13回] 第10章 

［第14回] まとめ/試験 

 

３．履修上の注意 

 英単語を簡単に引けるツール（電子辞書等）を手に入れておくこと。

また WEB でフレーズの検索が可能な『英辞郎 on the WEB』なども活用

すること。 

 遅刻は，視聴覚教材を用いるこの授業においては，著しい進行の妨げ

になるので，厳禁。また，授業開始30分を超えて遅刻した場合は欠席と

みなします。 

 

４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 テクストの予習・復習に加え，そこであつかうテーマについてインタ

ーネット等で触れておくこと。 

 

５．教科書 

 使用しない。プリントを配布します。 

 

６．参考書 

 特に指定しない。 

 

７．課題に対するフィードバックの方法 

授業内で指示する。 

 

８．成績評価の方法 

 小テストを含む平常点（40％）と期末テスト（60％）として，60％以上

の評点を得た者を合格とする。 

 成績評価の対象となるのは、初回を除き欠席が 5 回以内の者で、かつ

期末試験を受験している者とする。 

 



 

                             

 

 

 

９．その他 

 

９．その他 



 

                             

 

 

２０２３年度スポーツ特別入試入学者対象語学科目シラバス（英語） 

英語 

開講地区 曜日時限 定 員 単 位 配当学年 担当教員名 主催学部 

生田 木曜日３限 なし 
春学期：１単位 

秋学期：１単位 
２年 倉石 信乃 理工学部 

 

春学期 秋学期 

１．授業の概要・到達目標 

 絵画、映画などの作品・資料を視聴覚教材として用いることで、生

きた英語の基礎を学習する授業。そうした作品・資料を手がかりにし

て，英語による表現・運用能力の基礎を習得すること，さらには，英

語圏において表現され、伝えられる文化・芸術に親しむ習慣を身につ

けることを到達目標とする。 

 

２．授業内容 

［第１回] イントロダクション 

［第２～４回] 作品を見て、学び、発表する１ 

［第５〜７回] 作品を見て、学び、発表する２ 

［第８〜10回】作品を見て、学び、発表する３ 

［第11〜13回] 作品を見て、学び、発表する４ 

［第14回] まとめ/試験 

 

３．履修上の注意 

 英単語を簡単に引けるツール（電子辞書等）を手に入れておくこと。

また WEB でフレーズの検索が可能な『英辞郎 on the 

WEB』なども活用すること。 

 遅刻は，視聴覚教材を用いるこの授業においては，著しい進行の妨

げになるので厳禁。また，授業開始30分を超えて遅刻した 

場合は欠席とみなします。 

 

４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 授業の前後で、授業内であつかうテーマについてインターネット等

で触れておくこと。 

 

５．教科書 

 使用しない。テクストを配布します。 

 

６．参考書 

 特に指定しない。 

 

７．課題に対するフィードバックの方法 

 授業内で指示する。 

 

８．成績評価の方法 

 授業時の発表を含む平常点（40％）と期末テスト（60％）を勘案し，

60％以上の評点を得た者を合格とする。 

 成績評価の対象となるのは、初回を除き欠席が 5回以内の者で、か

つ期末試験を受験している者とする。 

 

９．その他 

１．授業の概要・到達目標 

 春学期に続き、絵画、映画などの作品・資料を視聴覚教材として用い

ることで、生きた英語の基礎を学習する授業。そうした作品・資料を手

がかりにして、英語による表現・運用能力の基礎を習得すること、さら

には，英語圏において表現され、伝えられる文化・芸術に親しむ習慣を

身につけることを到達目標とする。 

 

２．授業内容 

［第１回] イントロダクション 

［第２～４回] 作品を見て、学び、発表する５ 

［第５～７回] 作品を見て、学び、発表する６ 

［第８～10回】作品を見て、学び、発表する７ 

［第11～13回] 作品を見て、学び、発表する８ 

［第14回] まとめ/試験 

 

３．履修上の注意 

 英単語を簡単に引けるツール（電子辞書等）を手に入れておくこと。

また WEB でフレーズの検索が可能な『英辞郎 on the 

WEB』なども活用すること。 

 遅刻は，視聴覚教材を用いるこの授業においては，著しい進行の妨げ

になるので厳禁。また，授業開始30分を超えて遅刻した 

場合は欠席とみなします。 

 

４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 授業の前後で、授業内であつかうテーマについてインターネット等で

触れておくこと。 

 

５．教科書 

 使用しない。テクストを配布します。 

 

６．参考書 

 特に指定しない。 

 

７．課題に対するフィードバックの方法 

 授業内で指示する。 

 

８．成績評価の方法 

 授業時の発表を含む平常点（40％）と期末テスト（60％）を勘案し，

60％以上の評点を得た者を合格とする。 

 成績評価の対象となるのは、初回を除き欠席が 5 回以内の者で、かつ

期末試験を受験している者とする。 

 

９．その他 



 

                             

 

 

２０２３年度スポーツ特別入試入学者対象語学科目シラバス（英語） 

英語 

開講地区 曜日時限 定 員 単 位 配当学年 担当教員名 主催学部 

和泉 火曜日２限 30名 
春学期：１単位 

秋学期：１単位 
１年 高坂 映子 

情報コミュニケー

ション学部 

 

春学期 秋学期 

１．授業の概要・到達目標 

［授業の概要］ 

 高校までの英語を総復習しながら英語の４技能（読む・聞く・書く・

話す）をバランスよく学習する。 

 基礎的な語彙や文法、日常的な表現などを学び、英語の音やリズム

に慣れる。 

 

＊授業方法は状況に応じて変更することがあります。 

 

［到達目標］ 

 さまざまなエクササイズを通して語彙や文法，、英文の聞き取り・表

現・読解の力を養い、 

 次のステップへの土台を築くことを目標とする。 

 

２．授業内容 

第 1回 イントロダクション等 

第 2回 Unit 1: Welcome to the ̀ `Big Apple''/現在形（1）Grammar 

第 3 回 Unit 1: Welcome to the ``Big Apple''/現在形（2）

Listening/Reading 

第 4回 Unit 2: What's the Boss Like?/代名詞（1）Grammar 

第  5 回 Unit 2: What's the Boss Like?/代名詞（2）

Listening/Reading 

第 6回 Unit 3: Masa's First Day on the Job/前置詞（1）Grammar 

第 7 回 Unit 3: Masa's First Day on the Job/前置詞（2）

Listening/Reading 

第 8回 Unit 4: Summer Fun/過去形（1）Grammar 

第 9回 Unit 4: Summer Fun/過去形（2）Listening/Reading 

第10回 Unit 5: Hotel Guest Satisfaction/可算・不可算名詞（1）

Grammar 

第11回 Unit 5: Hotel Guest Satisfaction/可算・不可算名詞（2）

Listening/Reading 

第12回 Unit 6: Brainstorming/進行形（1）Grammar 

第13回 Unit 6: Brainstorming/進行形（2）Listening/Reading 

第14回 a：試験  b：まとめ 

 

＊授業内容は必要に応じて変更することがあります。 

 

３．履修上の注意 

 授業には必ずテキストと英和辞書を持ってくること。 

 テキスト忘れは減点対象です。 

 授業には集中して取り組み、居眠り・スマートフォンの使用・私語・

無断退出等厳禁。 

 試合等での欠席は必ず早めに公欠届を提出すること。 

 ただしその場合も出席とは認められないため、欠席分はレポートを

提出すること。 

１．授業の概要・到達目標 

［授業の概要］ 

 高校までの英語を総復習しながら英語の４技能（読む・聞く・書く・

話す）をバランスよく学習する。 

 基礎的な語彙や文法、日常的な表現などを学び、英語の音やリズムに

慣れる。 

 

＊授業方法は状況に応じて変更することがあります。 

 

［到達目標］ 

 さまざまなエクササイズを通して語彙や文法、英文の聞き取り・表

現・読解の力を養い、 

 次のステップへの土台を築くことを目標とする。 

 

２．授業内容 

第 1回 Unit  7: Glad to Be of Service/WH 疑問文（1）Grammar 

第 2回 Unit  7: Glad to Be of Service/WH 疑問文（2）

Listening/Reading 

第 3回 Unit  8: Socializing with Co-workers/動名詞・不定詞

（1）Grammar 

第 4回 Unit  8: Socializing with Co-workers/動名詞・不定詞

（2）Listening/Reading 

第 5回 Unit  9: Vacation Spots/未来形（1）Grammar 

第 6回 Unit  9: Vacation Spots/未来形（2）Listening/Reading 

第 7回 Unit 10: Sports Talk/比較級・最上級（1）Grammar 

第 8回 Unit 10: Sports Talk/比較級・最上級（2）

Listening/Reading 

第 9回 Unit 11: Tour Day/助動詞（1）Grammar 

第10回 Unit 11: Tour Day/助動詞（2）Listening/Reading 

第11回 Unit 14: A Bit of History/受動態（1）Grammar 

第12回 Unit 14: A Bit of History/受動態（2）Listening/Reading 

第13回 Unit 15: Farewell, Masa and Lucy 

第14回 a：試験 b：まとめ 

 

＊授業内容は必要に応じて変更することがあります。 

 

３．履修上の注意 

 授業には必ずテキストと英和辞書を持ってくること。 

 テキスト忘れは減点対象です。 

 授業には集中して取り組み、居眠り・スマートフォンの使用・私語・無

断退出等厳禁。 

 試合等での欠席は必ず早めに公欠届を提出すること。 

 ただしその場合も出席とは認められないため、欠席分はレポートを提

出すること。 

 



 

                             

 

 

４．準備学習（予習・復習等）の内容 

テキストの音声をダウンロードし、予習・復習を行ってください。 

あらかじめ指示した箇所については必ず準備をした上で授業に臨んで

下さい。 

テキストやテキストの音声トラック、配布した資料を用いて 

授業時までに前回の授業範囲の表現を復習しておくこと。 

リスニングやスピーキングの上達には日々の練習が欠かせません。 

クラス外でも英語に接するように心掛けてください。 

 

５．教科書 

 『English Missions! Basic』 Robert Hickling・臼倉 美里 （金

星堂） 

 

６．参考書 

 英和辞書 

 

７．課題に対するフィードバックの方法 

授業時に適宜実施する他、第14回授業bモジュールにてまとめや全体

講評を行う。 

 

８．成績評価の方法 

 平常点（授業への参画度や提出物等によって評価）40％  試験60％ 

 遅刻は30分まで。遅刻１回で1/3欠席とし、実施授業数の2/3以上

の出席者を評価対象とする。 

 

９．その他 

 詳細については初回イントロダクション時に説明します。 

 Oh-o! Meijiのアンケート欄を随時更新。 

４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 テキストの音声をダウンロードし、予習・復習を行ってください。 

 あらかじめ指示した箇所については必ず準備をした上で授業に臨んで

下さい。 

 テキストやテキストの音声トラック、配布した資料を用いて 

 授業時までに前回の授業範囲の表現を復習しておくこと。 

 リスニングやスピーキングの上達には日々の練習が欠かせません。 

 クラス外でも英語に接するように心掛けてください。 

 

５．教科書 

 『English Missions! Basic』 Robert Hickling・臼倉 美里 （金

星堂） 

 

６．参考書 

 英和辞書 

 

 

７．課題に対するフィードバックの方法 

 授業時に適宜実施する他、第14回授業bモジュールにてまとめや全体

講評を行う。 

 

８．成績評価の方法 

  平常点（授業への参画度や提出物等によって評価）40％  試験60％ 

  遅刻は30分まで。遅刻１回で1/3欠席とし、実施授業数の2/3以上

の出席者を評価対象とする。 

 

９．その他 

 詳細については初回イントロダクション時に説明します。 

 Oh-o! Meijiのアンケート欄を随時更新。 



 

                             

 

 

２０２３年度スポーツ特別入試入学者対象語学科目シラバス（英語） 

英語 

開講地区 曜日時限 定 員 単 位 配当学年 担当教員名 主催学部 

和泉 水曜日２限 30名 
春学期：１単位 

秋学期：１単位 
１年 奥井 裕 経営学部 

 

春学期 秋学期 

１．授業の概要・到達目標 

 英語の基本中の基本を総合的に学習する。 

 中学・高校までの総復習をしながら応用力をつけ，大学中級程度の

英語力の習得を目指す。 

 文法などの英語の諸事項は分かりやすく実用的に解説する。 

 以下の「授業内容」の文法用語は，授業中に「何故そう呼ぶのか」

といった定義から解説するので，現時点では分からなくても全く心配

いらない。 

 

２．授業内容 

 第１回：イントロダクション 

 第２回：５文型の研究，第１文型（主語と動詞，修飾語，副詞の研

究） 

 第３回：５文型の研究，第２文型（形容詞・補語の研究） 

 第４回：５文型の研究，第３文型（他動詞・目的語の研究） 

 第５回：５文型の研究，第４文型（授与動詞の研究） 

 第６回：５文型の研究，第５文型（目的格補語の研究） 

 第７回：リスニング（1）音の消失の研究 

 第８回：リスニング（2）音の同化の研究 

 第９回：リスニング（3）リエゾンの研究 

 第10回：リスニング（4）特殊な変化 

 第11回：会話練習（対話教材使用，リスニングを含む）（1） 

 第12回：会話練習（対話教材使用，リスニングを含む）（2） 

 第13回：会話練習（対話教材使用，リスニングを含む）（3） 

 第14回 a：期末テスト 

 第14回 b：春学期のまとめ（総復習） 

 

３．履修上の注意 

 辞書を持参すること。試合など公的な理由で欠席する場合は，公的

書類を添えて届けること。この場合，一定の配慮をする。但し練習に

よる欠席は公欠扱いには出来ないので，十分留意すること。 

 部活では練習であれ，試合であれ，不真面目にやれば大怪我をする。

これは授業に於いても同じである。従って，不真面目な学生は単位不

可となる。 

  詳細は開講時配布の「受講上の注意」を参照。真面目に授業に参

加するならば，現時点の英語力を心配する必要はない。 

 

４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 未知の語句は辞書を使って調べ（ノートに記録すること），所定の範

囲を全訳した上で授業に臨まれたい。尚，教科書本文には書き込みを

しないこと。どうしてもそうしたい場合は，本文をコピーした上で，

コピーの方に書き込むこと。 

 また，予習の段階で分からなかった箇所にはチェックを入れておく

とよい。そして授業を聞いても疑問が氷解しなかった場合は積極的に

質問しよう。 

１．授業の概要・到達目標 

 英語の基本中の基本を総合的に学習しながら，大学中級程度の英語力

を習得する。 

 やや高度な文法も学ぶが，文法の学習はあくまで英語の発想を理解す

る為のものなので，意外と面白いかもしれない。 

 尚「実用英文法」としたのは，授業では，例えば「～について」とい

う意味で使う of，about，on，などはどう違うのか，どう使い分けるの

かということを学習するから――つまり学ぶのはあくまで実用本位の英

文法だからである。 

 

２．授業内容 

 第１回：イントロダクション 

 第２回：実用英文法（不定詞の研究，何故「不定詞」と言うのか） 

 第３回：実用英文法（分詞・分詞構文の研究，「分詞」とは何か） 

 第４回：実用英文法（法助動詞の総合研究） 

 第５回：実用英文法（仮定法の研究，「法」とは何か） 

 第６回：実用英文法（前置詞の研究（1），英作文を含む） 

 第７回：実用英文法（前置詞の研究（2），英作文を含む） 

 第８回：実用英文法（関係詞の研究，英作文を含む） 

 第９回：会話練習（対話教材使用，リスニングを含む）（1） 

 第10回：会話練習（対話教材使用，リスニングを含む）（2） 

 第11回：会話練習（対話教材使用，リスニングを含む）（3） 

 第12回：軽い読み物を読む（音読練習・リスニングを含む）（1） 

 第13回：軽い読み物を読む（音読練習・リスニングを含む）（2） 

 第14回 a：期末テスト 

 第14回 b：秋学期のまとめ（総復習） 

 

３．履修上の注意 

 春学期と同じ。 

 試合など公的な理由で欠席する場合は，公的書類を添えて届けること。

この場合，一定の配慮をする。但し練習による欠席は公欠扱いには出来

ないので，十分留意すること。 

 詳細は春学期の項を参照。必ず読んでおくこと。 

 

４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 未知の語句は辞書を使って調べ（ノートに記録すること），所定の範

囲を全訳した上で授業に臨まれたい。 

 尚，教科書本文には書き込みをしないこと。どうしてもそうしたい場

合は，本文をコピーした上で，コピーの方に書き込むこと。 

 また，予習の段階で分からなかった箇所にはチェックを入れておくと

よい。そして授業を聞いても疑問が氷解しなかった場合は積極的に質問

しよう。 

 各自の英語力によって異なるので，あくまで一応の目安に過ぎない

が，この授業の事前・事後学習は，合わせて１～２時間程度を想定して

いる。 



 

                             

 

 

 各自の英語力によって異なるので，あくまで一応の目安に過ぎない

が，この授業の事前・事後学習は，合わせて１～２時間程度を想定し

ている。 

 

５．教科書 

 プリントを使用する。 

 

６．参考書 

 授業中に随時紹介する。 

 

７．課題に対するフィードバックの方法 

 授業での解説が中心だが、個別に対応する場合もある。答案やレポ

ートについては返却は勿論、正解と配点の開示にも応じる。 

 

８．成績評価の方法 

 平常点40点＋α（予習・発表・小テスト・レポートなど）及び期末

テスト60点で評価。 

 平常点の＋α に特に制限はないので，平常点のみでも単位取得可

能。 

 対面授業時においては，成績情報はいつでも全て開示する。 

 

９．その他 

 繰り返すが不真面目な学生は単位不可となる。 

 「授業中の私語」「居眠り」「内職」「携帯電話の使用」「教科書・筆記

用具を持参しない，出さない」「メモを取らない」などは論外。 

 また無断退室やカンニング・代返などの不正行為厳禁。 

 競技大会などによる欠席は予習と発表でかなり相殺出来る（それも

課題の一つである）。故に積極的に授業に参加すること。 

 尚，オンライン授業に移行した場合は，授業の方法や内容・評価方

法が変わるので，その際は「シラバスの補足」を参照すること。 

 

５．教科書 

 プリントを使用する。 

 

６．参考書 

 授業中に随時紹介する。 

 

７．課題に対するフィードバックの方法 

 授業での解説が中心だが、個別に対応する場合もある。答案やレポー

トについては返却は勿論、正解と配点の開示にも応じる。 

 

８．成績評価の方法 

 平常点40点＋α（予習・発表・小テスト・レポートなど）及び期末テ

スト60点で評価。 

 平常点の＋α に特に制限はないので，平常点のみでも単位取得可能。 

 対面授業時においては，成績情報はいつでも全て開示する。 

 

９．その他 

 春学期と同じ。 

 競技大会などによる欠席は予習と発表でかなり相殺出来る（それも課

題の一つである）。故に積極的に授業に参加すること。 

 詳細は春学期の項を参照。必ず読んでおくこと。 

 尚，オンライン授業に移行した場合は，授業の方法や内容・評価方法

が変わるので，その際は「シラバスの補足」を参照すること。 



 

                             

 

 

２０２３年度スポーツ特別入試入学者対象語学科目シラバス（英語） 

英語 

開講地区 曜日時限 定 員 単 位 配当学年 担当教員名 主催学部 

和泉 金曜日２限 35名 
春学期：１単位 

秋学期：１単位 
２年 松野 亜希子 経営学部 

 

春学期 秋学期 

１．授業の概要・到達目標 

 TOEIC テストのスコアを上げるために必要な語彙，リスニングやリ

ーディングのスキル，解答テクニックなどを学ぶことを目的とした授

業です。テスト形式に沿った多くの練習問題を解くことを通じて，

TOEIC テストの出題パターンと解き方を習得するだけでなく，将来に

役立つ英語のスキルや文法・語法の知識なども身に付けることを目指

します。 

到達目標： 

(1) TOEIC テストに頻出する語句や表現を覚える。 

(2) TOEIC テスト形式の問題で一問でも多く正解することができる。 

 

２．授業内容 

第１回 イントロダクション（TOEIC テストとは） 

第２回：Unit 01 人物の動作と状態 

第３回：Unit 01 表・用紙 

第４回：Unit 02 疑問詞を使った疑問文 

第５回：Unit 02 広告 

第６回：Unit 03 日常場面での会話 

第７回：Unit 03 品詞 

第８回：Unit 04 アナウンス・ツアー 

第９回：Unit 04 動詞 

第10回：Unit 05 物の状態と位置 

第11回：Unit 05 チャット 

第12回：Unit 06 基本構文（依頼/提案・勧誘/申し出）と応答の決

まり文句 

第13回：a：期末試験 

       b：正答解説 

第14回：春学期のまとめ   

 

３．履修上の注意 

（1）毎回，教科書を必ず持参すること。 

（2）授業後，教科書の該当箇所をもう一度読み，不明な点がないかど

うか確認すること。 

 

４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 次回の授業への準備として，教科書の各ユニットの最初に挙げられ

ている重要語句を確認してくること。 

 

５．教科書 

 『Mastery Drills for the TOEIC L&R Test All in One [New Edition] 

TOEIC L&R テストマスタリードリル 全パート編』，桐原書店，早川幸

治1700円（税抜） 

 

６．参考書 

 特に定めない。 

１．授業の概要・到達目標 

 TOEIC テストのスコアを上げるために必要な語彙，リスニングやリー

ディングのスキル，解答テクニックなどを学ぶことを目的とした授業で

す。テスト形式に沿った多くの練習問題を解くことを通じて，TOEIC テ

ストの出題パターンと解き方を習得するだけでなく，将来に役立つ英語

のスキルや文法・語法の知識なども身に付けることを目指します。 

到達目標： 

(1) TOEIC テストに頻出する語句や表現を覚える。 

(2) TOEIC テスト形式の問題で一問でも多く正解することができる。 

 

２．授業内容 

第１回：Unit 06 手紙・Eメール 

第２回：Unit 07  電話での会話 

第３回：Unit 07 代名詞・関係代名詞 

第４回：Unit 08 ラジオ放送・宣伝 

第５回：Unit 08 接続詞・前置詞 

第６回：Unit 09 Yes/No 疑問文 

第７回：Unit 09 ダブルパッセージ（２つの文書） 

第８回：Unit 10 オフィスでの会話① 

第９回：Unit 10 Part 5 の復習 

第10回：Unit 11 留守番電話 

第11回：Unit 11 トリプルパッセージ（３つの文書） 

第12回：Unit 12 オフィスでの会話② 

第13回：a：期末試験 

        b：正答解説 

第14回：秋学期のまとめ 

 

３．履修上の注意 

（1）毎回，教科書を必ず持参すること。 

（2）授業後，教科書の該当箇所をもう一度読み，不明な点がないかどう

か確認すること。 

 

４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 次回の授業への準備として，教科書の各ユニットの最初に挙げられて

いる重要語句を確認してくること。 

 

５．教科書 

 『Mastery Drills for the TOEIC L&R Test All in One [New Edition] 

TOEIC L&R テストマスタリードリル 全パート編』，桐原書店，早川幸治 

1700円（税抜） 

 

６．参考書 

 特に定めない。 

 

 



 

                             

 

 

７．課題に対するフィードバックの方法 

 

８．成績評価の方法 

 授業への参加度・提出物：20％ 

 小テスト：20％ 

 期末試験：60％ 

 試合や合宿などによる公欠の場合は，公欠届を提出し，また課題も

提出すること。 

 

９．その他 

 運動でも英語でも，継続は力です。ぜひがんばってください。 

７．課題に対するフィードバックの方法 

 

８．成績評価の方法 

 授業への参加度・提出物：20％ 

 小テスト：20％ 

 期末試験：60％ 

 試合や合宿などによる公欠の場合は，公欠届を提出し，また課題も提

出すること。 

 

９．その他 

 運動でも英語でも，継続は力です。ぜひがんばってください。 



 

                             

 

 

２０２３年度スポーツ特別入試入学者対象語学科目シラバス（英語） 

英語 

開講地区 曜日時限 定 員 単 位 配当学年 担当教員名 主催学部 

中野 木曜日２限 25名 
春学期：１単位 

秋学期：１単位 
１・２年 依田 里花 国際日本学部 

 

春学期 秋学期 

１．授業の概要・到達目標 

パソコン教室を使い，短い英文ライティング、リスニングやディクテ

ーション，シャドーイング（音読）を中心に 

授業を進めます。また，将来役立つように，英文タイピングの練習や

人工知能(AI)を使った作業も取り入れます。 

 

到達目標： 

1. 英語の基礎力を確立する（読む・書く） 

2. 自然な英語に慣れる（聞く・話す） 

3. 総合的な英語力を身につける 

 

２．授業内容 

第１回：イントロダクション 

 

第２回：語のかたまりを探す（構文）, ディクテーション / ライティ

ング，シャドーウィング（音読・授業内録音） 

 

第３回：語のかたまりを探す（構文）, ディクテーション / ライティ

ング，シャドーウィング（音読・授業内録音） 

 

第４回：語のかたまりを探す（構文）, ディクテーション / ライティ

ング，シャドーウィング（音読・授業内録音） 

 

第５回：語のかたまりを探す（構文）, ディクテーション / ライティ

ング，シャドーウィング（音読・授業内録音） 

 

第６回：語のかたまりを探す（構文）, ディクテーション / ライティ

ング，シャドーウィング（音読・授業内録音） 

 

第７回：語のかたまりを探す（構文）, ディクテーション / ライティ

ング，シャドーウィング（音読・授業内録音） 

 

第８回：語のかたまりを探す（構文）, ディクテーション / ライティ

ング，シャドーウィング（音読・授業内録音） 

 

第９回：語のかたまりを探す（構文）, ディクテーション / ライティ

ング，シャドーウィング（音読・授業内録音） 

 

第10回：語のかたまりを探す（構文）, ディクテーション / ライテ

ィング，シャドーウィング（音読・授業内録音） 

 

第11回：語のかたまりを探す（構文）, ディクテーション / ライテ

ィング，シャドーウィング（音読・授業内録音） 

 

第12回：語のかたまりを探す（構文）, ディクテーション / ライテ

１．授業の概要・到達目標 

春学期に引き続きパソコン教室を使って，短い英文ライティング、リス

ニングやディクテーション，シャドーイング（音読）を 

中心に授業を進めます。また，将来役立つように，英文タイピングの練

習や人工知能(AI)を使った作業も取り入れます。 

 

到達目標： 

1. 英語の基礎力を確立する（読む・書く） 

2. 自然な英語に慣れる（聞く・話す） 

3. 総合的な英語力を身につける 

 

２．授業内容 

第１回：イントロダクション 

 

第２回：語のかたまりを探す（構文）, ディクテーション / ライティ

ング，シャドーウィング（音読・授業内録音） 

 

第３回：語のかたまりを探す（構文）, ディクテーション / ライティ

ング，シャドーウィング（音読・授業内録音） 

 

第４回：語のかたまりを探す（構文）, ディクテーション / ライティ

ング，シャドーウィング（音読・授業内録音） 

 

第５回：語のかたまりを探す（構文）, ディクテーション / ライティ

ング，シャドーウィング（音読・授業内録音） 

 

第６回：語のかたまりを探す（構文）, ディクテーション / ライティ

ング，シャドーウィング（音読・授業内録音） 

 

第７回：語のかたまりを探す（構文）, ディクテーション / ライティ

ング，シャドーウィング（音読・授業内録音） 

 

第８回：語のかたまりを探す（構文）, ディクテーション / ライティ

ング，シャドーウィング（音読・授業内録音） 

 

第９回：語のかたまりを探す（構文）, ディクテーション / ライティ

ング，シャドーウィング（音読・授業内録音） 

 

第10回：語のかたまりを探す（構文）, ディクテーション / ライティ

ング，シャドーウィング（音読・授業内録音） 

 

第11回：語のかたまりを探す（構文）, ディクテーション / ライティ

ング，シャドーウィング（音読・授業内録音） 

 



 

                             

 

 

ィング，シャドーウィング（音読・授業内録音） 

 

第13回：語のかたまりを探す（構文）, ディクテーション / ライテ

ィング，シャドーウィング（音読・授業内録音） 

 

第14回：まとめと試験 

 

＊このシラバスの内容は、学生と相談の上、変更されることがありま

す。 

 

３．履修上の注意 

大事なことは「真摯に取り組むマインドセット（心的態度）」と「今の

自分の力をどこまで伸ばせるか」という2点です。 

スポーツ推薦で入学した多くの学生たちが示すように、文武両道は必

ず自分を成長させます。ぜひ、先輩たちに続き、 

後輩たちに繋げて下さい。 

 

４．準備学習（予習・復習等）の内容 

・授業中のプリントの提出（毎時間） 

・音読した録音の提出（Oh-o! Meiji「レポート」へ毎時間） 

 

５．教科書 

プリントを配布 

 

６．参考書 

適宜紹介 

 

７．課題に対するフィードバックの方法 

Oh-o! Meiji「レポート」へのコメント、または、直接のフィードバッ

ク 

 

８．成績評価の方法 

平常点100％：１回の授業は8ポイント（×12週＝96ポイント＋４、

第1週目と第14週目を除く） 

 

＊8ポイント（1回の授業）の内訳：提出物の内容, 授業に取り組む姿

勢、テストなどから。 

 

＊最後の試験で最終評価を決定します。 

 

【注意】 

・欠席は４回まで（３遅刻で１欠席，遅延証明書は２回まで可） 

・大会等による欠席は事前に連絡の上、公欠届を提出して下さい。 

 

９．その他 

全てにより高みを目指して下さい。期待しています。 

第12回：語のかたまりを探す（構文）, ディクテーション / ライティ

ング，シャドーウィング（音読・授業内録音） 

 

第13回：語のかたまりを探す（構文）, ディクテーション / ライティ

ング，シャドーウィング（音読・授業内録音） 

 

第14回：まとめと試験 

 

＊このシラバスの内容は、学生と相談の上、変更されることがありま

す。 

 

３．履修上の注意 

大事なことは「真摯に取り組むマインドセット（心的態度）」と「今の自

分の力をどこまで伸ばせるか」という2点です。 

スポーツ推薦で入学した多くの学生たちが示すように、文武両道は必ず

自分を成長させます。ぜひ、先輩たちに続き、 

後輩たちに繋げて下さい。 

 

４．準備学習（予習・復習等）の内容 

・授業中のプリントの提出（毎時間） 

・音読した録音の提出（Oh-o! Meiji「レポート」へ毎時間） 

 

５．教科書 

プリントを配布 

 

６．参考書 

適宜紹介 

 

７．課題に対するフィードバックの方法 

Oh-o! Meiji 「レポート」へのコメント、または、直接のフィードバッ

ク 

 

８．成績評価の方法 

平常点100％：１回の授業は8ポイント（×12週＝96ポイント＋４、第

1週目と第14週目を除く） 

 

＊ 8ポイント（1回の授業）の内訳：提出物の内容, 授業に取り組む姿

勢、テストなどから。 

 

＊最後の試験で最終評価を決定します。 

 

【注意】 

・欠席は４回まで（３遅刻で１欠席，遅延証明書は２回まで可） 

・大会等による欠席は事前に連絡の上、公欠届を提出して下さい。 

 

９．その他 

いよいよ秋学期です。全てにより高みを目指して下さい。期待していま

す。 



 

                             

 

 

２０２３年度スポーツ特別入試入学者対象語学科目シラバス（英語） 

英語 

開講地区 曜日時限 定 員 単 位 配当学年 担当教員名 主催学部 

中野 金曜日２限 25名 
春学期：１単位 

秋学期：１単位 
１・２年 津田 ひろみ 国際日本学部 

 

春学期 秋学期 

１．授業の概要・到達目標 

世界のトップ映像ブロガーが撮影した 3分程度の楽しい映像を通して

オーセンティックな英語に触れながら世界の人々の生活を覗いてみま

しょう。 

各ユニットの前半では興味深いトピックについて美しい映像を楽し

み、後半では映像に関連した英文で音読の練習をします。英語の発音

の基礎を学びながら少しずつ自分の考えを英語で表現できるよう練習

しましょう。 

 

 

２．授業内容 

第1回イントロダクション、自己紹介    タイピングについて 

第2回The Sky Lodge: An Unusual Hotel 発音入門 

第3回（音読）                pronunciation #1 

第4回Sloth Calendar            pronunciation #2 

第5回（音読）                pronunciation #3 

第6回The Skate Brothers          pronunciation #4 

第7回（音読）                pronunciation #5 

第8回Volcano Adventure         pronunciation #6 

第9回（音読）                pronunciation #7 

第10回Crazy Rides            意味順① 

第11回（音読）                意味順② 

第12回Our Clothes            意味順③ 

第13回（音読） 

第14回単語テスト、音読発表会        アンケート回答 

 

＊授業内容は必要に応じて変更することがあります。 

＊最後に単語と音読のテストをします。 

 

３．履修上の注意 

・初回の授業で注意点など説明しますので，できるだけ出席してくだ

さい。 

・授業には教科書と辞書を持参してください（電子辞書があると良い） 

・欠席は4回を上限（公欠および公欠に準ずる欠席を含む）とします。 

・遅刻・早退は3回で欠席1回、遅刻は10分までとします。 

・試合等で欠席の場合は前もって連絡し、必ず公欠届を提出してくだ

さい。 

 

４．準備学習（予習・復習等）の内容 

＜予習＞ 

・曖昧な語句は辞書を使って調べて記録しましょう。 

＜復習＞ 

・課題は期日までに提出しましょう。 

・音読の練習をしましょう。 

★テキストの音声も映像もダウンロードできるので、予習・復習に役

１．授業の概要・到達目標 

 チャーリー・ブラウンやルーシー、スヌーピーたち個性的なキャラク

ターたちが英語の運用能力向上に必要な語彙や表現を実践してみせてく

れます。人気者のPeanutsの仲間たちといっしょに英語のユーモアや鋭

い洞察力溢れる言葉を楽しみましょう。彼らは世界の多様な文化、習

慣、さらに人間について考えることの有能なガイドにもなってくれま

す。海外に遠征した際に役立つ基本的な英語表現を学びながら自分の意

見や考えを発表できる力を身につけましょう。 

 

２．授業内容 

第1回  イントロダクション、夏休みの想い出 

第2回  Girls in Peanuts 

第3回  Part 2 

第4回  Linus’s Security Blanket 

第5回  Coffee break #1 

第6回  Crabby Lucy 

第7回  Coffee break #2 

第8回  Good Grief! It’s Valentine’s Day 

第9回  Coffee break #3 

第10回 Woodstock, the Ultimate Naturalist? 

第11回 Coffee break #4 

第12回 The Life and Work of Charles Schulz 

第13回 Part 2 

第14回 単語テスト、好きなことば・詩の発表会 

 

＊授業内容は必要に応じて変更することがあります。 

＊最後にそれぞれ好きな歌を紹介しましょう！ 

＊みんなで来年のカレンダーを作りましょう。 

 

３．履修上の注意 

・初回の授業で注意点など説明しますので，できるだけ出席してくださ

い。 

・授業には教科書と辞書を持参してください。（電子辞書があると良い） 

・欠席は4回を上限（公欠および公欠に準ずる欠席を含む）とします。 

・遅刻・早退は3回で欠席1回、遅刻は10分までとします。 

・試合等で欠席の場合は前もって連絡し、必ず公欠届を提出してくださ

い。 

 

４．準備学習（予習・復習等）の内容 

＜予習＞ 

・曖昧な語句は辞書を使って調べて記録しましょう。 

＜復習＞ 

・課題は期日までに提出しましょう。次の授業で発表します。 

・音読の練習をしましょう。 

★テキストの音声を予習・復習に役立ててください。 



 

                             

 

 

立ててください。 

 

５．教科書 

Expanding Horizons: Critical Thinking through Authentic Video 

世界を巡る映像で学ぶ総合英語＜基礎＞ (NAN’UN-DO) 2,750円（税

込） 

 

６．参考書 

なし 

 

７．課題に対するフィードバックの方法 

 

８．成績評価の方法 

年度末に、授業中のペア・グループ活動 30%、課題の提出 30％、発表

（前期・後期）20%、 

単語テスト（前期・後期）20％、を総合的に評価します。 

 

９．その他 

英語でしゃべっているカッコいい自分を思い描きながら最後まで頑張

りましょう。 

You can do it!  

 

 

５．教科書 

Enjoy English with Charlie Brown and Friends [Revised Edition] 

(NAN’UN-DO) 2,530円（税込） 

 

６．参考書 

なし 

 

７．課題に対するフィードバックの方法 

 

８．成績評価の方法 

授業中のペア・グループ活動30%、課題の提出30％、発表（前期・後期）

20%、 

単語テスト（前期・後期）20％、を総合的に評価します。 

 

９．その他 

恥ずかしがらずにペアワークやロールプレイに積極的に参加しましょ

う。最後まであきらめず、Enjoy talking in English! 

 



 

                             

 

 

２０２３年度スポーツ特別入試入学者対象語学科目シラバス（ドイツ語） 

ドイツ

語 

開講地区 曜日時限 定 員 単 位 配当学年 担当教員名 主催学部 

和泉 火曜日４限 40名 
春学期：１単位 

秋学期：１単位 
２年 飯沼 隆一 法学部 

 

春学期 秋学期 

１．授業の概要・到達目標 

この授業の目標は文法の再確認とできる限りの語彙の追加という外国

語学習の基本を踏まえながらドイツ語の総合的な力をアップさせてい

くことです。 

 

 テキストは初級文法読本ですが、文章部も多く基礎を踏まえたうえ

で中級への橋渡しになっています。受講者に応じ様々な中級の文章も

プリントで追加したいと思います。 

 

 授業の実際は本文の訳読、練習問題を問答形式で行う一般的なもの

です。４，５，６月は月最終回に小テストをする予定です。 

 

２．授業内容 

１． 理解度の判定。発音の確認（綴りと読み方の対応）。 

２． 第１課「さあ行くよ、ライプツィヒ」 動詞の現在人称変化。

動詞の位置。 

３． seinとhabenの現在人称変化。不規則動詞の現在人称変化。 

４． 第２課「シューベルト歌」 名詞の性。名詞の４格。 

５． 所有冠詞（１格と４格）。 

６． 第３課「町の中で」 名詞の複数形。名詞の２格と３格。 

７． 人称代名詞の３格と４格。 

８． 第４課「ミキの一日」 分離動詞。非分離動詞。 

９． 話法の助動詞。 

10． 第５課「動物園での一日」 前置詞の格支配。３または４格支配

の前置詞。前置詞と定冠詞との融合形。 

11． ３格支配の前置詞。４格支配の前置詞。前置詞と共に使われる動

詞。 

12． 第６課「受診」 再帰代名詞と再帰動詞。命令形。 

13． Landeskunde パンの国ドイツ。ドイツ人の日常。ドイツの医療

制度。 

14． 期末試験と正答解説。 

＊授業内容は必要に応じて変更することがあります。 

 

３．履修上の注意 

まず授業への参加度を重視します。また前もって渡された教材をでき

るだけ読んでみてください。そのうちの問題のある箇所、文法項目を

はっきりさせておくことが大事です。 

 

４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 学習の興味は予習にあります。文章部はできる範囲でドイツ語の意

味を考えておいてください。 

 復習はテスト前には誰でもやると思うのでその前に大前提になるの

が発音です。ドイツ語は英語と異なり、綴りに対する読み方が決まっ

ているのでこれを身につけないと文法理解も語彙修得も困難になりま

す。 

１．授業の概要・到達目標 

この授業の目標は文法の再確認とできる限りの語彙の追加という外国語

学習の基本を踏まえながらドイツ語の総合的な力をアップさせていくこ

とです。 

 

 テキストは初級文法読本ですが、文章部も多く基礎を踏まえたうえで

中級への橋渡しになっています。受講者に応じ様々な中級の文章もプリ

ントで追加したいと思います。 

  

 授業の実際は本文の訳読、練習問題を問答形式で行う一般的なもので

す。10，11，12月は月最終回に小テストをする予定です。 

 

２．授業内容 

１． 理解度の判定。発音の確認（綴りと読み方の対応）。 

２． 第７課「ミキの誕生日」 形容詞の格変化。比較級と最上級。 

３． ゲーテと森鷗外とアウアーバッハス・ケラー。 

４． 第８課「シュロス・プロシュヴィツ」 定冠詞類。従属接続詞と

副文。 

５． ドイツのワイン 

６． 第９課「ライプツィヒにあるドイツの歴史」 現在完了形。過去

形。 

７． 旧国家保安省博物館 

８． 第10課「ドレスデン」 受動態。関係代名詞。 

８． 月曜デモ 

９． 第11課「環境」 zu不定詞句。未来形。 

10． ドイツの環境政策 

11． 第12課「帰国」 接続法。接続法二式の人称変化。 

12． 非現実話法。接続法の過去の表し方。 

13． 秋学期の振り返り 

14． 期末試験と正答解説。 

＊授業内容は必要に応じて変更することがあります。 

 

３．履修上の注意 

まず授業への参加度を重視します。また前もって渡された教材をできる

だけ読んでみてください。そのうちの問題のある箇所、文法項目をはっ

きりさせておくことが大事です。 

 

４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 学習の興味は予習にあります。文章部はできる範囲でドイツ語の意味

を考えておいてください。 

 復習はテスト前には誰でもやると思うのでその前に大前提になるのが

発音です。ドイツ語は英語と異なり、綴りに対する読み方が決まってい

るのでこれを身につけないと文法理解も語彙修得も困難になります。 

 この発音のコツと、授業で説明する文法構造の大まかな理解を並行さ

せれば学習を進めていけると思います。 



 

                             

 

 

 この発音のコツと、授業で説明する文法構造の大まかな理解を並行

させれば学習を進めていけると思います。 

 

５．教科書 

『ドイツ語の時間 <わくわくライプツィヒ>』（朝日出版社） 清野智

昭他著 定価２7００円（税別） 

 

６．参考書 

『ドイツ語ステップアップ』市川明他著（郁文堂） 

『素朴なぎもんからわかるドイツ文法』高田博行著（郁文堂） 

 

７．課題に対するフィードバックの方法 

コメントペーパー形式の提出物に対しては次の授業で返却したときに

解答解説します。小テストは採点後に必ず返却し解答解説します。 

 

８．成績評価の方法 

定期試験60％、平常点（回答回数、提出、小テスト等）40％で評価し

ます。 

 

９．その他 

 

５．教科書 

『ドイツ語の時間 <わくわくライプツィヒ>』（朝日出版社） 清野智昭

他著 定価２７００円（税別） 

 

６．参考書 

『ドイツ語ステップアップ』市川明他著（郁文堂） 

『素朴なぎもんからわかるドイツ文法』高田博行著（郁文堂） 

 

７．課題に対するフィードバックの方法 

コメントペーパー形式の提出物に対しては次の授業で返却したときに解

答解説します。小テストは採点後に必ず返却し解答解説します。 

 

８．成績評価の方法 

定期試験60％、平常点（回答回数、提出、小テスト等）40％で評価しま

す。 

 

９．その他 



 

                             

 

 

２０２３年度スポーツ特別入試入学者対象語学科目シラバス（ドイツ語） 

ドイツ

語 

開講地区 曜日時限 定 員 単 位 配当学年 担当教員名 主催学部 

和泉 火曜日２限 40名 
春学期：１単位 

秋学期：１単位 
２年 小松 真帆 商学部 

 

春学期 秋学期 

１．授業の概要・到達目標 

 初級ドイツ文法をの知識を確認しながら、ドイツ語圏とその周辺の

暮らしや文化について、比較的やさしいテキストを読み進めます。 

 この教科書では、ドイツの国土や連邦制、余暇、環境保護、料理、

学校、音楽、そしてスポーツなどのテーマが分かりやすく書かれてい

ます。辞書を使用しながら、初級ならびに中級レベルのドイツ語の文

章を理解できるようになること、暮らしや文化の知識を得てドイツ語

圏に親しむことをめざします。 

 

２．授業内容 

第１回：概説、初級文法の復習 

第２回：Lektion１「日本とドイツの関係」解説 

第３回：Lektion１練習問題 

第４回：Lektion２「ドイツの国土」解説 

第５回：Lektion２練習問題 

第６回：Lektion３「連邦制と地方自治」解説 

第７回：Lekon３練習問題 

第８回：Lektion４「家庭・余暇の利用」解説 

第９回：Lektion４練習問題 

第10回：Lektion５「森と環境保護」解説 

第11回Lektion５練習問題 

第12回：Lektion６「料理」解説 

第13回：Lektion６練習問題 

第14回：ａ：期末試験 ｂ：解説 

 

３．履修上の注意 

授業回数の３分の１以上を欠席した場合は原則として期末試験を受け

ることがきでません。 

どうしても欠席する時には事前に連絡するようにしてください。 

 

４．準備学習（予習・復習等）の内容 

事前に指定された部分をしっかりと予習すること。 

復習テストのために毎回見直しを行い、分からない点があればすぐに

質問すること。 

 

５．教科書 

根本道也「どいつってどんな国？」（同学社） 

 

６．参考書 

 ・辞書 

 ・初級ドイツ語教科書 

 

７．課題に対するフィードバックの方法 

・課題については授業内に講評を行う。 

・テスト・試験については試験後に解答・解説をする。 

１．授業の概要・到達目標 

 初級ドイツ文法をの知識を確認しながら、ドイツ語圏とその周辺の暮

らしや文化について、比較的やさしいテキストを読み進めます。 

 この教科書では、ドイツの国土や連邦制、余暇、環境保護、料理、学

校、音楽、そしてスポーツなどのテーマが分かりやすく書かれていま

す。辞書を使用しながら、初級ならびに中級レベルのドイツ語の文章を

理解できるようになること、暮らしや文化の知識を得てドイツ語圏に親

しむことをめざします。 

 

２．授業内容 

※校正時に補足します 

 

第１回：春学期の復習 

第２回：Lektion７「ビールとワイン」解説 

第３回：Lektion７練習問題 

第４回：Lektion８「学校」解説 

第５回：Lektion８練習問題 

第６回：Lektion９「大学」解説 

第７回：Lekon９練習問題 

第８回：Lektion１０「スポーツ」解説 

第９回：Lektion１０練習問題 

第10回：Lektion１１「音楽」解説 

第11回Lektion１１練習問題 

第12回：Lektion１２「美術館・博物館」解説 

第13回：Lektion１２練習問題 

第14回：ａ：期末試験 ｂ：解説 

 

３．履修上の注意 

授業回数の３分の１以上を欠席した場合は原則として期末試験を受ける

ことがきでません。 

どうしても欠席する時には事前に連絡するようにしてください。 

 

４．準備学習（予習・復習等）の内容 

指定された部分をしっかりと復習すること。 

また事前に予習を指示された場合には、分かる範囲で取り組むこと。 

事業ごとに毎回見直しを行い、分からない点があればすぐに質問するこ

と。 

 

５．教科書 

根本道也『ドイツってどんな国？』（同学社） 

 

６．参考書 

 ・辞書 

 ・初級ドイツ語教科書 

 



 

                             

 

 

 

８．成績評価の方法 

 ・授業への参加度・課題等：4割、小テスト・まとめテスト：３割、

期末試験（復習テスト）：3割 

 ・授業に意欲的に参加しているか、ドイツ語の発音が正しくできる

か、文法上の質問に正しく答えられるかなどを重視します。 

 

９．その他 

特になし。 

７．課題に対するフィードバックの方法 

・課題については授業内に講評を行う。 

・テスト・試験については試験後に解答・解説をする。 

 

８．成績評価の方法 

 ・授業への参加度・課題等：4割、小テスト・まとめテスト：３割、期

末試験（復習テスト）：3割 

 ・授業に意欲的に参加しているか、ドイツ語の発音が正しくできるか、

文法上の質問に正しく答えられるかなどを重視します。 

 

９．その他 

特になし。 



 

                             

 

 

２０２３年度スポーツ特別入試入学者対象語学科目シラバス（ドイツ語） 

ドイツ

語 

開講地区 曜日時限 定 員 単 位 配当学年 担当教員名 主催学部 

和泉 火曜日２限 40名 
春学期：１単位 

秋学期：１単位 
１年 石原 竹彦 政治経済学部 

 

春学期 秋学期 

１．授業の概要・到達目標 

この講座は、スポーツ推薦者の事情に配慮したものとなっています。

理解を十分深めながらゆっくりと進めますので安心して履修してくだ

さい。 

 

この講座での学習範囲は、ドイツ語特有の発音と挨拶、動詞の現在人

称変化、冠詞と名詞の格変化で、これはおよそドイツ語技能検定の 5

級レベルに相応します。このセメスターが終了する頃にはドイツ語で

自己紹介ができるようになっているはずです。 

 

またドイツ語の学習と並行してドイツに関する動画や映画を随時紹介

します。 

 

 

２．授業内容 

第１回 発音とあいさつ 

第２回 動詞の現在人称変化 

第３回 文の作り方 語順 

第４回 疑問文と答え方 不規則動詞 sein 

第５回 １，４ 格の用法 

第６回 ３格と４格の用法 

第７回 ２つの目的語をとる動詞 不規則動詞haben  

第８回 不規則動詞 

第９回 不規則動詞の応用 

第10回 命令形 

第11回 命令形と人称代名詞 

第12回 人称代名詞の語順 

第13回 werの変化 

第14回 a：試験 b：講義全体のふりかえりと試験の正答解説 

 

 

 

３．履修上の注意 

授業は連続して休まないようにしましょう。宿題をやってこなかった

り、寝ていたり、ただそこに座っているだけでは出席にはなりません。

授業には積極的に参加してください。 

 

 

 

 

 

４．準備学習（予習・復習等）の内容 

語学は予習と復習による反復学習がとても大切です。授業の前に，テ

キストにあらかじめ目を通し、どのようなことを学ぶのか確認しまし

ょう。 

１．授業の概要・到達目標 

この講座は、スポーツ推薦者の事情に配慮したものとなっています。理

解を十分深めてからゆっくりと先に進みますので安心して履修してくだ

さい。 

 

学習する範囲は、名詞の複数形、冠詞類の変化、前置詞、分離動詞、助

動詞、従属の接続詞、zu不定詞、現在完了形、過去形で、これはおよそ

ドイツ語技能検定の３、４級レベルに相応します。このセメスターが終

了する頃には、ドイツ語で簡単な文章が読めるようになっているはずで

す。 

 

またドイツ語の学習と並行してドイツに関する動画や映画を随時紹介し

ます。 

 

２．授業内容 

第１回  冠詞の使い方の復習  

第２回  ２格支配の前置詞 ３格支配の前置詞 

第３回  ３格支配の前置詞 ４格支配の前置詞 

第４回  ３，４格支配の前置詞 

第５回  法時間の表し方 値段の言い方 分離動詞 

第６回   話法の助動詞   

第７回   従属の接続詞 

第８回   再帰表現 

第９回  再帰表現の熟語 

第１０回   zu不定詞句の作りかた 名詞的用法 

第１１回 zu不定詞 形容詞的用法 副詞的用法 

第１２回 ３基本形 現在完了形  

第１３回 過去形 

第１４回 a：試験 b：授業全体のふりかえりと試験の正答解説 

 

 

 

３．履修上の注意 

授業は連続して休まないようにしましょう。宿題をやってこなかったり、

寝ていたり、ただそこに座っているだけでは出席にはなりません。授業

には積極的に参加してください。 

 

 

 

４．準備学習（予習・復習等）の内容 

語学は予習と復習による反復学習がとても大切です。授業の前にテキス

トにあらかじめ目を通し、どのようなことを学ぶのか確認しましょう。 

 

 

 



 

                             

 

 

５．教科書 

 『ドイツ語を学ぼう！改訂版』、南はるつ著、同学社、202３年 

 

 

 

６．参考書 

独和辞典については授業中に説明します。 

 

 

 

７．課題に対するフィードバックの方法 

課題に対するフィードバックは、原則授業中におこないますが、oho 

meijiを用いることもあります。 

 

８．成績評価の方法 

試験50％、授業への貢献度50％ 

３分の２以上の出席が期末試験を受験する条件です。 

出席の条件をクリアしたうえで，小テスト，試験，授業への貢献度か

ら総合的に評価します。 

 

 

９．その他 

５．教科書 

 『ドイツ語を学ぼう！改訂版』、南はるつ著、同学社、202３年 

 

 

 

６．参考書 

独和辞典 

 

 

 

７．課題に対するフィードバックの方法 

課題に対するフィードバックは、原則授業中におこないますが、oho 

meijiを用いることもあります。 

 

８．成績評価の方法 

試験50％、授業への貢献度50％ 

３分の２以上の出席が期末試験を受験する条件です。 

出席の条件をクリアしたうえで、小テスト、試験、授業への貢献度から総

合的に評価します。 

 

 

９．その他 



 

                             

 

 

２０２３年度スポーツ特別入試入学者対象語学科目シラバス（ドイツ語） 

ドイツ

語 

開講地区 曜日時限 定 員 単 位 配当学年 担当教員名 主催学部 

和泉 月曜日２限 40名 
春学期：１単位 

秋学期：１単位 
１年 金子 祥之 文学部 

 

春学期 秋学期 

１．授業の概要・到達目標 

 基本的なドイツ語文法や単語を学習しながら，ドイツ語表現の練習

を行います。外国語で読み，書き，かつ話す上で文法を身に着けるこ

とは非常に重要です。授業ではまず発音からはじめ，春学期では現在

時制で基本的なドイツ語を読み・書くことができるレベルまで学習す

ることを予定しています。また，言語だけではなくドイツの文化や国

柄，歴史などについても考えていきたいと思います。 

 学習した事項をもとに，基本的な表現ができるようになることを目

標とします。 

 

２．授業内容 

第一回    a：イントロダクション b：発音のルール 

第二回～三回  動詞の現在人称変化（1）・動詞の位置 

第四回～五回  名詞の性と格変化 

第六回～七回  名詞の性と格変化（2） 

第八回～九回  分離動詞・助動詞 

第十回～十一回 前置詞（1） 

第十二～十三回 前置詞（2） 

第十四回    a：まとめ b：試験 

 

３．履修上の注意 

 毎回辞書を使用します。必ず持参してください。 

 

 

 

４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 外国語の習得に「聞いて・話す」ことはとても重要です。授業で扱

うドイツ語についてはぜひ事前に音声を聞いておくようにしてくださ

い。その際，一緒に発音してみると，学習効果が向上します。 

 

５．教科書 

『ドイツ語の時間＜わくわくライプツィヒ＞』（朝日出版社）を使用し

ます。 

 

６．参考書 

毎回辞書を使用します。独和辞書を一冊準備してください。 

 

７．課題に対するフィードバックの方法 

 

８．成績評価の方法 

 期末試験50％，授業への貢献度50％ 

 

９．その他 

発音や作文などの演習時間をなるべく多くとりたいと考えています。 

１．授業の概要・到達目標 

 春学期で身につけた文法事項を確認しながら，新しい項目を学んでい

きます。 

 この講座の到達目標は，動詞の３基本形を覚えた上で，完了形・受動

態・非現実話法などの文法事項を理解していくことにあります。 

 当然のことながら，ドイツ語の文は複雑に，長くなっていきます。し

かし，習得したドイツ語の文法の知識を丁寧に活用していけば，難しそ

うにみえるドイツ語の文章でもパズルのピースをはめるように論理的に

理解することができるのだということを確認していきましょう。 

 そして，このような言葉を持つドイツ語圏の国々が，どういった国で

あるのか，視聴覚教材等を利用しながら，その文化や風土を適宜紹介し

ていきます。教養と視野を広げるための一助になれば幸いです。 

 

２．授業内容 

 およそ，以下のような順番で学んでいきます。 

［第１回] 春学期の復習動詞の人称変化，名詞の格変化を中心に復習 

［第２回] 再帰代名詞と再帰動詞・命令形（１） 

［第３回] 再帰代名詞と再帰動詞・命令形（２） 

［第４回] 形容詞・比較表現（１） 

［第５回] 形容詞・比較表現（２） 

［第６回] 定冠詞類・副文（１） 

［第７回] 定冠詞類・副文（２） 

［第８回] 現在完了形・過去形（１） 

［第９回] 現在完了形・過去形（２） 

［第10回] 受動態・関係代名詞（１） 

［第11回] 受動態・関係代名詞（２） 

［第12回] zu不定詞句・未来形（１） 

［第13回] zu不定詞句・未来形（２） 

［第14回] a：復習 これまでの重要文法事項を復習する 

     b：試験 

 

３．履修上の注意 

 授業には必ず，辞書を携帯してください。 

 春学期に比べ，一回の授業の進み具合は速くなります。 

 

４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 春学期同様、予習よりも復習に時間をかけましょう。授業時に次回ま

での課題を提示いたします。期限までに完成させ提出してください。 

 

５．教科書 

『ドイツ語の時間＜わくわくライプツィヒ＞』（朝日出版社）を使用しま

す。 

 

６．参考書 

独和辞書を毎回使用します。必ず用意してください。 



 

                             

 

 

 

７．課題に対するフィードバックの方法 

 

８．成績評価の方法 

 試験50％，授業への貢献度50％によって評点を算出し，60点以上を合

格とします。 

 

 

 

９．その他 

 部活動もドイツ語も頑張りましょう。 



 

                             

 

 

２０２３年度スポーツ特別入試入学者対象語学科目シラバス（ドイツ語） 

ドイツ

語 

開講地区 曜日時限 定 員 単 位 配当学年 担当教員名 主催学部 

生田 金曜日３限 なし 
春学期：１単位 

秋学期：１単位 
１年 金子 祥之 理工学部 

 

春学期 秋学期 

１．授業の概要・到達目標 

 ドイツ語の発音の仕方と初級文法を学んでいく講座です。 

  

 到達目標は，ドイツ語を正しく発音ができるようになり，動詞の人

称変化を覚え，名詞の変化と格の用法を理解することにあります。 

  

 まずは発音のルールを身に付けましょう。ドイツ語にははっきりと

した発音のルールがあるので、それさえマスターすればだれでもはっ

き りと発音できるようになります。ビデオを見て一緒に発音しなが

ら発音のルールを身に着けていきます。 

 それと並行して、言葉を扱うルール（文法）を学習していきます。

ドイツ語が動詞が中心となる言語です。まずは動詞の使い方から始め

て、「誰が/何が どうする」という基本的な表現をドイツ語で行える

ように学習を進めていこうと考えております。 

  

 また、ドイツ語を通じて，ヨーロッパの言語や社会、歴史や文化、

それにスポーツに対する好奇心を喚起できたらと考えています。 

 

２．授業内容 

 およそ，以下の順番で学んでいきます。 

［第１回] イントロダクションドイツ語とは 発音してみよう 辞

書の紹介 

［第２回] 母音の発音 人称代名詞 発音の基礎を学ぶ 主語の種

類を覚える 

［第３回] 子音の発音１ 動詞の人称変化１ 主語と動詞の関係を

学習する 

［第４回] 子音の発音２ 動詞の人称変化２ 重要な動詞の変化を

覚える 

［第５回] 冠詞と名詞の格変化１ 名詞の性とは何か，格とは何か 

［第６回] 冠詞と名詞の格変化２ 冠詞の格変化を覚える 

［第７回] 冠詞と名詞の格変化３ 格の用法を習得する 

［第８回] 分離動詞・助動詞 ドイツ語の述語の特徴を覚える１ 

［第９回] 分離動詞・助動詞 ドイツ語の述語の特徴を覚える２ 

［第10回] 人称代名詞 人称代名詞の格変化を覚える 

［第11回] 前置詞 前置詞の意味と用法を覚える１ 

［第12回] 前置詞 前置詞の意味と用法を覚える２ 

［第13回] これまで学習した文法事項を使って演習 

［第14回] a：復習 これまでの文法事項を復習する 

     b：試験 

 

３．履修上の注意 

 授業には必ず，辞書を持参してください。辞書は第１回目の授業の

中で紹介します。そのあとで購入してください。 

 出席は，授業の開始時に毎回とります。 

 わからないことは，遠慮なく質問してください。 

１．授業の概要・到達目標 

 春学期で身につけた文法事項を確認しながら，新しい項目を学んでい

きます。 

 この講座の到達目標は，動詞の３基本形を覚えた上で，完了形・受動

態・非現実話法などの文法事項を理解していくことにあります。 

 当然のことながら，ドイツ語の文は複雑に，長くなっていきます。し

かし，習得したドイツ語の文法の知識を丁寧に活用していけば，難しそ

うにみえるドイツ語の文章でもパズルのピースをはめるように論理的に

理解することができるのだということを確認していきましょう。 

 そして，このような言葉を持つドイツ語圏の国々が，どういった国で

あるのか，視聴覚教材等を利用しながら，その文化や風土を適宜紹介し

ていきます。教養と視野を広げるための一助になれば幸いです。 

 

２．授業内容 

 およそ，以下のような順番で学んでいきます。 

［第１回] 春学期の復習動詞の人称変化，名詞の格変化を中心に復習 

［第２回] 再帰代名詞・命令形 動詞の使い方を復習しよう１  

［第３回] 再帰代名詞・命令形 動詞の使い方を復習しよう２ 

［第４回] 形容詞 名詞に形容詞を付けて表現する 

［第５回] 比較級 「～よりも」「もっとも～」という表現をマスター

する 

［第６回] 定冠詞類 冠詞の復習をする 

［第７回] 従属接続詞・副文 文と文を接続詞でつないで表現する 

［第８回] 現在完了形 ドイツ語で過去のことを表現してみる１ 

［第９回] 過去形 ドイツ語で過去のことを表現してみる２ 

［第10回] 関係代名詞・指示代名詞 関係代名詞を使って、より複雑

な文を作ってみる 

［第11回] 受動態 「～される」という文を作って表現する 

［第12回] zu不定詞 便利な表現zu不定詞を使ってさらに表現の幅

を広げる 

［第13回] 未来形 未来形の三用法を学習する 

［第14回] a：復習 これまでの重要文法事項を復習する 

     b：試験 

 

３．履修上の注意 

 授業には必ず，辞書を携帯してください。 

 春学期に比べ，一回の授業の進み具合は速くなります。 

 

４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 春学期同様、予習よりも復習に時間をかけましょう。授業時に次回ま

での課題を提示いたします。期限までに完成させ提出してください。 

 

５．教科書 

『ドイツ語の時間＜わくわくライプツィヒ＞』（清野智昭ほか著 朝日出

版社）を使用します。 



 

                             

 

 

 積極的な発言を期待しています。 

 

４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 事前に次回学習範囲を指t定いたします。予習にはそれほど時間を

かける必要はありません。一方で復習はしっかりと行ってください。 

 

 

５．教科書 

『ドイツ語の時間＜わくわくライプツィヒ＞』（清野智昭ほか著 朝日

出版社）を使用します。 

 

６．参考書 

 

７．課題に対するフィードバックの方法 

 

８．成績評価の方法 

 試験 50％，授業への貢献度 50％によって評点を算出し，60 点以上

を合格とします。 

 

９．その他 

 部の活動もドイツ語もがんばりましょう。 

 

６．参考書 

 

７．課題に対するフィードバックの方法 

 

８．成績評価の方法 

 試験50％，授業への貢献度50％によって評点を算出し，60点以上を合

格とします。 

 

９．その他 

 ドイツ語検定にも挑戦しましょう。 



 

                             

 

 

２０２３年度スポーツ特別入試入学者対象語学科目シラバス（ドイツ語） 

ドイツ

語 

開講地区 曜日時限 定 員 単 位 配当学年 担当教員名 主催学部 

生田 木曜日２限 なし 
春学期：１単位 

秋学期：１単位 
２年 水野 真紀子 理工学部 

 

春学期 秋学期 

１．授業の概要・到達目標 

 楽しくドイツ語を学ぶ講座です。授業の目標は，ドイツ語圏での生

活に必要なコミュニケーション能力を習得することです。具体的には，

日常的な表現を用いて，自分と相手の個人的な情報について簡単なや

りとりができるようになることを目指します。また，ドイツ語圏の文

化についての知識を習得することにも力を入れたいと思います。 

 

２．授業内容 

 授業はペアワーク，グループワーク及びディスカッションやプレゼ

ンテーションの課題を通して，受講生同士が協力しながらドイツ語を

学ぶ機会としたいと思います。教科書に沿って授業を進め，１〜２課

毎に小テストを行う予定です。 

 授業の進行予定は概ね次の通りですが，受講者の理解度に応じて進

度を変更することがあります。 

 

第１回 イントロダクション 初めましてドイツ語 

第２回～第４回 Lektion 1 Neu hier? あいさつをする, 自己紹介

をする, 好きなことを話す 

第５回～第７回 Lektion 2 Mein Kurs. 数字や電話番号を言う, 

友人の紹介をする，学校生活について話す, 好きなことや嫌いなこと

について話す 

第８回～第10回 Lektion 3 Lieblingstiere，Lieblingsdinge. 動

物や身の回りの物について話す, インタヴューしたり報告したりす

る, 持ち物や飼っている動物について話す 

第11回～第13回 Lektion 4 Mein Tag. 時刻や日付や曜日を表現

する, 1 日のスケジュールを描写する，学校生活について読んだり書

いたりする, みんなの前でプレゼンテーションをする 

第14回 発表 

 

３．履修上の注意 

 いくら間違っても良いので，積極的に声を出して話してください。

自ら学んでいく姿勢を評価します。 

 

４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 教科書の予習は必要ありません。 

 授業内で学んだことを，宿題や復習を通して次回の授業までに確認

してください。 

 

５．教科書 

 藁谷郁美ほか編著『プリマ・プルス』（朝日出版社） 

 

６．参考書 

 辞書については初回授業で案内します。 

 参考資料は随時クラスウェブにアップロードします。 

 

１．授業の概要・到達目標 

 楽しくドイツ語を学んでいく講座です。授業の目標は，ドイツ語圏で

の生活に必要なコミュニケーション能力を習得することです。具体的に

は，日常的な表現を用いて，自分と相手の個人的な情報について簡単な

やりとりができるようになることを目指します。また，ドイツ語圏の文

化についての知識を習得することにも力を入れたいと思います。 

 

２．授業内容 

 授業はペアワーク，グループワーク及びディスカッションやプレゼン

テーションの課題を通して，受講生同士が協力しながらドイツ語を学ぶ

機会としたいと思います。教科書に沿って授業を進め，１〜２課ごとに

小テストを行う予定です。 

 授業の進行予定は次の通りですが，受講者の理解度に応じて進度を変

更することがあります。 

 

第１回 前期の復習 Lektion 1-4 自分のことをドイツ語で話そう！ 

第４回～第５回 Lektion 5 Hobbys. 趣味や休日の過ごし方について

話す，友人と待ち合わせをする，自分にできる事やできない事を他の人

に伝える, 統計データを理解する 

第６回～第７回 Lektion 6 Meine Familie. 絵を見て描写する，自

分の家族について話す，家族をテーマにした文章を理解する, いろいろ

な職業について話す 

第８回～第９回 Lektion 7 Was kostet das? 品物を選んで購入す

る, 欲しいものを表現する，値段について話す, 品物について評価を言

う 

第１０回〜第１１回 Lektion 8 Mein Zimmer 自分の部屋を描写する, 

日常生活について話す, ほかの人に指示する／依頼する, 自分の気持ち

を表現する 

第１２回〜第１３回 Lektion 9 Das schmeckt gut 好きな食べ物につ

いて話しお互いに比較する, 朝食・昼食・夕食について話す, 郷土料理

について話す, お店で注文する 

第１４回 

 

３．履修上の注意 

 いくら間違っても良いので，積極的に声を出して話してください。自

ら学んでいく姿勢を評価します。 

 

４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 教科書の予習は必要ありません。 

 授業内で学んだことを，宿題や復習を通して次回の授業までに確認し

てください。 

 

５．教科書 

 藁谷郁美ほか編著『プリマ・プルス』（朝日出版社） 

 



 

                             

 

 

 

 

７．課題に対するフィードバックの方法 

 

８．成績評価の方法 

 積極的な授業参加，毎回のリアクションコメントなど平常点50％，

小テストの成績50％で評価します。合計60％以上で合格とします。 

※授業回数の３分の２以上出席した者のみを評価対象とします。 

 

９．その他 

 

６．参考書 

 辞書については初回授業で案内します。 

 参考資料は随時クラスウェブにアップロードします。 

 

７．課題に対するフィードバックの方法 

 

８．成績評価の方法 

 積極的な授業参加，毎回のリアクションコメントなど平常点50％，小

テストの成績50％で評価します。合計60％以上で合格とします。 

※授業回数の３分の２以上出席した者のみを評価対象とします。 

 

９．その他 



 

                             

 

 

２０２３年度スポーツ特別入試入学者対象語学科目シラバス（ドイツ語） 

ドイツ

語 

開講地区 曜日時限 定 員 単 位 配当学年 担当教員名 主催学部 

和泉 金曜日１限 40名 
春学期：１単位 

秋学期：１単位 
１年 松島 渉 経営学部 

 

春学期 秋学期 

１．授業の概要・到達目標 

 アルファベートの読み方・発音の基本から始め，あいさつや基本的

な会話表現と文法事項を中心に学習します。ドイツ語圏の社会や文化

にかんする基本的な知識を得ることも授業の目的の一つです。 

 教室では二人一組で会話練習をする機会が必ずあります。語学は頭

で理解し読み書きするだけでなく，実際に声を出して対話することが

大事です。授業への積極的な参加も評価の対象になります。 

 

２．授業内容 

 第1回：導入，アルファベート，自分の名前を言う 

 第2回：出身，住んでいるところを言う 

 第3回：ドイツの地名・出身，第1課のまとめ 

 第4回：専攻，国籍を言う 

 第5回：学んでいる言語，職業を言う 

 第6回：主語が三人称の文，第2課のまとめ 

 第7回：ものを表す名詞，名詞の性 

 第8回：不定冠詞，否定冠詞，10までの数詞 

 第9回：複数形，定冠詞，第3課のまとめ 

 第10回：11以上の数詞，好きな食べ物・飲み物を言う 

 第11回：レストランでの会話 

 第12回：レストランでの会話実践 

 第13回：学習事項の整理 

 第14回 a：試験 

     b：解説 

 

３．履修上の注意 

 教科書は必ず買うこと。授業への積極的な参加を期待しています。 

 

４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 毎回，授業で扱った範囲を音読して復習すること。理解できなかっ

た部分を放置せずによく復習し，それでもわからなかった場合は次の

授業の際に質問してください。 

 

５．教科書 

 『ゲナウ！コミュニケーションのドイツ語 ノイ』新倉真矢子ほか，

郁文堂 

 

６．参考書 

 特に定めません。 

 

７．課題に対するフィードバックの方法 

 提出課題に関しては添削して返却します。 

 

８．成績評価の方法 

 平常点・小テストで計50点。期末テスト50点。両者を総合して成

１．授業の概要・到達目標 

 春学期で習った発音や文法事項の復習から始め，基礎から一歩進んだ

会話表現と文法事項を中心学習します。ドイツ語圏の社会や文化にかん

する基本的な知識を得ることも授業の目的の一つです。 

 教室では２人一組で会話練習をする機会が必ずあります。語学は頭で

理解し読み書きするだけでなく，実際に声を出して対話することが大事

です。授業への積極的な参加も評価の対象になります。 

 

２．授業内容 

 第1回：導入，春学期の振り返り 

 第2回：家族を表す名詞，所有冠詞 

 第3回：人を説明する形容詞，人称代名詞，５課まとめ 

 第4回：さまざまな動詞を使い趣味を言う 

 第5回：動詞を使って好きな事を言う，不規則変化動詞 

 第6回：時間帯を表す語句を使った表現，命令形 

 第7回：第６課まとめ，助動詞「～つもりだ」 

 第8回：助動詞「～したい」「～できる」 

 第9回：助動詞「～ねばならない」「～してよい」第７課まとめ 

 第10回：３格「～に」を使った文 

 第11回：位置を表す前置詞を使った文 

 第12回：時刻の表現 

 第13回：学習事項の整理 

 第14回 a：試験 

     b：解説 

 

３．履修上の注意 

 教科書は必ず買うこと。授業への積極的な参加を期待しています。 

 

４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 毎回，授業で扱った範囲を音読して復習すること。理解できなかった

部分を放置せずによく復習し，それでもわからなかった場合は次の授業

の際に質問してください。 

 

５．教科書 

 『ゲナウ！コミュニケーションのドイツ語 ノイ』新倉真矢子ほか，郁

文堂 

 

６．参考書 

 特に定めません。 

 

７．課題に対するフィードバックの方法 

 提出課題に関しては添削して返却します。 

 

８．成績評価の方法 

 平常点・小テストで計 50点。期末テスト 50点。両者を総合して成績



 

                             

 

 

績評価がつけられます。 

 

９．その他 

 当クラスはスポーツ入学者のためのクラスです。どの学部の学生で

も登録可能です。ドイツ語やドイツに関心のある学生の受講を歓迎し

ます。 

評価がつけられます。 

 

９．その他 

 当クラスはスポーツ入学者のためのクラスです。どの学部の学生でも

登録可能です。ドイツ語やドイツに関心のある学生の受講を歓迎します。 



 

                             

 

 

２０２３年度スポーツ特別入試入学者対象語学科目シラバス（ドイツ語） 

ドイツ

語 

開講地区 曜日時限 定 員 単 位 配当学年 担当教員名 主催学部 

和泉 金曜日２限 40名 
春学期：１単位 

秋学期：１単位 
２年 松島 渉 経営学部 

 

春学期 秋学期 

１．授業の概要・到達目標 

 すでに学んだ文法を復習し，基礎文法知識を確固たるものにします。

初級クラスでわからなかった点をクリアにし，一歩進んだ表現が身に

つけられるようにします。 

 

２．授業内容 

 文法事項を復習したあと，問題演習，毎回授業の最後に内容確認の

プリントを提出するという流れになります。 

 第１回：導入，発音 

 第２回：人称代名詞と動詞の現在人称変化 

 第３回：名詞の性と格 

 第４回：定冠詞類と不定冠詞類 

 第５回：人称代名詞 

 第６回：不規則動詞・命令形 

 第７回：前置詞 

 第８回：分離動詞・接続詞 

 第９回：話法の助動詞 

 第10回：動詞の３基本形・過去形 

 第11回：現在完了形・受動文 

 第12回：形容詞・比較表現 

 第13回：学習事項の整理 

 第14回 a：試験 

     b：解説 

 

３．履修上の注意 

 教科書と辞書の持参は必須です。授業への積極的な参加を期待して

います。 

 

４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 特に予習・復習は必要ありませんが，欠席した回は，プリントを各

自学習し分からない点は質問すること。 

 

５．教科書 

 『プロムナード やさしいドイツ語文法［改訂版］』萩原耕平ほか，

白水社，2019年 

 

６．参考書 

 特に定めません。 

 

７．課題に対するフィードバックの方法 

 提出課題は添削して返却します。 

 

８．成績評価の方法 

 平常点・小テストで計50点。期末テスト50点。両者を総合して成

績評価がつけられます。 

１．授業の概要・到達目標 

 第一に春学期に復習した基本文法をもとに平易なドイツ語の文を書け

ることができるようになること, 第二に平易なドイツ語会話を理解でき

るようになることが目標です。 

 

２．授業内容 

 序盤は春学期の内容をさらに復習し，その後前期にやっていない文法

事項に進みます。文法事項復習完了後、学期後半では映像教材を使って

ドイツ語とともにドイツの文化について学びます。以下は前年度に扱っ

た内容ですが、受講者諸君からの要望があれば変更することもある。 

 第１回：動詞の現在人称語尾変化・語順, 名詞の性・数・格に応じた

冠詞の変化, 冠詞類 ,否定, 人称代名詞 

 第２回：不規則動詞・命令形, 前置詞, 分離動詞 

 第３回：接続詞, 助動詞 

 第４回：動詞の３基本形・過去形現在完了形 

 第５回：受動, 数詞, 時刻表現 

 第６回：形容詞変化, 比較 

 第７回：再帰表現, zu不定詞 

 第８回：ドイツにおけるサッカーについて 

 第９回：ドイツのソーセージについて 

 第10回：ドイツの学校について 

 第11回：ドイツのビールについて 

 第12回：ドイツにおけるゴミについて 

 第13回：学習事項の整理 

 第14回 a：試験 

     b：解説 

 

３．履修上の注意 

 教科書と辞書の持参は必須です。授業への積極的な参加を期待してい

ます。 

 

４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 特に予習・復習は必要ありませんが，欠席した回は，プリントを各自

学習し分からない点は質問してください。 

 

５．教科書 

 『プロムナード やさしいドイツ語文法［改訂版］』萩原耕平ほか，白

水社，2019年 

 

６．参考書 

 特に定めません。 

 

７．課題に対するフィードバックの方法 

 提出課題については添削し返却します。 

 



 

                             

 

 

 

９．その他 

 当クラスはスポーツ入学者のためのクラスです。どの学部の学生で

も登録可能です。ドイツ語やドイツに関心のある学生の受講を歓迎し

ます。 

８．成績評価の方法 

 平常点・小テストで計 50点。期末テスト 50点。両者を総合して成績

評価がつけられます。 

 

９．その他 

 当クラスはスポーツ入学者のためのクラスです。どの学部の学生でも

登録可能です。ドイツ語やドイツに関心のある学生の受講を歓迎します。 

 



 

                             

 

 

２０２３年度スポーツ特別入試入学者対象語学科目シラバス（フランス語） 

フランス 

語 

開講地区 曜日時限 定 員 単 位 配当学年 担当教員名 主催学部 

和泉 金曜日３限 40名 
春学期：１単位 

秋学期：１単位 
２年 西村 美穂 文学部 

 

春学期 秋学期 

１．授業の概要・到達目標 

 やさしいフランス語の文章を音読しながら，フランス語の仕組みを理

解する。 

 

２．授業内容 

 ① テクスト音読 

 ② 文法確認 

 ③ 仏会話・歌・詩などの聞きとり・音読 

 ④ フランス語の暗記 

 

［第１回] アルファべ 

［第２回] 綴り字の読み方 

［第３回] お名前は？ 

［第４回] 住んでいるところは？ 

［第５回] 何歳ですか？ 数字 

［第６回] 何をしていますか？ 

［第７回] 好きですか？ 嫌いですか？ 

［第８回] 何曜日？ 

［第９回] ご家族は？ 

［第10回] 何をしますか？ 

［第11回] どこにいますか？ 

［第12回] ～してください 

［第13回] そちらの天気は？ 

［第14回] ａ．試験 ｂ．解説 

 

３．履修上の注意 

 教室で指示する。 

 

４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 フランス語を，何度も繰り返し聴き，声に出す。 

 

５．教科書 

 プリント 

 

６．参考書 

 教室で指示する。 

 

７．課題に対するフィードバックの方法 

 

８．成績評価の方法 

 平常点（小テストを含む）70％、定期試験30％ 

 

９．その他 

１．授業の概要・到達目標 

 やさしいフランス語の文章を音読しながら，フランス語の仕組みを

理解する。フランス文化にも理解を深めたい。 

 

２．授業内容 

① テクスト音読 

② 文法確認 

③ 仏会話・歌・詩などの聞きとり・音読 

④ フランス語の暗記 

 

［第１回] 復習 

［第２回] 人称代名詞 

［第３回] 過去の表現 

［第４回] 過去の表現 

［第５回] 過去の表現 

［第６回] 過去の表現 

［第７回] 否定形 

［第８回] 中性代名詞 

［第９回] 条件法 

［第10回] 未来の表現 

［第11回] 未来の表現 

［第12回] 関係代名詞 

［第13回] 強調構文 

［第14回] ａ．試験 ｂ．解説 

 

３．履修上の注意 

 教室で指示する。 

 

４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 フランス語を，何度も繰り返し聴き，声に出す。 

 

５．教科書 

 プリント 

 

６．参考書 

 教室で指示する。 

 

７．課題に対するフィードバックの方法 

 

８．成績評価の方法 

 平常点（小テストを含む）７０％，定期試験３０％ 

 

９．その他 



 

                             

 

 

２０２３年度スポーツ特別入試入学者対象語学科目シラバス（フランス語） 

フランス 

語 

開講地区 曜日時限 定 員 単 位 配当学年 担当教員名 主催学部 

生田 月曜日３限 なし 
春学期：１単位 

秋学期：１単位 
１年 小谷 奈津子 理工学部 

 

春学期 秋学期 

１．授業の概要・到達目標 

 フランス語入門の教材を用いて、発音・初級文法・実用的な基本表現

を学んでいきます。生活の中で活用できるフレーズの発音や言葉の入れ

替えなどの練習を繰り返し行い、フランス語の基礎を身につけることが

目標です。またフランスの文化にも関心を広げていきます。 

 

２．授業内容 

第１回 アルファベ、フランス語の特色 

第２回 あいさつ 

第３回 不定冠詞，名詞の性・数 

第４回 定冠詞，構文C'est〜 

第５回 主語人称代名詞，er動詞, 疑問文 

第６回 形容詞，否定文 

第７回 所有形容詞，疑問文の答え方 

第８回 不規則動詞etre，指示形容詞 

第９回 不規則動詞avoir，冠詞の変形 

第10回 不規則動詞prendre，部分冠詞 

第11回 第２群規則動詞，疑問形容詞 

第12回 不規則動詞aller/venir 

第13回 副詞的代名詞 y, en 

第14回 a : 試験 / b : まとめ 

 

 

３．履修上の注意 

 教科書と仏和辞典を必ず持参すること。第１回の授業から教科書を使

用します。 

はじめて学ぶ言語ですから、間違いを恐れずに声に出して練習しましょ

う。 

 

４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 事前に授業範囲を確認し、単語調べをすること。授業後、新しく学ん

だ動詞の活用などは、発音をして覚えておくこと。 

 

５．教科書 

 『フランス語へのパスポート』，内藤陽哉、玉田健二著，（白水社） 

 

６．参考書 

 必要に応じて授業中に指示します。 

 

７．課題に対するフィードバックの方法 

 

８．成績評価の方法 

 積極的な授業参加（発表・課題）60％、定期試験40％で評価します。 

 

９．その他 

１．授業の概要・到達目標 

 フランス語入門の教材を用いて、発音・初級文法・実用的な基本表

現を学んでいきます。生活の中で活用できるフレーズの発音や言葉の

入れ替えなどの練習を繰り返し行い、フランス語の基礎を身につける

ことが目標です。またフランスの文化にも関心を広げていきます。 

 

２．授業内容 

第１回 近い未来・近い過去 

第２回 命令法，疑問副詞 

第３回 目的語になる代名詞 

第４回 不規則動詞pouvoir / vouloir，原形構文 

第５回 疑問代名詞，関係代名詞qui, que 

第６回 比較，強勢形 

第７回 代名動詞，指示代名詞 

第８回 複合過去１ 

第９回 複合過去２ 

第10回 非人称，ジェロンディフ 

第11回 単純未来 

第12回 強調構文 

第13回 復習 

第14回 a : 試験 / b : まとめ 

 

 

３．履修上の注意 

 教科書と仏和辞典を必ず持参すること。第１回の授業から教科書を使

用します。 

はじめて学ぶ言語ですから、間違いを恐れずに声に出して練習しましょ

う。 

 

４．準備学習（予習・復習等）の内容 

ｖ事前に授業範囲を確認し、単語調べをすること。授業後、新しく学

んだ動詞の活用などは、発音をして覚えておくこと。 

 

５．教科書 

 『フランス語へのパスポート』，内藤陽哉、玉田健二著，（白水社） 

 

６．参考書 

 必要に応じて授業中に指示します。 

 

７．課題に対するフィードバックの方法 

 

８．成績評価の方法 

 積極的な授業参加（発表・課題）50％、定期試験50％で評価します。 

 

９．その他 



 

                             

 

 

２０２３年度スポーツ特別入試入学者対象語学科目シラバス（フランス語） 

フランス 

語 

開講地区 曜日時限 定 員 単 位 配当学年 担当教員名 主催学部 

生田 水曜日３限 なし 
春学期：１単位 

秋学期：１単位 
２年 清岡 智比古 理工学部 

 

春学期 秋学期 

１．授業の概要・到達目標 

１年次に学んだ内容のさらなる定着を目指して，フランス語文法全体の

復習を行いながら，その運用力の向上を目指す。特に，日常的場面での

表現に重点を置く。 

 

２．授業内容 

［第１回] イントロダクション 

［第２回] 発音練習・リエゾン等 

［第３回] 名詞・不定冠詞・定冠詞 

［第４回] 提示の表現・主格代名詞 

［第５回] avoir の現在形・形容詞 

［第６回] 第一群規則動詞 

［第７回] 疑問形・部分冠詞 

［第８回] 縮約・etre の現在形 

［第９回] 指示形容詞・疑問形容詞 

［第10回] 命令形・不規則動詞１ 

［第11回] 近接未来・近接過去 

［第12回] さまざまな否定表現 

［第13回] 音声練習 

［第14回] ａ・まとめ ｂ・試験 

 

３．履修上の注意 

演習形式であるので，出席のもつ意味は重要である。必ず初回から出席

すること。 遅刻・欠席は減点の対象となる。 

また、教科書とは別に、新聞、雑誌等から、時事的な話題を扱ったレポ

ートが課される。（これは、授業中に小テストとして課される場合もあ

る。） 

 

４．準備学習（予習・復習等）の内容 

テキストは各課４ページで構成されているが，３ページ目の文法項目に

ついては，各自予習して授業に臨むこと。 

 

５．教科書 

『ボンボン・ショコラ』清岡智比古，白水社 

 初回授業までに必ず用意すること。 

 

６．参考書 

 『フラ語入門，わかりやすいにもホドがある！』白水社 

 

７．課題に対するフィードバックの方法 

Oh-o ! Meiji を通じてコメントします。 

 

８．成績評価の方法 

授業への参加度(20％），期末試験（80％）で，60％以上を合格とする。

遅刻や欠席も減点の対象となる。 

１．授業の概要・到達目標 

１年次に学んだ内容のさらなる定着を目指して，フランス語文法全体

の復習を行いながら，その運用力の向上を目指す。特に，日常的場面

での表現に重点を置く。 

 

２．授業内容 

［第１回] フランス語・３の復習 

［第２回] 不規則動詞２ 

［第３回] 不規則動詞３，動詞まとめ 

［第４回] 比較級・最上級 

［第５回] faire の用法，否定の de 

［第６回] 非人称表現１ 

［第７回] 目的格人称代名詞 

［第８回] 強調構文 

［第９回] 提示表現 

［第10回] 非人称表現２ 

［第11回] 複合過去１ 

［第12回] 複合過去２ 

［第13回] 音声練習 

［第14回] ａ・まとめ ｂ・試験 

 

３．履修上の注意 

演習形式であるので，出席のもつ意味は重要である。必ず初回から出席

すること。 遅刻・欠席は減点の対象となる。 

また、教科書とは別に、新聞、雑誌等から、時事的な話題を扱ったレポ

ートが課される。（これは、授業中に小テストとして課される場合もあ

る。） 

 

４．準備学習（予習・復習等）の内容 

テキストは各課４ページで構成されているが，３ページ目の文法項目

については，各自予習して授業に臨むこと。 

 

５．教科書 

『ボンボン・ショコラ』清岡智比古，白水社 

 初回授業までに必ず用意すること。 

 

６．参考書 

『フラ語入門，わかりやすいにもホドがある！』白水社 

 

７．課題に対するフィードバックの方法 

Oh-o ! Meiji を通じてコメントします。 

 

８．成績評価の方法 

授業への参加度（20％），期末試験（80％）で，60％以上を合格とする。

遅刻や欠席も減点の対象となる。 



 

                             

 

 

 

 

９．その他 

 

 

 

９．その他 



 

                             

 

 

２０２３年度スポーツ特別入試入学者対象語学科目シラバス（フランス語） 

フランス 

語 

開講地区 曜日時限 定 員 単 位 配当学年 担当教員名 主催学部 

和泉 火曜日３限 40名 
春学期：１単位 

秋学期：１単位 
１年 中村 美緒 経営学部 

 

春学期 秋学期 

１．授業の概要・到達目標 

 シチュエーションに合わせた会話を練習しながら、そこに出てくる文

法事項も自然に理解することを目的としています。履歴書にも書けるフ

ランス語検定３級程度の筆記・面接試験を目指すと同時に、楽しんでフ

ランス語を使えるようになりましょう。 

 This is a class to learn useful grammar using for a conversation 

in various situations. Review the beginner's grammar with this 

textbook and get to the third level of the French language test, 

which you can write on your resume. You will also gain 

conversation skills that you can use in any situations in life. 

 

２．授業内容 

 １回の授業で1/2レッスン（２ページ）ずつ進みます。左ページでは

イラストを見ながら簡単な会話文を口頭練習して必要な文法事項を確

認します。右ページでは文法練習問題で復習してから、会話を発展させ

使えるように練習します。 

 We will advance half of one lesson (2 pages) per class. Learn 

some short phrases in situation, and review the grammar used in 

the dialogue. On page 2, we put these short phrases to practical 

use. 

 第１回 Leçon 1-1 「街中で(昼間のあいさつ)」単母音字の読み方、

発音しない文字 

 第２回 Leçon 1-2 「カフェで(夜のあいさつ)」複母音字の読み方 

 第３回 Leçon 2-1 「税関で(国籍)」疑問文、動詞être 

 第４回 Leçon 2-2 「空港で(名前)」否定文 

 第５回 Leçon 3-1 「リビングで」c’est、数詞、不定冠詞 

 第６回 Leçon 3-2 「教室で」定冠詞、所有形容詞 

 第７回 Leçon 4-1 「公園で-1」-er動詞、疑問詞où 

 第８回 Leçon 4-2  「公園で-2」倒置疑問文、場所の前置詞 

 第９回 Leçon 5-1 「美術館で-1」動詞avoir、疑問詞quel, combien 

 第10回 Leçon 5-2 「美術館で-2」形容詞 

 第11回 Leçon 6-1 「浜辺で」非人称構文 

 第12回 Leçon 6-2 「駅で」動詞aller、縮約à、疑問詞qui 

 第13回 Leçon 7-1 「ブログ記事-1」動詞venir、縮約de、疑問詞

quand, qui est-ce que 

 第14回 試験とまとめ 口頭・筆記試験 

  

  

 

 

３．履修上の注意 

 使えるフレーズを積み重ねて場面に対応する力をつける授業です。文

法事項も実践で覚えます。授業中にしっかり練習しましょう。 

 

４．準備学習（予習・復習等）の内容 

１．授業の概要・到達目標 

シチュエーションに合わせた会話を練習しながら、そこに出てくる文

法事項も自然に理解することを目的としています。履歴書にも書ける

フランス語検定３級程度の筆記・面接試験を目指すと同時に、楽しん

でフランス語を使えるようになりましょう。 

 This is a class to learn useful grammar using for a 

conversation in various situations. Review the beginner's 

grammar with this textbook and get to the third level of the 

French language test, which you can write on your resume. You 

will also gain conversation skills that you can use in any 

situations in life. 

 

 

２．授業内容 

１回の授業で1/2レッスン（２ページ）ずつ進みます。左ページでは

イラストを見ながら簡単な会話文を口頭練習して必要な文法事項を確

認します。右ページでは文法練習問題で復習してから、会話を発展さ

せ使えるように練習します。 

 We will advance half of one lesson (2 pages) per class. Learn 

some short phrases in situation, and review the grammar used in 

the dialogue. On page 2, we put these short phrases to 

practical use. 

第１回 Leçon 7-2 「学校で」中性代名詞y、疑問詞comment, 

pourquoi 

 第２回 Leçon 8-1 「レストランで-1」動詞vouloir、部分冠詞 

 第３回 Leçon 8-2 「レストランで-2」動詞prendre、中性代名詞

en 

 第４回 Leçon 9-1  「衣料店で-1」指示代名詞、目的補語人称代名

詞(直接) 

 第５回 Leçon 9-2  「衣料店で-2」比較級・最上級、目的補語人

称代名詞(間接) 

 第６回 Leçon 10-1 「日常生活」代名動詞、動詞faire 

 第７回 Leçon 10-2 「駅のホームで」命令法 

 第８回 Leçon 11-1 「セーヌ川沿いで」複合過去(avoir) 

 第９回 Leçon 11-2  「地下鉄の駅で」複合過(être) 

 第10回 Leçon 12-1 「庭で」半過去、動詞pouvoir 

 第11回 Leçon 12-2 「ブログ記事-2」近接過去、動詞voir 

 第12回 Leçon 13-1 「外出の前に」近接未来、動詞mettre 

 第13回 Leçon 13-2  「散歩をしながら」単純未来、ジェロンディ

フ 

 第14回 試験とまとめ 口頭・筆記試験 

 

 

３．履修上の注意 

使えるフレーズを積み重ねて場面に対応する力をつける授業です。文法



 

                             

 

 

 15～30分程度で終わる、短い使えるフレーズを覚える宿題が出ます。 

 

５．教科書 

 『ア・トン・トゥール』大湾宗定・阪口勝弘 著（白水社） 

 

６．参考書 

 特にありません。 

 

７．課題に対するフィードバックの方法 

 

８．成績評価の方法 

成績評価： 

平常点（授業への参加と発言）40% 

中間テスト（授業内小テスト）30% 

学期末テスト（授業最終日に実施される筆記・口頭試験)30% 

試験方法： 

・この授業は「期間前試験」を行う科目のため，学期末試験は「試験期

間中」ではなく，通常授業の最終日の授業時間内に実施します。 

・ 試験実施方法は今後事情により変更される場合もあります。その際

は都度お知らせいたします。 

 

 

９．その他 

事項も実践で覚えます。授業中にしっかり練習しましょう。 

 

４．準備学習（予習・復習等）の内容 

15～30分程度で終わる、短い使えるフレーズを覚える宿題が出ます。 

 

５．教科書 

『ア・トン・トゥール』大湾宗定・阪口勝弘 著（白水社） 

 

６．参考書 

特にありません。 

 

７．課題に対するフィードバックの方法 

 

８．成績評価の方法 

成績評価： 

平常点（授業への参加と発言）40% 

中間テスト（授業内小テスト）30% 

学期末テスト（授業最終日に実施される筆記・口頭試験)30% 

試験方法： 

・この授業は「期間前試験」を行う科目のため，学期末試験は「試験期

間中」ではなく，通常授業の最終日の授業時間内に実施します。 

・ 試験実施方法は今後事情により変更される場合もあります。その際

は都度お知らせいたします。 

 

 

９．その他 

 



 

                             

 

 

２０２３年度スポーツ特別入試入学者対象語学科目シラバス（中国語） 

中国語 

開講地区 曜日時限 定 員 単 位 配当学年 担当教員名 主催学部 

和泉 火曜日５限 40名 
春学期：１単位 

秋学期：１単位 
１年 呉 敏 法学部 

 

春学期 秋学期 

１．授業の概要・到達目標 

 中国語の初習者を対象として，中国語の発音と基礎文法の習得を目

指し，応答練習を通して簡単なコミュニケーション能力を身につける。

こうした中国語を聞き，話すための基礎力を養成して，様々な領域で

日本と深い関係を保つ中国の社会と文化に対する関心と理解を深め

る。 

 [u]目的[/u]：中国人との交流の場，特にスポーツの面での交流にお

いて，コミュニケーションに役立つ実用的な中国語を身につけること

を学習目標にする。 

 

２．授業内容 

第１回：中国語の特徴、発音学ぶ１（四声、単母音、） 

第２回：発音学ぶ２（複母音、子音） 

第３回：発音学ぶ３（鼻母音、声調変化、ｒ化音） 

第４回：発音テスト 

第５回：第１課 

第６回：第２課 

第７回：中国映画『幸福時光』観賞 

第８回：第３課 

第９回：第４課 

第10回：第５課 

第11回：第６課 

第12回：第７課 

第13回：総復習 

第14回：総括・試験 

 

＊授業内容は必要に応じて変更することがあります。 

 

３．履修上の注意 

 授業中，居眠りしたり，携帯で遊んだりすることをしないように，

練習，問答及び宿題をまじめにやること。 

 

私欠４回限り、公欠のみが５回限り、超えると単位を取る資格がなく

なる。公欠と私欠を混ぜて 4回以上はダメ。学校の規則によって、授

業数の三分の二回出席する必要がある。 

 

公欠は試合、合宿の場合限り。 

 

30分を超える遅刻は欠席とする。また３回の遅刻で１回欠席とする。 

 

 無断欠席は、期末評価の時、1回につき2点が引かれる。 

 

４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 次回の授業に学ぶ新しい本文と語法を予習し，既に教えたものを復

習し，宿題をやること。 

１．授業の概要・到達目標 

この授業は、テキストを使用して、中国語のピンイン発音、後半の日常

会話を中心として勉強するのです。外国語を学習する必要とする四つの

力「聴（聞く）説（話す）讀（読む）写（書く）」を覚えるように目標

とします。 

中国語の勉強を通して、中国の文化、風土、人情などの理解を深める事

を目的とする。 

中国語で自己紹介を言えるよう目指します。 

 

２．授業内容 

第１回：     学習指導を聞きながらテキスト6ページの内容を確認す

る 

第２回：     テキストの第一課 発音の一及び練習 

第３回：     テキストの第二課 発音の二及び練習 

第４回：     テキストの第三課 発音の三及び練習 

第５回：     テキストの第四課 発音の四及び練習 

第６回：     テキストの第五課 発音の五及び練習 

第７回：     テキストの第六課 本文、単語、文法 

第８回：     テキストの第六課 宿題、練習 

第９回：     テキストの第七課 本文、単語、文法 

第10回：    テキストの第七課 宿題、練習 

第11回：    テキストの第八課 本文、単語、文法 

第12回：    テキストの第八課 宿題、練習 

第13回：    今までの内容の復習 前期テストの説明 

第14回：  テスト 

 

＊授業内容は必要に応じて変更することがあります。 

 

３．履修上の注意 

予習、復習、繰り返す事が言葉上達のカギである。 

 

４．準備学習（予習・復習等）の内容 

  授業を始まる前に六ページの内容を読む。 

 

５．教科書 

『話してみよう中国語』（改訂版）宮本大輔 温琳著（駿河台出版社）（2200

＋税） 

 

６．参考書 

『中国語発音マスター』高田裕子著（大修館書店）（2000+税） 

 

７．課題に対するフィードバックの方法 

授業中、対面テストを通して、把握するようにします。 

 

８．成績評価の方法 



 

                             

 

 

 

５．教科書 

 （初級）『We Can 中国語』（改定版） 

 徐送迎 著 

  朝日出版社 ￥2400（税別） 

 

６．参考書 

 『中国語の入門』 著者 山下輝彦  白水社 ￥１９００（税別） 

 

７．課題に対するフィードバックの方法 

 

８．成績評価の方法 

 平常点（宿題，授業中の問答と練習に関する評価，学習態度など）

30％，試験（70％）にて評価する。 

 

９．その他 

 スポーツの訓練と同じように，毎日少しずつ中国語の実用的な語句

を練習して覚えれば，必ず中国語ができるようになります。 

レポート、学習成績など、総合的に評価する。 

 

９．その他 



 

                             

 

 

２０２３年度スポーツ特別入試入学者対象語学科目シラバス（中国語） 

中国語 

開講地区 曜日時限 定 員 単 位 配当学年 担当教員名 主催学部 

和泉 火曜日１限 40名 
春学期：１単位 

秋学期：１単位 
１年 魯 大鳴 法学部 

 

春学期 秋学期 

１．授業の概要・到達目標 

この授業は、テキストを使用して、中国語のピンイン発音、後半の日

常会話を中心として勉強するのです。外国語を学習する必要とする四

つの力「聴（聞く）説（話す）讀（読む）写（書く）」を覚えるように

目標とします。 

中国語の勉強を通して、中国の文化、風土、人情などの理解を深める

事を目的とする。 

中国語で自己紹介を言えるよう目指します。 

 

２．授業内容 

第１回：     学習指導を聞きながらテキスト6ページの内容を確認

する 

第２回：     テキストの第一課 発音の一及び練習 

第３回：     テキストの第二課 発音の二及び練習 

第４回：     テキストの第三課 発音の三及び練習 

第５回：     テキストの第四課 発音の四及び練習 

第６回：     テキストの第五課 発音の五及び練習 

第７回：     テキストの第六課 本文、単語、文法 

第８回：     テキストの第六課 宿題、練習 

第９回：     テキストの第七課 本文、単語、文法 

第10回：    テキストの第七課 宿題、練習 

第11回：    テキストの第八課 本文、単語、文法 

第12回：    テキストの第八課 宿題、練習 

第13回：    今までの内容の復習 前期テストの説明 

第14回：  テスト 

 

＊授業内容は必要に応じて変更することがあります。 

 

３．履修上の注意 

予習、復習、繰り返す事が言葉上達のカギである。 

 

４．準備学習（予習・復習等）の内容 

  授業を始まる前に六ページの内容を読む。 

 

５．教科書 

『話してみよう中国語』（改訂版）宮本大輔 温琳著（駿河台出版社）

（2200＋税） 

 

６．参考書 

『中国語発音マスター』高田裕子著（大修館書店）（2000+税） 

 

７．課題に対するフィードバックの方法 

授業中、対面テストを通して、把握するようにします。 

 

８．成績評価の方法 

１．授業の概要・到達目標 

 中国語の初習者を対象として，中国語の発音と基礎文法の習得を目指

し，応答練習を通して簡単なコミュニケーション能力を身につける。こ

うした中国語を聞き，話すための基礎力を養成して，様々な領域で日本

と深い関係を保つ中国の社会と文化に対する関心と理解を深める。 

 [u]目的[/u]：中国人との交流の場，特にスポーツの面での交流にお

いて，コミュニケーションに役立つ実用的な中国語を身につけることを

学習目標にする。 

 

２．授業内容 

第１回：ドキュメンタリー映画『千手観音』（DVD） 

第２回：第８課 文法と本文説明、練習など 

第３回：第８課 本文復習、練習問題をチェックする。第９課文法と本

文説明 

第４回：第９課 本文復習、練習問題をチェックする。第10課 文法

と本文説明 

第５回：第10課 本文復習、練習問題をチェックする。第11課 文法

と本文説明 

第６回：第11課 本文復習、練習問題をチェックする。中国文化芸術

紹介 

第７回：第12課 文法と本文説明、練習など 

第８回：第12課 本文復習、練習問題をチェックする。第13課 文法

と本文説明 

第９回：第13課 本文復習、練習問題をチェックする。第14課 文法

と本文説明 

第10回：第14課 本文復習、練習問題をチェックする。第15課 文

法と本文説明 

第11回：第15課 本文復習、練習問題をチェックする。第16課 文

法と本文説明 

第12回：第16課 本文復習、練習問題をチェックする。第17課 文

法と本文説明 

第13回：第17課 練習問題をチェックする。総復習。 

第14回：総括・試験 

 

＊授業内容は必要に応じて変更することがあります。 

 

３．履修上の注意 

 授業中，居眠りしたり，携帯で遊んだりすることをしないように，練

習，問答及び宿題をまじめにやること。 

 

 私欠４回限り、公欠のみが５回限り、超えると単位を取る資格がなく

なる。公欠と私欠を混ぜて 4 回以上はダメ。学校の規則によって、授業

数の三分の二回出席する必要がある。 

 

公欠は試合、合宿の場合限り。 



 

                             

 

 

レポート、学習成績など、総合的に評価する。 

 

９．その他 

 

30分を超える遅刻は欠席とする。また３回の遅刻で１回欠席とする。 

 

 無断欠席は、期末評価の時、1回につき2点が引かれる。 

 

 

４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 次回の授業に学ぶ新しい本文と語法を予習し，既に教えたものを復習

し，宿題をやること。 

 

 

５．教科書 

 『We Can 中国語』（初級）著者 徐送迎 朝日出版社 ￥2400（税別） 

 

６．参考書 

 『中国語の入門』 著者 山下輝彦 白水社 ￥１９００（税別） 

 

 

７．課題に対するフィードバックの方法 

 

８．成績評価の方法 

 平常点（宿題，授業中の問答と練習に関する評価，学習態度など）30％，

試験（70％）にて評価する。 

 

 

９．その他 

 スポーツの訓練と同じように，毎日少しずつ中国語の実用的な語句を

練習して覚えれば，必ず中国語ができるようになります。 



 

                             

 

 

２０２３年度スポーツ特別入試入学者対象語学科目シラバス（中国語） 

中国語 

開講地区 曜日時限 定 員 単 位 配当学年 担当教員名 主催学部 

和泉 月曜日４限 40名 
春学期：１単位 

秋学期：１単位 
２年 石田 友美 法学部 

 

春学期 秋学期 

１．授業の概要・到達目標 

≪授業の概要≫ 

初級中国語の授業を修了したスポーツ入学者を対象とする、中級中国

語の授業です。初級よりさらに一歩進んだレベルの文法・語彙を学習

します。文法事項の解説を行ない、本文を読解し、発音練習をすると

いう形式で授業を進めます。基本文を暗記し、練習問題を解く作業を

通じて、その課で学んだ新たな知識を定着させると同時に、読解力及

び口頭による表現能力の向上を図ります。 

 

≪授業の到達目標及びテーマ≫ 

初級よりさらに一歩進んだレベルの文法、語彙を習得し、さらにその

知識を応用し、一般的な中国語の文章を読解し、かつ中国語で簡単な

日常会話ができるようになることを目指します。 

 

２．授業内容 

第１回：a：イントロダクション  b：初級文法の復習 

第２回：第１課（文法・本文読解） 

第３回：第１課（本文発音練習・練習問題） 

第４回：第２課（文法・本文読解） 

第５回：第２課（本文発音練習・練習問題） 

第６回：第３課（文法・本文読解） 

第７回：第３課（本文発音練習・練習問題） 

第８回：第４課（文法・本文読解） 

第９回：第４課（本文発音練習・練習問題）                 

第10回：第５課（文法・本文読解） 

第11回：第５課（本文発音練習・練習問題）  

第12回：第６課（文法・本文読解） 

第13回：第６課（本文発音練習・練習問題） 

第14回：a：期末試験  b：正答解説 

 

＊授業内容は必要に応じて変更することがあります。 

 

３．履修上の注意 

ただ講義を聞くと言うのではなく、声を出して発音練習する、予習を

するといった積極的な姿勢を重視します。辞書は必携です。 

 

オンライン授業については、「シラバスの補足」をご覧ください。 

 

４．準備学習（予習・復習等）の内容 

予習：新出単語の意味を調べ、テキスト付属のCDなどを活用し発音練

習しておくこと。 

復習：教科書該当箇所を振り返り，毎回の授業で習った発音・文型の

復習をし、不明な部分があれば、次回授業で質問すること。 

 

 

１．授業の概要・到達目標 

一年間中国語を学習した学生を対象に、新たな語彙や文法ポイントの学

習、発音練習、練習問題などを行い、1年次の学習を定着させ、更なる

レベルアップを図る。テキスト本文は4コママンガに描かれた平易な会

話文で、中国語の表現を学ぶとともに、日中の発想の差や論理の違いに

ついて理解を深める。一回の授業で一課を終えるペースで進める。 

 

２．授業内容 

第１回：イントロダクション（中級の学習について） 

第２回：第１課 

第３回：第２課 

第４回：第３課 

第５回：第４課 

第６回：第５課 

第７回：第６課 

第８回：第７課 

第９回：第８課 

第10回：第９課 

第11回：第10課 

第12回：第11課 

第13回：第12課 

第14回：a：試験 b：授業の振り返りと解説 

 

＊授業内容は必要に応じて変更することがあります。 

 

３．履修上の注意 

 

４．準備学習（予習・復習等）の内容 

必ずテキスト付録の音声を聞いて発音練習をする。予習として、本文や

例文は語句の意味や構造を確かめておく。授業後は不明点がないか確認

する。 

 

５．教科書 

『日中いぶこみ劇場』相原茂・費燕・蘇明 編著（朝日出版社）ISBN: 978-

4-255-45335-4 

 

６．参考書 

授業時に指示する。 

 

７．課題に対するフィードバックの方法 

 

８．成績評価の方法 

平常点（小テスト・課題・授業におけるレスポンス等）50％、期末試験

50％。 

 



 

                             

 

 

５．教科書 

「中国語つぎへの一歩」 尹 景春・竹島 毅 著 （白水社） 

 

６．参考書 

『中日辞典』小学館 

 

７．課題に対するフィードバックの方法 

小テストの解説は、次回授業にて行います。 

 

８．成績評価の方法 

一課終わるごとに小テストを行います。 

期末試験 50％，平常点50％（小テスト30％・発音テスト10％・授業

への参加度10％）で評価を行います。 

 

９．その他 

９．その他 



 

                             

 

 

２０２３年度スポーツ特別入試入学者対象語学科目シラバス（中国語） 

中国語 

開講地区 曜日時限 定 員 単 位 配当学年 担当教員名 主催学部 

和泉 木曜日５限 40名 
春学期：１単位 

秋学期：１単位 
２年 波多野 眞矢 法学部 

 

春学期 秋学期 

１．授業の概要・到達目標 

一年間中国語を学習した学生を対象に、新たな語彙や文法ポイントの

学習、発音練習、練習問題などを行い、1年次の学習を定着させ、更な

るレベルアップを図る。テキスト本文は 4コママンガに描かれた平易

な会話文で、中国語の表現を学ぶとともに、日中の発想の差や論理の

違いについて理解を深める。一回の授業で一課を終えるペースで進め

る。 

 

２．授業内容 

第１回：イントロダクション（中級の学習について） 

第２回：第１課 

第３回：第２課 

第４回：第３課 

第５回：第４課 

第６回：第５課 

第７回：第６課 

第８回：第７課 

第９回：第８課 

第10回：第９課 

第11回：第10課 

第12回：第11課 

第13回：第12課 

第14回：a：試験 b：授業の振り返りと解説 

 

＊授業内容は必要に応じて変更することがあります。 

 

３．履修上の注意 

 

４．準備学習（予習・復習等）の内容 

必ずテキスト付録の音声を聞いて発音練習をする。予習として、本文

や例文は語句の意味や構造を確かめておく。授業後は不明点がないか

確認する。 

 

５．教科書 

『日中いぶこみ劇場』相原茂・費燕・蘇明 編著（朝日出版社）ISBN: 

978-4-255-45335-4 

 

６．参考書 

授業時に指示する。 

 

７．課題に対するフィードバックの方法 

 

８．成績評価の方法 

平常点（小テスト・課題・授業におけるレスポンス等）50％、期末試験

50％。 

１．授業の概要・到達目標 

≪授業の概要≫ 

初級中国語の授業を修了したスポーツ入学者を対象とする、中級中国語

の授業です。初級よりさらに一歩進んだレベルの文法・語彙を学習しま

す。文法事項の解説を行ない、本文を読解し、発音練習をするという形

式で授業を進めます。基本文を暗記し、練習問題を解く作業を通じて、

その課で学んだ新たな知識を定着させると同時に、読解力及び口頭によ

る表現能力の向上を図ります。 

 

≪授業の到達目標及びテーマ≫ 

初級よりさらに一歩進んだレベルの文法、語彙を習得し、さらにその知

識を応用し、一般的な中国語の文章を読解し、かつ中国語で簡単な日常

会話ができるようになることを目指します。 

 

２．授業内容 

第１回：春学期授業の復習 

第２回：第７課（文法・本文読解） 

第３回：第７課（本文発音練習・練習問題） 

第４回：第８課（文法・本文読解） 

第５回：第８課（本文発音練習・練習問題） 

第６回：第９課（文法・本文読解） 

第７回：第９課（本文発音練習・練習問題） 

第８回：第10課（文法・本文読解） 

第９回：第10課（本文発音練習・練習問題）                 

第10回：第11課（文法・本文読解） 

第11回：第11課（本文発音練習・練習問題）  

第12回：第12課（文法・本文読解） 

第13回：第12課（本文発音練習・練習問題） 

第14回：a：期末試験  b：正答解説 

 

＊授業内容は必要に応じて変更することがあります。 

 

３．履修上の注意 

ただ講義を聞くと言うのではなく、声を出して発音練習する、予習をす

るといった積極的な姿勢を重視します。辞書は必携です。 

 

オンライン授業については、「シラバスの補足」をご覧ください。 

 

４．準備学習（予習・復習等）の内容 

予習：新出単語の意味を調べ、テキスト付属のCDなどを活用し発音練

習しておくこと。 

復習：教科書該当箇所を振り返り、毎回の授業で習った発音・文型の復

習をし、不明な部分があれば、次回授業で質問すること。 

 

 



 

                             

 

 

 

９．その他 

５．教科書 

「中国語つぎへの一歩」 尹 景春・竹島 毅 著 （白水社） 

 

６．参考書 

『中日辞典』小学館 

 

７．課題に対するフィードバックの方法 

小テストの解説は、次回授業にて行います。 

 

 

８．成績評価の方法 

一課終わるごとに小テストを行います。 

期末試験50％，平常点50％（小テスト 30％・発音テスト10％・授業へ

の参加度10％）で評価を行います。 

 

 

 

９．その他 



 

                             

 

 

２０２３年度スポーツ特別入試入学者対象語学科目シラバス（中国語） 

中国語 

開講地区 曜日時限 定 員 単 位 配当学年 担当教員名 主催学部 

和泉 月曜日３限 40名 
春学期：１単位 

秋学期：１単位 
１年 羅 奇祥 商学部 

 

春学期 秋学期 

１．授業の概要・到達目標 

授業の概要：受講生の中国語の効果的な表現能力を養成する。授業中、

最近中国で使われている最新言葉・慣用語、また中国事情も紹介する

ので、中国の政治・経済・文化・社会などに関する情報も得られる。 

到達目標：中国語の発音・文字・基本文法と基本構文を身につけさせ

ることを目標とする。 

 

 

２．授業内容 

第 １回 イントロダクション（授業の進め方等） 

第 ２回 第１課 声調・軽声 

第 ３回 第１課 単母音・子音 

第 ４回 第２課 複母音 

第 ５回 第２課 鼻音を伴う母音 

第 ６回  第３課 特殊な母音ｅｒ・児化・数字 

第 ７回  第３課 簡単な会話 

第 ８回 第１課～第３課のまとめ 

第 ９回 第４課 ポイント（人称代名詞・疑問形１）・置き換え練習 

第１０回  第４課 会話・会話練習・ヒアリング 

第１１回 第５課 ポイント（指示代名詞・量詞・副詞「也・都」） 

第１２回  第５課 置き換え練習・会話 

第１３回 第５課 会話・会話練習・ヒアリング 

第１４回 ａ：総括 ｂ：期末試験  

 

 

３．履修上の注意 

①予習・復習をしっかりすること。②授業中、授業に考えを集中させ

ること。③正当な理由のない遅刻・欠席をしないこと。④授業中、携

帯電話を弄らないこと。注意してもやめない場合、成績評価の対象に

ならないことがある。 

 

４．準備学習（予習・復習等）の内容 

授業の前後、指示された復習・予習の内容をそれぞれ３０分以上する

こと。 

 

５．教科書 

村上公一他著『初めての中国語コミュニケーション』２０２０年 4月

1日改訂６版発行（同学社） 

 

６．参考書 

特になし 

 

７．課題に対するフィードバックの方法 

翌週の授業で問題点等について、詳しく説明する。 

 

１．授業の概要・到達目標 

現代漢語＝中国語の発音の基礎と基本的な表現習得を目指す基礎の授

業。基礎的な表現を項目別に従って編集されたビデオ付テキストを使用

し，１年間で無理なく無駄なく，発音や基礎文法等を体系的に学習す

る。他の言語と同様に中国語のコミュニケーションも，送受信＝質問と

答えのやり取りを基本としている。日常の生活における交流場面に着目

する問答練習を中心に，基礎的な表現を読む・聞く・話す・書く能力を

身につけ、所属部活に関連するスポーツ用語も若干覚えることを目標と

する。 

授業形態は対面方式であるが、教育効果などの考慮に基づき、zoomに

よるオンライン方式（最大6回まで）を採用することがある。 

 

２．授業内容 

第１回 単母音 

第２回 子音 

第３回 複母音 

第４回 発音のまとめ 

第５回 姓名をたずねる表現 

第６回 判断・動作行為の表現 

第７回 性質や状態の表現 

第８回 連体修飾の表現 

第９回 数量の表現 

第10回 曜日と月日の表現 

第11回 時刻の表現 

第12回 時間量や回数の表現 

第13回 方位と所在の表現 

第14回 まとめ 

 

３．履修上の注意 

毎回授業の初めに既習内容の質問をするので、即答できるように予習し

ておくこと。 

 

４．準備学習（予習・復習等）の内容 

大学に入って初めて学び始める外国語である。新たな気持ちで恥ずかし

がらず，大きな声で発音練習してほしい。語学力は短期間で身につけら

れない。日々の積み重ねこそ大切だから，放課後は、付属のCDと

DVD(オンライン提供)を活用しながら予習・復習をすることが重要。 

 

５．教科書 

『日常をコミュニケーションする中国語初級』 株式会社シーエスピー

出版部、PDF版無償提供 

 

６．参考書 

推薦辞書なども含め，授業中に指示する。 

 



 

                             

 

 

８．成績評価の方法 

試験成績（５０％）・平常点（５０％）・出席状況によって総合的に評

価する。試験成績：期末に行う筆記試験（披見不可）の成績。平常点：

発音・宿題の完成状況、予習・復習の状況、受講態度など。出席状況：

①総授業回数の２／３以上出席必要。②３０分以内（３０分を含む）

の遅刻は３回で１回の欠席になる。③３０分以上の遅刻は欠席扱いに

なる。④正当な理由のない欠席は１回で最終評価から３点減点する。 

 

９．その他 

特になし 

７．課題に対するフィードバックの方法 

次回課題のページに解説または解答を載せる。 

 

８．成績評価の方法 

期中に小テスト１回（25％），期末に口語テスト（問答・朗読、15％），筆

記テスト１回（60％）を実施して評価する。無断欠席や遅刻は減点とな

る。 

 

９．その他 



 

                             

 

 

２０２３年度スポーツ特別入試入学者対象語学科目シラバス（中国語） 

中国語 

開講地区 曜日時限 定 員 単 位 配当学年 担当教員名 主催学部 

和泉 火曜日５限 40名 
春学期：１単位 

秋学期：１単位 
１年 薬 進太郎 商学部 

 

春学期 秋学期 

１．授業の概要・到達目標 

現代漢語＝中国語の発音の基礎と基本的な表現習得を目指す基礎の授

業。基礎的な表現を項目別に従って編集されたビデオ付テキストを使

用し，１年間で無理なく無駄なく，発音や基礎文法等を体系的に学習

する。他の言語と同様に中国語のコミュニケーションも，送受信＝質

問と答えのやり取りを基本としている。日常の生活における交流場面

に着目する問答練習を中心に，基礎的な表現を読む・聞く・話す・書

く能力を身につけ、所属部活に関連するスポーツ用語も若干覚えるこ

とを目標とする。 

授業形態は対面方式であるが、教育効果などの考慮に基づき、zoomに

よるオンライン方式（最大6回まで）を採用することがある。 

 

２．授業内容 

第１回 単母音 

第２回 子音 

第３回 複母音 

第４回 発音のまとめ 

第５回 姓名をたずねる表現 

第６回 判断・動作行為の表現 

第７回 性質や状態の表現 

第８回 連体修飾の表現 

第９回 数量の表現 

第10回 曜日と月日の表現 

第11回 時刻の表現 

第12回 時間量や回数の表現 

第13回 方位と所在の表現 

第14回 まとめ 

 

３．履修上の注意 

毎回授業の初めに既習内容の質問をするので、即答できるように予習

しておくこと。 

 

４．準備学習（予習・復習等）の内容 

大学に入って初めて学び始める外国語である。新たな気持ちで恥ずか

しがらず，大きな声で発音練習してほしい。語学力は短期間で身につ

けられない。日々の積み重ねこそ大切だから，放課後は、付属のCDと

DVD(オンライン提供)を活用しながら予習・復習をすることが重要。 

 

５．教科書 

『日常をコミュニケーションする中国語初級』 株式会社シーエスピ

ー出版部、PDF版無償提供 

 

６．参考書 

推薦辞書なども含め，授業中に指示する。 

 

１．授業の概要・到達目標 

授業の概要：受講生の中国語の効果的な表現能力を養成する。授業中、

最近中国で使われている最新言葉・慣用語、また中国事情も紹介するの

で、中国の政治・経済・文化・社会などに関する情報も得られる。 

到達目標：中国語の発音・文字・基本文法と基本構文を身につけさせる

ことを目標とする。 

 

 

２．授業内容 

第 １回 第 ６課 ポイント（疑問形２・程度の表現）・置き換え練習 

第 ２回 第 ６課 会話・会話練習・ヒアリング 

第 ３回 第 ７課 ポイント（場所代名詞・疑問形３）・置き換え練習 

第 ４回 第 ７課 会話・会話練習・ヒアリング 

第 ５回 第 ４課～７課のまとめ 

第 ６回 第 ８課 ポイント（数量・年齢の聞き方）・置き換え練習 

第 ７回 第 ８課 会話・会話練習・ヒアリング 

第 ８回 第 ９課 ポイント（時刻の言い方・助詞「了」）・置き換え練

習 

第 ９回 第 ９課 会話・会話練習・ヒアリング 

第１０回 第１０課 ポイント（動詞「在」・介詞「在）」・置き換え練習 

第１１回 第１０課 会話・会話練習・ヒアリング 

第１２回 第 ８課～１０課のまとめ 

第１３回 総復習 

第１４回 ａ：総括 ｂ：期末試験 

 

 

３．履修上の注意 

①予習・復習をしっかりすること。②授業中、授業に考えを集中させる

こと。③正当な理由のない遅刻・欠席をしないこと。④授業中、携帯電話

を弄らないこと。注意してもやめない場合、成績評価の対象にならない

ことがある。 

 

４．準備学習（予習・復習等）の内容 

授業の前後、指示された復習・予習の内容をそれぞれ３０分以上するこ

と。 

 

５．教科書 

村上公一他著『初めての中国語コミュニケーション』２０２０年４月 1

日改訂６版発行（同学社） 

 

６．参考書 

特になし 

 

７．課題に対するフィードバックの方法 

翌週の授業で問題点について詳しく説明する。 



 

                             

 

 

７．課題に対するフィードバックの方法 

次回課題のページに解説または解答を載せる。 

 

８．成績評価の方法 

期中に小テスト１回（25％），期末に口語テスト（問答・朗読、15％），

筆記テスト１回（60％）を実施して評価する。無断欠席や遅刻は減点

となる。 

 

９．その他 

 

８．成績評価の方法 

試験成績（５０％）・平常点（５０％）・出席状況によって総合的に評価

する。試験成績：期末に行う筆記試験（披見不可）の成績。平常点：発

音・宿題の完成状況、予習・復習の状況、受講態度など。出席状況：①総

授業回数の２／３以上出席必要。②３０分以内（３０分を含む）の遅刻

は３回で１回の欠席になる。③３０分以上の遅刻は欠席扱いになる。④

正当な理由のない欠席は１回で最終評価から３点減点する。 

 

９．その他 

特になし 



 

                             

 

 

２０２３年度スポーツ特別入試入学者対象語学科目シラバス（中国語） 

中国語 

開講地区 曜日時限 定 員 単 位 配当学年 担当教員名 主催学部 

和泉 月曜日１限 40名 
春学期：１単位 

秋学期：１単位 
２年 本田 親史 商学部 

 

春学期 秋学期 

１．授業の概要・到達目標 

 １年時で学んだ中国語の発音の基礎の上に、辞書を引きながら簡単

な中国語の会話ができるようになることを目指します。前半では基礎

を徹底するために、発音の復習も同時に行っていきます。 

 

 

 

２．授業内容 

第１回 第１課 再会 

第２回 第２課 入学手続き 

第３回 第３課 ヒアリングの授業 

第４回 第４課 朝市へ 

第５回 第５課 動物園 

第６回 第６課 中秋節 

第７回 第７課 国慶節 

第８回 第８課 京劇鑑賞 

第９回 第９課 本を借りる 

第10回 第10課 助け合い 

第11回 第11課 ホテルを探す 

第12回 第12課 端午の節句 

第13回 第13課 日の出を見る 

第14回 a:学期末試験b:その解説 

 

 

 

３．履修上の注意 

 特に初回の授業には必ず出席すること。また部の活動で欠席する場

合には必ず公的な書類を提出してください。何も提出がない場合は通

常の欠席と見なします。 

 

 

 

４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 自宅での発音練習＋小テストの準備 

 

 

 

５．教科書 

徐送迎『たのしくできる We Can! 中国語』朝日出版社、

ISBN9784255453392 

 

 

６．参考書 

 小学館「プログレッシブ中国語辞典コンパクト版」「中日辞典」や電

子辞書など[u]必ず辞書を持参すること 

１．授業の概要・到達目標 

 この授業は「メディア授業」に指定されており、第1回は教室で対面

授業を行い、その後も対面を原則としますが、状況によっては学期中に

6度までオンライン授業を行うことがあります。オンライン授業を行う

場合は、Zoomを用いたリアルタイムで行います。この授業のねらいは

以下の通りです 

１）初級で勉強した文法事項の徹底的な復習を通じて、中国語の基礎力

をさらに高める。 

２）初級で身につけた発音や語彙を活かし、聴き取りや発音の練習を通

じて、中国語の音声面の力をさらに高める。 

 

２．授業内容 

 日本語母語話者による授業で、主に文法的要点を確認し、問題練習等

を行います。特に音声面では､聴いて書く練習に重きを置きます。さら

に実力向上を目指す人は、「学部間共通外国語」や「夏期集中講座」を

受講し、特訓を受けるとよいでしょう。 

 

第１回 中級中国語への入門 

第２回〜第13回 助動詞、主な助詞、進行や経験の表現、結果補語な

どの文法事項を扱います。このうち1回を用いて中間試験を行います。 

第14回 a：定期試験 b：講評 

 

３．履修上の注意 

１）初習外国語の授業では、出席を重視しています（出席数自体は得点

にはなりません）。授業回数の３分の１以上欠席した場合は、原則として

定期試験を受けることができませんので注意してください。 

２）声調を含め正しい発音にさらに磨きをかけるべく、音声教材を活用

して徹底的に訓練してください。 

 

４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 予習・復習では、常に教科書附録の音声教材をよく聴いてください。

正しい音声に接し続けることは、語学上達の近道です。 

 

５．教科書 

本間史・孟広学『2年目の中国語ポイント45』白水社 

 

６．参考書 

 語学学習に辞書は必携です。社会人になっても使うなら『中日辞典』・

『日中辞典』（講談社）、初級・中級学習には『クラウン中日辞典』・『ク

ラウン日中辞典』（三省堂）、『プログレッシブ中国語辞典』（小学館）な

どがおすすめです。講談社や小学館の辞書を搭載した電子辞書もよいで

しょう。なお、スマートフォンなどで引ける無料のオンライン辞書・オ

ンライン翻訳は、信頼度が低く学習には使えません。 

 

７．課題に対するフィードバックの方法 



 

                             

 

 

[/u] 

 

 

７．課題に対するフィードバックの方法 

小テストは翌週返却します。 

 

８．成績評価の方法 

 平常点（授業への参加度＋小テスト）50％＋各期末試験50％。 

 

 

 

９．その他 

 届け出なしの欠席、私語、居眠り、教材忘れなどがあまりに多い場

合は平常点が下がることもありえます。 

 

８．成績評価の方法 

 学期末試験ばかりでなく、平常点を重視します。そのため、中間試験

を行って平常点を評価します。評価の割合は平常点50％、期末試験50％

とします。 

 

９．その他 



 

                             

 

 

２０２３年度スポーツ特別入試入学者対象語学科目シラバス（中国語） 

中国語 

開講地区 曜日時限 定 員 単 位 配当学年 担当教員名 主催学部 

和泉 木曜日１限 40名 
春学期：１単位 

秋学期：１単位 
２年 三田 剛史 商学部 

 

春学期 秋学期 

１．授業の概要・到達目標 

 この授業は「メディア授業」に指定されており、第 1回は教室で対

面授業を行い、その後も対面を原則としますが、状況によっては学期

中に 6度までオンライン授業を行うことがあります。オンライン授業

を行う場合は、Zoomを用いたリアルタイムで行います。この授業のね

らいは以下の通りです 

１）初級で勉強した文法事項の徹底的な復習を通じて、中国語の基礎

力をさらに高める。 

２）初級で身につけた発音や語彙を活かし、聴き取りや発音の練習を

通じて、中国語の音声面の力をさらに高める。 

 

２．授業内容 

 日本語母語話者による授業で、主に文法的要点を確認し、問題練習

等を行います。特に音声面では､聴いて書く練習に重きを置きます。さ

らに実力向上を目指す人は、「学部間共通外国語」や「夏期集中講座」

を受講し、特訓を受けるとよいでしょう。 

 

第１回 中級中国語への入門 

第２回〜第13回 助動詞、主な助詞、進行や経験の表現、結果補語な

どの文法事項を扱います。このうち1回を用いて中間試験を行います。 

第14回 a：定期試験 b：講評 

 

３．履修上の注意 

１）初習外国語の授業では、出席を重視しています（出席数自体は得

点にはなりません）。授業回数の３分の１以上欠席した場合は、原則と

して定期試験を受けることができませんので注意してください。 

２）声調を含め正しい発音にさらに磨きをかけるべく、音声教材を活

用して徹底的に訓練してください。 

 

４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 予習・復習では、常に教科書附録の音声教材をよく聴いてください。

正しい音声に接し続けることは、語学上達の近道です。 

 

５．教科書 

本間史・孟広学『2年目の中国語ポイント45』白水社 

 

６．参考書 

 語学学習に辞書は必携です。社会人になっても使うなら『中日辞典』・

『日中辞典』（講談社）、初級・中級学習には『クラウン中日辞典』・『ク

ラウン日中辞典』（三省堂）、『プログレッシブ中国語辞典』（小学館）

などがおすすめです。講談社や小学館の辞書を搭載した電子辞書もよ

いでしょう。なお、スマートフォンなどで引ける無料のオンライン辞

書・オンライン翻訳は、信頼度が低く学習には使えません。 

 

７．課題に対するフィードバックの方法 

１．授業の概要・到達目標 

 春学期に引き続き、辞書を引きながら簡単な中国語の会話ができるよ

うになることを目指します。秋学期ではさらに簡単な中国語の作文もで

きるようになることを目指します。 

 

２．授業内容 

第１回 第14課 ボランティア 

第２回 第15課 運動会 

第３回 第16課 孔子廟への参拝 

第４回 第17課 スピーチコンテスト 

第５回 第18課 農家を訪ねる 

第６回 第19課 試験という試練 

第７回 第20課 コートを買う 

第８回 第21課 パーティー 

第９回 第22課 道を尋ねる 

第10回 第23課 九寨溝 

第11回 第24課 兵馬俑 

第12回 第25課 仕事を探す 

第13回 第26課 送り出し 

第14回 a:学期末試験b:その解説 

 

 

３．履修上の注意 

 特に初回の授業には必ず出席すること。また部の活動で欠席する場合

には必ず公的な書類を提出してください。何も提出がない場合は通常の

欠席と見なします。 

 

 

 

４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 自宅での発音練習＋小テストの準備 

 

 

 

５．教科書 

徐送迎『たのしくできる We Can! 中国語』朝日出版社、

ISBN9784255453392 

 

６．参考書 

 小学館「プログレッシブ中国語辞典コンパクト版」「中日辞典」や電子

辞書など[u]必ず辞書を持参すること[/u] 

 

７．課題に対するフィードバックの方法 

小テストは翌週返却します。 

 



 

                             

 

 

 

８．成績評価の方法 

 学期末試験ばかりでなく、平常点を重視します。そのため、中間試

験を行って平常点を評価します。評価の割合は平常点50％、期末試験

50％とします。 

 

９．その他 

８．成績評価の方法 

 平常点（授業への参加度＋小テスト）50％＋各期末試験50％。 

 

９．その他 

 届け出なしの欠席、私語、居眠り、教材忘れなどがあまりに多い場合

は平常点が下がることもありえます。 



 

                             

 

 

２０２３年度スポーツ特別入試入学者対象語学科目シラバス（中国語） 

中国語 

開講地区 曜日時限 定 員 単 位 配当学年 担当教員名 主催学部 

和泉 火曜日１限 40名 
春学期：１単位 

秋学期：１単位 
１年 石井 理 政治経済学部 

 

春学期 秋学期 

１．授業の概要・到達目標 

基礎的な発音練習からはじめ、基本文法を学びながら、簡単な会話が

でき、やさしい文章が理解できる力を養う。日本人教員が担当する授

業では主に、ピンイン表記の理解に重点をおき、ネイティブ教員が担

当する授業では主に、音声面での練習に重点をおく。発音の基礎が身

につき、ごく簡単な発話ができるレベルに到達することを目指す。 

 

２．授業内容 

第１回 ガイダンス（中国語とは、授業の進め方） 

第２回 中国語の発音体系について、声調について、エクササイズ１「声

調」 

第３回 単母音について、エクササイズ２「単母音」、単語・フレーズ

集１ 

第４回 子音について１（日本語近似音、有気音と無気音）、エクササ

イズ３「有気音」、単語・フレーズ集２ 

第５回 子音について２（そり舌音）、エクササイズ４「そり舌音」、単

語・フレーズ集３ 

第６回 二重母音について、エクササイズ５「二重母音」、単語・フレ

ーズ集４ 

第７回 三重母音について、エクササイズ６「三重母音」、単語・フレ

ーズ集５ 

第８回 鼻音について、エクササイズ７「nと ng」、単語・フレーズ集

６ 

第９回 発音表記について、単語・フレーズ集７ 

第10回 初級構文１「なんだの文」、単語・フレーズ集７、ドリル１ 

第11回 初級構文２「どんなだの文」、単語・フレーズ集８、ドリル２ 

第12回 初級構文３「どうするの文」、単語・フレーズ集９、ドリル３ 

第13回 初級構文４「ある・いるの文」、単語・フレーズ集９、ドリル

４ 

第14回 理解度確認 

 

３．履修上の注意 

 

４．準備学習（予習・復習等）の内容 

毎回の授業に対応した教材を指示しますので、予習・復習を行ってく

ださい。 

 

５．教科書 

 

６．参考書 

 

７．課題に対するフィードバックの方法 

 

８．成績評価の方法 

提出物の状況と理解度確認から総合的に判断します。 

１．授業の概要・到達目標 

基礎的な発音練習からはじめ、基本文法を学びながら、簡単な会話がで

き、やさしい文章が理解できる力を養う。日本人教員が担当する授業で

は主に、語法面の理解に重点をおき、ネイティブ教員が担当する授業で

は主に、音声面での練習に重点をおく。簡単な会話ができ、やさしい文

章が理解できるレベルに到達することを目指す。 

 

２．授業内容 

第１回 発音の復習 

第２回 数字について、単語・フレーズ集１、ドリル１ 

第３回 時間表現について、単語・フレーズ集２、ドリル２ 

第４回 様々な疑問文、単語・フレーズ集３、ドリル３ 

第５回 初中級構文１「あげるの文」、単語・フレーズ集４、ドリル４ 

第５回 初中級構文２「いつの文」、単語・フレーズ集５、ドリル５ 

第６回 初中級構文３「どこでの文」、単語・フレーズ集６、ドリル６ 

第７回 初中級構文４「かかる言葉」、単語・フレーズ集７、ドリル７ 

第８回 まとめ、パラレルライティング１ 

第９回 初中級構文５「どうするのがどんなだの文」、単語・フレーズ集

８、ドリル８ 

第10回 初中級構文６「どうなったの文」、単語・フレーズ集９、ドリ

ル９ 

第11回 初中級構文７「どうしたの文」、単語・フレーズ集10、ドリル

10 

第12回 初中級構文８「どれくらいどうしたの文」、単語・フレーズ集

11、ドリル11 

第13回 まとめ、パラレルライティング２ 

第14回 理解度確認 

 

 

３．履修上の注意 

 

４．準備学習（予習・復習等）の内容 

毎回の授業に対応した教材を指示しますので、予習・復習を行ってくだ

さい。 

 

５．教科書 

 

６．参考書 

 

７．課題に対するフィードバックの方法 

 

８．成績評価の方法 

提出物の状況と理解度確認から総合的に判断します。 

 

９．その他 



 

                             

 

 

 

９．その他 



 

                             

 

 

２０２３年度スポーツ特別入試入学者対象語学科目シラバス（中国語） 

中国語 

開講地区 曜日時限 定 員 単 位 配当学年 担当教員名 主催学部 

和泉 火曜日２限 40名 
春学期：１単位 

秋学期：１単位 
２年 石井 理 政治経済学部 

 

春学期 秋学期 

１．授業の概要・到達目標 

基礎的な表現や文法事項を復習しつつ、応用的な表現能力と読解能力

をバランス良く身につける。クラス授業では、総合的な能力の養成に

重点をおく。選択クラスでは、それぞれの特徴をいかして特定の分野

に重点をおく。クラス授業と選択授業を効果的に組み合わせることに

より、中国語能力の向上を図る。基礎的な会話ができ、まとまった文

章を読解できるレベルに到達することを目指す。 

 

２．授業内容 

第１回 ガイダンス（中国語とは、授業の進め方） 

第２回 中国語の発音体系について、声調について、エクササイズ１「声

調」 

第３回 単母音について、エクササイズ２「単母音」、単語・フレーズ

集１ 

第４回 子音について１（日本語近似音、有気音と無気音）、エクササ

イズ３「有気音」、単語・フレーズ集２ 

第５回 子音について２（そり舌音）、エクササイズ４「そり舌音」、単

語・フレーズ集３ 

第６回 二重母音について、エクササイズ５「二重母音」、単語・フレ

ーズ集４ 

第７回 三重母音について、エクササイズ６「三重母音」、単語・フレ

ーズ集５ 

第８回 鼻音について、エクササイズ７「nと ng」、単語・フレーズ集

６ 

第９回 発音表記について、単語・フレーズ集７ 

第10回 初級構文１「なんだの文」、単語・フレーズ集７、ドリル１ 

第11回 初級構文２「どんなだの文」、単語・フレーズ集８、ドリル２ 

第12回 初級構文３「どうするの文」、単語・フレーズ集９、ドリル３ 

第13回 初級構文４「ある・いるの文」、単語・フレーズ集９、ドリル

４ 

第14回 理解度確認 

 

３．履修上の注意 

 

４．準備学習（予習・復習等）の内容 

毎回の授業に対応した教材を指示しますので、予習・復習を行ってく

ださい。 

 

５．教科書 

 

６．参考書 

 

７．課題に対するフィードバックの方法 

 

８．成績評価の方法 

１．授業の概要・到達目標 

基礎的な表現や文法事項を復習しつつ、応用的な表現能力と読解能力を

バランス良く身につける。クラス授業では、総合的な能力の養成に重点

をおく。選択クラスでは、それぞれの特徴をいかして特定の分野に重点

をおく。クラス授業と選択授業を効果的に組み合わせることにより、中

国語能力の向上を図る。基礎的な会話ができ、まとまった文章を読解で

きるレベルに到達することを目指す。 

 

２．授業内容 

第１回 発音の復習 

第２回 数字について、単語・フレーズ集１、ドリル１ 

第３回 時間表現について、単語・フレーズ集２、ドリル２ 

第４回 様々な疑問文、単語・フレーズ集３、ドリル３ 

第５回 初中級構文１「あげるの文」、単語・フレーズ集４、ドリル４ 

第５回 初中級構文２「いつの文」、単語・フレーズ集５、ドリル５ 

第６回 初中級構文３「どこでの文」、単語・フレーズ集６、ドリル６ 

第７回 初中級構文４「かかる言葉」、単語・フレーズ集７、ドリル７ 

第８回 まとめ、パラレルライティング１ 

第９回 初中級構文５「どうするのがどんなだの文」、単語・フレーズ集

８、ドリル８ 

第10回 初中級構文６「どうなったの文」、単語・フレーズ集９、ドリ

ル９ 

第11回 初中級構文７「どうしたの文」、単語・フレーズ集10、ドリル

10 

第12回 初中級構文８「どれくらいどうしたの文」、単語・フレーズ集

11、ドリル11 

第13回 まとめ、パラレルライティング２ 

第14回 理解度確認 

 

 

３．履修上の注意 

 

４．準備学習（予習・復習等）の内容 

毎回の授業に対応した教材を指示しますので、予習・復習を行ってくだ

さい。 

 

５．教科書 

 

６．参考書 

 

７．課題に対するフィードバックの方法 

 

８．成績評価の方法 

提出物の状況と理解度確認から総合的に判断します。 

 



 

                             

 

 

提出物の状況と理解度確認から総合的に判断します。 

 

９．その他 

９．その他 



 

                             

 

 

２０２３年度スポーツ特別入試入学者対象語学科目シラバス（中国語） 

中国語 

開講地区 曜日時限 定 員 単 位 配当学年 担当教員名 主催学部 

生田 金曜日２限 なし 
春学期：１単位 

秋学期：１単位 
２年 清水 則夫 理工学部 

 

春学期 秋学期 

１．授業の概要・到達目標 

 中国語中級。初級で学習した基礎的事項を踏まえ，本年は中級へと

移行することを目指す。既習の声調，ピンイン，文法を身に付けたう

えで，より高度な中国語運用能力を修得できるように努力してもらい

たい。同時に，今日の中国に対する理解をも深めてもらえればなお良

い。 

 

２．授業内容 

第１回：１年次の学習内容の復習 

第２回：第１課 名詞の前の“的”動詞の前の“地”助動詞“要”連

動文 

第３回：第１課 チャレンジ スキット 

第４回：第２課 動態助詞“了” 語気助詞“了” 語気助詞“吗”と

“〈吧〉” 禁止の表現 

第５回：第２課 チャレンジ スキット 

第６回：第３課 経験の“过” “怎么”の２つの用法 離合詞 副詞

“才”の用法 

第７回：第３課 チャレンジ スキット 

第８回：第４課 動作の進行 動作・状態の持続を表す“着” 動作を

行う時間の長さ・動作の回数 “因为～所以…” 

第９回：第４課 チャレンジ スキット 

第 10回：第５課 近い未来 反語 副詞“就”“要是（/如果）～就

…” 

第11回：第５課 チャレンジ スキット 

第12回：第６課 結果補語 感嘆文 副詞“还” “虽然～但（是）

…” 

第13回：第６課 チャレンジ スキット 

第14回 a：試験 

    b：試験の正答解説とまとめ 

 

３．履修上の注意 

 初回の授業までに教科書を用意しておくこと。出席は毎回取る。事

情があって欠席せざるを得ない場合は，なるべくなら事前に，無理で

あれば事後でもよいので，欠席理由を説明すること。授業に無関係な

私語は慎んで欲しいが，質問は歓迎する。 

 

４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 予習としては，次回講義までに教科書の該当箇所を読み，かつ付属

の CDないし教科書会社の HPで配布されている音声データ を聞いて

おくこと。復習としては，教科書に即して講義時に説明した内容を再

確認し，予習と同様に付属の CDまたは音声データ を聞くこと。いず

１．授業の概要・到達目標 

 中国語中級の続き。これまでの中国語学習の総まとめでもある。 

 従来の学習内容を完璧にマスターしておくこと。そのうえで，春学期

に引き続き，中級としての中国語運用能力を身につけることを目的とす

る。 

 読み，書き，聞き，話せるようになってこそ，語学が身に着いたと言

える。それらの点で，少しでも高い水準を目標にしてもらいたい。 

 

２．授業内容 

第１回：春学期の復習 

第２回：第７課 様態補語 比較 形容詞の重ね型 “不但～而且…” 

第３回：第７課 チャレンジ スキット 

第４回：第８課 方向補語 複合方向補語 強調表現“连～也（/都）

…” “一～就…” 

第５回：第８課 チャレンジ スキット 

第６回：第９課 “把”構文 受身 副詞“再”と“又”の用法 “只

要～就…” 

第７回：第９課 チャレンジ スキット 

第８回：第10課 可能補語 “是～的”の構文 “只有～才…” 

第９回：第10課 チャレンジ スキット 

第10回：第11課 “～得了”/“～不了”の可能補語 兼語文 “不是

～而是…” 

第11回：第11課 チャレンジ スキット 

第12回：第12課 存現文 同じ疑問詞の呼応 “不管～都…” 

第13回：第12課 チャレンジ スキット 

第14回 a：試験 

    b：試験の正答解説とまとめ 

 

３．履修上の注意 

 初回の授業までに教科書を用意しておくこと。出席は毎回取る。事情

があって欠席せざるを得ない場合は，なるべくなら事前に，無理であれ

ば事後でもよいので，欠席理由を説明すること。授業に無関係な私語は

慎んで欲しいが，質問は歓迎する。 

 

４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 予習としては，次回講義までに教科書の該当箇所を読み，かつ付属の 

CD ないし教科書会社のHPで配布されている音声データを聞いておくこ

と。復習としては，教科書に即して講義時に説明した内容を再確認し，

予習と同様に付属の CD または音声データを聞くこと。いずれの場合

も，不明な点があれば，教員に質問して理解すること。 

 

５．教科書 

 『２年めの中国語ポイント45』本間史・孟広学 白水社 

 



 

                             

 

 

れの場合も，不明な点があれば，教員に質問して理解すること。 

 

５．教科書 

 『２年めの中国語ポイント45』本間史・孟広学 白水社 

 

６．参考書 

 辞書等については最初の授業において，そのほかのものは随時指示

する。 

 

７．課題に対するフィードバックの方法 

 

８．成績評価の方法 

 平常点（小テストを含む）30％，期末テスト70％，総合100点とし，

60点以上を合格とする。 

 

９．その他 

６．参考書 

 辞書等については最初の授業において，そのほかのものは随時指示す

る。 

 

７．課題に対するフィードバックの方法 

 

８．成績評価の方法 

 平常点（小テストを含む）30％，期末テスト70％，総合100点とし，

60点以上を合格とする。 

 

９．その他 



 

                             

 

 

２０２３年度スポーツ特別入試入学者対象語学科目シラバス（中国語） 

中国語 

開講地区 曜日時限 定 員 単 位 配当学年 担当教員名 主催学部 

生田 金曜日３限 なし 
春学期：１単位 

秋学期：１単位 
１年 陳 英招 農学部 

 

春学期 秋学期 

１．授業の概要・到達目標 

 発音から習い、規則を覚え、練習を繰り返し、正確な発音を習得し

ます。 

 基本的な単語・簡単なフレーズを言えるようになること。 

 基礎的な文法を学び、基本文型を理解できるようになることが目標

です。 

 

２．授業内容 

第１回  発音１ 

第２回  発音２ 

第３回  第１課 

第４回  第２課 

第５回  第３課 

第６回  第４課 

第７回  第５課 

第８回  第６課 

第９回  第７課 

第10回  第８課 

第11回  第９課 

第12回  第１０課 

第13回  復  習 

第14回  a：まとめ、b：試験。 

 

３．履修上の注意 

 第一回目の授業までに教科書を購入すること。 

 できるだけ積極的に取り組むことを期待しています。 

 

４．準備学習（予習・復習等）の内容 

復習を必ず行ってください。 

 

５．教科書 

『インターネットで中国語』  三修社 

 

６．参考書 

 

７．課題に対するフィードバックの方法 

 

８．成績評価の方法 

期末試験の成績 ６０％ 、受講態度 ４０% とします。 

 

９．その他 

１．授業の概要・到達目標 

 春学期で習得した発音の定着に留意しながら、授業を進めます。 

 語彙を増やし、基本文型を覚え、中国語の構文・語順を理解できるよ

うに。 

 簡単な会話ができるようになることが目標です。 

 

２．授業内容 

第１回  春学期の復習 

第２回  第１１課 

第３回  第１２課 

第４回  第１３課 

第５回  第１４課 

第６回  第１５課 

第７回  復  習 

第８回  第１６課 

第９回  第１７課 

第10回  第１８課 

第11回  第１９課 

第12回  第２０課 

第13回  復  習 

第14回  a：まとめ、b：試験。 

 

 

３．履修上の注意 

 第一回目の授業までに教科書を購入すること。 

 できるだけ積極的に取り組むことを期待しています。 

 

４．準備学習（予習・復習等）の内容 

復習を必ず行ってください。 

 

５．教科書 

『インターネットで中国語』  三修社 

 

６．参考書 

 

７．課題に対するフィードバックの方法 

 

８．成績評価の方法 

期末試験の成績 ６０％ 、受講態度 ４０% とします。 

 

９．その他 



 

                             

 

 

２０２３年度スポーツ特別入試入学者対象語学科目シラバス（中国語） 

中国語 

開講地区 曜日時限 定 員 単 位 配当学年 担当教員名 主催学部 

和泉 月曜日４限 40名 
春学期：１単位 

秋学期：１単位 
１年 渡辺 済民 経営学部 

 

春学期 秋学期 

１．授業の概要・到達目標 

 

  この中国語コースは遠征や大会や集中練習などによる公欠が多い

スポーツクラスの皆様に 

 

教室授業とオンデマン授業を交互に進める形で、いつでも何回でも学

習でき、緩い期限の形で 

 

課題の提出ができる授業を提供し、中国語の初習者を対象とします。

到達目標は中国語を読み， 

 

書き，聞き，話すための基礎力をつけ，初級程度の会話ができること

を目指す。 

 

２．授業内容 

第１回：  ガイダンス   （教室） 

第２回：  中国語発音   (教室) 

第３回：  中国語発音   (教室) 

第４回：  中国語発音   (教室) 

第５回：  第一課の単語文法 （オンデマンド） 

第６回：  第一課の短文練習 （教室）  

第７回：  第二課の単語文法 （オンデマンド） 

第８回：  第二課の短文練習 （教室） 

第９回：  第三課の単語文法 （オンデマンド） 

第10回：  第三課の短文練習 （教室） 

第11回：  第四課の単語文法 （オンデマンド） 

第12回：  第四課の短文練習 （教室） 

第13回： 期末復習・発音試験 （教室） 

第14回： 期末試験筆記    （教室） 

 

３．履修上の注意 

  

毎回の授業の前に予習し、授業後の課題をしっかりすること。 

 

教室授業のときは，私語等は厳禁すること。 

 

４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 予習・復習の習慣をつけること。 

 

 毎回の授業中に予習・復習・課題の指示をする 

 

５．教科書 

  

 

 プリントを使用。教科書の購入は不要。 

１．授業の概要・到達目標 

 

  この中国語コースは遠征や大会や集中練習などによる公欠が多いス

ポーツクラスの皆様に 

 

教室授業とオンデマン授業を交互に進める形で、いつでも何回でも学習

でき、緩い期限の形で 

 

課題の提出ができる授業を提供し、中国語の初習者を対象とします。到

達目標は中国語を読み， 

 

書き，聞き，話すための基礎力をつけ，初級程度の会話ができることを

目指す。 

 

２．授業内容 

 

第１回：  第五課の単語文法 （教室） 

第２回：  第五課の短文練習 （教室）  

第３回：  第六課の単語文法 （オンデマンド） 

第４回：  第六課の短文練習 （教室） 

第５回：  第七課の単語文法 （オンデマンド） 

第６回：  第七課の短文練習 （教室）  

第７回：  第八課の単語文法 （オンデマンド） 

第８回：  第八課の短文練習 （教室） 

第９回：  第九課の単語文法 （オンデマンド） 

第10回：  第九課の短文練習 （教室） 

第11回：  第十課の単語文法 （オンデマンド） 

第12回：  第十課の短文練習 （教室） 

第13回：  期末復習           （教室） 

第14回：  期末試験筆記    （教室） 

 

３．履修上の注意 

  

 

毎回の授業の前に予習し、授業後の課題をしっかりすること。 

 

教室授業のときは，私語等は厳禁すること。 

 

４．準備学習（予習・復習等）の内容 

  

 

 予習・復習の習慣をつけること。 

 

 毎回の授業中に予習・復習・課題の指示をする 

 



 

                             

 

 

 

 プリントの内容を題材に授業の中で会話内容を更に広め，リスニン

グおよびスピーク 

 

 アウトの両方から中国語能力をアップさせる。楽しみながら自然の

うちに中国語能力を培う。 

 

６．参考書 

  辞書：中国語学習辞典 相原茂著 朝日出版社など 

 

７．課題に対するフィードバックの方法 

  課題と小テストなどにつては必ず教室授業の時に解説を行う。 

 

８．成績評価の方法 

 小テスト（対面形式）の平均点は６０点以上であること。 

 

 欠席（公欠を含まない）は２回まで。 

 

 遅刻の回数（減点）と課題（加点）も総合的に評価する。 

 

９．その他 

  

  教室授業につき公欠以外の欠席は２回までとする。 

 

 

５．教科書 

  

 

 プリントを使用。教科書の購入は不要。 

 

 プリントの内容を題材に授業の中で会話内容を更に広め，リスニング

およびスピーク 

 

 アウトの両方から中国語能力をアップさせる。楽しみながら自然のう

ちに中国語能力を培う。 

 

６．参考書 

 

 

  辞書：中国語学習辞典 相原茂著 朝日出版社など 

 

７．課題に対するフィードバックの方法 

 

 

  課題と小テストなどにつては必ず教室授業の時に解説を行う。 

 

８．成績評価の方法 

 

 小テスト（対面形式）の平均点は６０点以上であること。 

 

 欠席（公欠を含まない）は２回まで。 

 

 遅刻の回数（減点）と課題（加点）も総合的に評価する。 

 

 

 

９．その他 

  

  教室授業につき公欠以外の欠席は２回までとする。 

 



 

                             

 

 

２０２３年度スポーツ特別入試入学者対象語学科目シラバス（中国語） 

中国語 

開講地区 曜日時限 定 員 単 位 配当学年 担当教員名 主催学部 

和泉 月曜日５限 40名 
春学期：１単位 

秋学期：１単位 
２年 渡辺 済民 経営学部 

 

春学期 秋学期 

１．授業の概要・到達目標 

   

  この中国語コースは遠征や大会や集中練習などによる公欠が多い

スポーツクラスの皆様に 

 

教室授業とオンデマン授業を交互に進める形で、いつでも何回でも学

習でき、緩い期限の形で 

 

課題の提出ができる授業を提供し、中国語を一年以上勉強した方を対

象とします。到達目標は中国語を読み， 

 

書き，聞き，話すための基礎力をさらにアップすることを目指す。 

 

２．授業内容 

第１回：   ガイダンス    （教室） 

第２回：  第一課の単語文法 （オンデマンド） 

第３回：  第一課の短文練習 （教室） 

第４回：  第二課の単語文法 （オンデマンド） 

第５回：  第二課の短文練習 （教室） 

第６回：  第三課の単語文法 （オンデマンド）  

第７回：  第三課の短文練習 （教室） 

第８回：  中間復習・テスト （教室） 

第９回：  第四課の単語文法 （オンデマンド） 

第10回：  第四課の短文練習 （教室） 

第11回：  第五課の単語文法 （オンデマンド） 

第12回：  第五課の短文練習 （教室） 

第13回：  期末復習・口頭試験（教室） 

第14回：  期末試験筆記   （教室） 

 

３．履修上の注意 

  

 

毎回の授業の前に予習し、授業後の課題をしっかりすること。 

 

教室授業のときは，私語等は厳禁すること。 

 

４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 

 予習・復習の習慣をつけること。 

 

 毎回の授業中に予習・復習・課題の指示をする 

 

５．教科書 

  

 

１．授業の概要・到達目標 

 

 

  この中国語コースは遠征や大会や集中練習などによる公欠が多いス

ポーツクラスの皆様に 

 

教室授業とオンデマン授業を交互に進める形で、いつでも何回でも学習

でき、緩い期限の形で 

 

課題の提出ができる授業を提供し、中国語を一年以上勉強した方を対象

とします。到達目標は中国語を読み， 

 

書き，聞き，話すための基礎力をさらにアップすることを目指す。 

 

２．授業内容 

第１回：  前期内容復習・小テスト （教室） 

第２回：  第六課の単語文法 （オンデマンド） 

第３回：  第六課の短文練習 （教室） 

第４回：  第七課の単語文法 （オンデマンド） 

第５回：  第七課の短文練習 （教室） 

第６回：  第八課の単語文法 （オンデマンド）  

第７回：  第八課の短文練習 （教室） 

第８回：  中間復習・テスト （教室） 

第９回：  第九課の単語文法 （オンデマンド） 

第10回：  第九課の短文練習 （教室） 

第11回：  第十課の単語文法 （オンデマンド） 

第12回：  第十課の短文練習 （教室） 

第13回：  期末復習・口頭試験（教室） 

第14回：  期末試験筆記   （教室） 

 

３．履修上の注意 

  

 

毎回の授業の前に予習し、授業後の課題をしっかりすること。 

 

教室授業のときは，私語等は厳禁すること。 

 

４．準備学習（予習・復習等）の内容 

 

  

 予習・復習の習慣をつけること。 

 

 毎回の授業中に予習・復習・課題の指示をする 

 

５．教科書 



 

                             

 

 

 プリントを使用。教科書の購入は不要。 

 

 プリントの内容を題材に授業の中で会話内容を更に広め，リスニン

グおよびスピーク 

 

 アウトの両方から中国語能力をアップさせる。 

 

 楽しみながら自然のうちに中国語能力を培う。 

 

６．参考書 

 

  辞書：中国語学習辞典 相原茂著 朝日出版社など 

 

７．課題に対するフィードバックの方法 

 

  課題と小テストなどにつては必ず教室授業の時に解説を行う。 

 

８．成績評価の方法 

 

 小テスト（対面形式）の平均点は６０点以上であること。 

 

 欠席（公欠を含まない）は２回まで。 

 

 遅刻の回数（減点）と課題（加点）も総合的に評価する。 

 

９．その他 

  

  教室授業につき公欠以外の欠席は２回までとする。 

  

 

 プリントを使用。教科書の購入は不要。 

 

 プリントの内容を題材に授業の中で会話内容を更に広め，リスニング

およびスピーク 

 

 アウトの両方から中国語能力をアップさせる。 

 

 楽しみながら自然のうちに中国語能力を培う。 

 

６．参考書 

 

  辞書：中国語学習辞典 相原茂著 朝日出版社など 

 

７．課題に対するフィードバックの方法 

 

  課題と小テストなどにつては必ず教室授業の時に解説を行う。 

 

８．成績評価の方法 

 

 小テスト（対面形式）の平均点は６０点以上であること。 

 

 欠席（公欠を含まない）は２回まで。 

 

 遅刻の回数（減点）と課題（加点）も総合的に評価する。 

 

９．その他 

  

  教室授業につき公欠以外の欠席は２回までとする。 

 


